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　少年の右手は紅ぐ蓮れんの如ごとく煌きらめいていた。




「――魔ま女じよ狩りを執しつ行こうする」

　彼の腕が素早く宙空を薙なぎ払う。するとその軌道に紫むらさき色いろの煙けむりが発生し、彼と敵対する五百余名の群ぐん衆しゆうをどよめかせた。

「こっ……殺せ！」

　武装した群衆の最さい奥おうで、老齢の魔女が威い厳げんを取り繕つくろう余裕もなく吼ほえる。

「数で押し潰つぶしな！　これ以上、奴にマフリクトさせるんじゃないよ！」

「――蛇へびよ」

　少年の呟きに応えるよう、紫し煙えんが煌めく。

　その直後――瞬まばたきする間もなく、それは巨大な炎の蛇に姿を変えた。

「う、うわあああぁぁ!?」

　先陣を切った精せい悍かんな男性が悲鳴を上げる。だが遅かった。彼も、彼の後続も、炎の大蛇は構わず飲み込み焼き焦こがす。さらに怪物は天高く咆ほう哮こうして暴れ回り、地獄の熱ねつ波ぱが轟ごう々ごうと吹き荒れ、悲鳴と怒号が混乱の渦うずを巻き上げてゆく。

「この……化け物っ!!」

　老齢の魔女は歯ぎしりとともに少年を睨にらみつける。だが少年は無反応だった。何の色も示さない無表情のまま、紅あかく煌めく右手を振るう。

「――鳥よ、人よ」

　そのたびに紫煙が火花を散らし、火炎の大だい蛇じやを、雷らい電でんの怪鳥を、氷ひよう塊かいの巨人を生み出しては、圧倒的な力で目の前のすべてを無差別に蹂じゆう躙りんしてゆく。

　老齢の魔女は群衆に武器を持たせていた。剣を、槍を、斧を、弓を――。

　そんなものは無意味だった。

　一頭の象と相対すれば、蟻ありも蚊かも蝿はえも大差はない。

「役立たずどもめ……もういい！」

　魔女は自ら杖つえを握りしめ、高く掲かかげる。

「魔女狩り屋だか何だか知らないけどね、これ以上あたしの縄張りで好き勝手されてたまるか！」

　杖の先端に埋め込まれた無色透明の宝ほう珠じゆが、その内部に紫煙の渦を巻いてゆく。

「鬼おによ……すべてを喰らい尽くす、邪じや悪あくな鬼よ……！」

　魔女の思念は渦と結びつく。

　渦は魔女の思念に応じて輝き、一瞬の後に、異い形ぎようの鬼を三体生み出した。

　鋼鉄のペイモガス。白銀のヴァニアリッソ。黄金のブリンシュカリヴ。

　それらは、いずれも老齢の魔女の切り札だった。魔女同士の戦いにおいて、今まで無敗を誇ほこってきた頼れる下僕である。

「よし……行きな！　あのクソガキをぶっ殺せ！」

　おぞましい雄お叫たけびを上げ、大蛇や怪鳥、巨人をなぎ倒しながら、その鬼が三体同時に少年へ襲いかかるも……。

「――死ね」

　少年がドス黒い左の手で触れた瞬間、衝撃とともにすべて爆散した。

「ヒッ……!?」

　一瞬、あまりの衝撃に魔女は硬直する。――それがいけなかった。わずかな隙を見逃さずに急接近した少年が、その左手で魔女の杖に触れ、木こっ端ぱ微み塵じんに破は砕さいする。

「な、このっ……ォグッ!?」

　続けざまに腹部へ強烈な拳けん撃げきを見舞われ、魔女は呆あつ気け無なく気絶する。

　少年はその身体を無造作に放り投げ、しかしそれ以上は手を出さなかった。

　そうしてぴくりとも動かなくなった魔女を見て、それまで魔女の指揮下――もとい、支配下で抵抗していた群衆は、悲鳴を上げて我先にと逃げ出し始めた。

　そんな人々の姿を見て……しかしやはり、少年は追うこともなく。

「……僕は」

　立ち止まり、佇たたずむ。

　荒れに荒れ果てた村の惨さん状じようを、まるで他ひ人と事ごとのような冷めた眼まな差ざしで眺め渡し、物もの憂うげなため息を落としながら、漆しつ黒こくの手袋をその両手に嵌はめる。

「こんなことが、したかったんだっけ……」

　そんな問いかけに答える者などいるわけもなく――。




　それから、一ヶ月ばかりの時が流れた。
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「お師し匠しようさま、終わりました」




　とてもよく晴れたある日の午後。

　キッチンのカウンターテーブルに腰掛けていた少女が、しばらくぶりに声を発した。

　僕は手を止め、読みかけの時代小説をテーブルの上に置く。

「終わりました……とは？」

「試験ですよ。し、け、ん！」

　ソファに座ったまま顔を上げると、いつの間にか目の前には声の主が立っていた。

　短く切り揃そろえた艶つややかな黒くろ髪かみの、童顔あどけない女の子。

　特徴的な顔立ちというわけではなく、かといって没個性的とも言いがたい。どこにでもいそうでどこにもいない――そんな表現がしっくりくる不思議な存在感。

　黒くろ河かわ岬みさき。僕と同じく十六歳。

　女子高生に加え、修行中の魔ま女じよ見習いという肩かた書がきを持つ、僕のお弟で子しさんである。

「採点よろしくお願いします」

　そう言って彼女が差し出してきたのは一枚の紙。

　僕が作成した、魔法に関する基礎知識を問う試験問題――その解答用紙である。

「自信ありです」

「へぇ、手応え十分？」

「もちろんです。なんといっても、この試験に合格すれば、晴れて魔法の実演習に移れるというお話でしたから……知恵熱出るくらい勉強しましたよ！」

「ほー。それじゃあ採点するから、少し待ってて」

「心こころ得えました！」

　びしっ、と敬礼すると、岬ちゃんは踵きびすを返して再びキッチンカウンターへと向かい、筆記用具などの後片付けを始めた。

　僕は赤ペンのキャップを取り外し、採点に入る。

「丸、丸、丸……おぉ、出だし順調だな」

　予想以上の好成績。教えた身からすれば純粋に嬉うれしい出来栄えだ。

　僕の故こ郷きようである『魔界』――こちら『人じん界かい』とは違い、魔法や魔力といったものが常識的な世界では、五歳から八歳までの三年間をかけて、魔法の基礎を義務座学として叩き込む。基本的な教育の流れとして、実演習を織り交ぜていくのはそのあとだ。

　このテストは、その三年分の内容に匹ひつ敵てきする。

　現在十六歳とはいえ、たった一ヶ月でこれだけできるというのは才能だろう。

「お師匠さま、お師匠さま」

　そうして採点している途中、岬ちゃんがひょこひょこ近づいてきた。

「わたし、決めました」

「何を？」

「課題の方です。どうして一人前の魔女になりたいのか、その理由」

「あー。そっちはぜんぜん、急がなくていいのに」

　個人的に興味があっただけなので、演習うんぬんとは関係ない。

「いえ。もう、コレだっ！　って感じで、ビビッときてしまいましたので」

　そうして岬ちゃんが「じゃじゃんっ」と見せびらかしてきた半はん紙しには――。




　世界征服




　――見事な墨すみ文字で、実に堂々とそう書かれていた。












「……それが君の、一人前の魔女を目指す理由？」

「えぇ、そうです」

　むふーっ、と。やや興奮気味に半紙の文字をまじまじ眺める岬ちゃん。

「立派な魔女になって、魔法の力で世界征服するんです！」

「なるほどねー」

　僕はできる限り平坦な声で返した。

　……それは、さすがにムリだろう。

　魔法の力で世界征服――それは「魔法が万ばん能のうであっても、魔法を扱う人間が万能ではない」という喩たとえでよく用いられるほど、ありふれた笑い話だ。そんなことを成し遂げられた者は、魔界史上でも一人だっていやしない。

　そして――魔女。

　これが結構どころではない難題である。

　魔界において、魔法の使える人間――いわゆる「魔法使い」は、総人口の三〇パーセント程度しかいないと言われている。まして人界でその才を発はつ揮きできた者は、史上でも片手で数えられるくらいらしい。

　それでも岬ちゃんは、普通に修行を積んでいけば並の魔法使いにはなれるだろう。これは断言してもいい。それだけ稀有な才能を、彼女は確かに持っている。

　だが――魔女となると話は別だ。

　魔法使いの中でも特に才覚のある、神の寵ちよう児じ――男なら魔ま人じん、女なら魔女と呼ばれる存在は、その総数、魔界においてすら千人前後と言われている。

　選び抜かれた才能と、気が遠くなるほどの努力。その両方を兼ね備えてさえ、小数点以下の比率でしか存在しない超越者。茨いばらの道の果ての領域。

　それこそまさに前人未到――人界ではただ一つの前例もない。

「――まぁでも、目標としてはそれぐらい大きい方がいいのかもしれないな……っと」

　そんなこんなで採点終了。

　結果は――一〇〇点満点中の八九点。

　合格点をギリギリ一点だけ下回る不合格だった。

「どうでした？　余裕で合格じゃないですか？」

「う、うん？　そうだねぇ……」

　自信満々な岬ちゃんの笑顔が良心に痛い。

　……まぁ、いいか。これくらいの誤差は。

「――うん、いいんじゃないかな。合格で」

「やった！」

　小こ躍おどりする岬ちゃん。なんて嬉しそうなのだろう。教える身としては明日からの苦労が少しだけ増えるが、それも彼女のためと思えば……。

「……って。岬ちゃん、何してるの？」

「何って、決まっているじゃないですか」

　これまたいつの間にやら着替えを済ませた岬ちゃんが、玄関先に座り込み、長ブーツに履はき替かえようとしているところだった。

　頭にはリボン付きのつば広帽子。肩からはふわりと広がるオシャレなマント。

　……彼女自前の魔女装しよう束ぞくである。

「明日なんて待っていられません。さっそく行きましょう、演習に！」







　郊外、英えい名めい山ざんふもとにある深い森の中――その中央、半径十数メートルほどにわたって木々を押しのけ、円形にぽっかりと開けた空間がある。

　そこにぽつんと建てられた小さめのログハウスが、岬ちゃんの住すみ処かにして修しゆ行ぎよう場ばであり、そしてまた現在、彼女を立派な魔女に育てるという条件と引き換えで、僕が居い候そうろうさせてもらっている生活空間だ。

　……というか、さっきまでいた場所だ。

　だからまぁ、出掛け先といっても、小屋を出てすぐそこの庭みたいな草っぱらを演習広場として利用するつもりだった。深い森の中という環境に加え、人避けの結界を張ってあるので、他人に発見されるおそれがないというのは大変よろしい。

「さて――魔ま分ぶんとは何か」

　そのへんの切り株へ適当に腰を下ろし、問いかける。

　一方の岬ちゃんは座るのも忘れ、やや面食らったように目を丸くすると、「はてー……」と首を傾げ始めた。

「……なんでしたっけ？」

「テスト終わったら全部吹っ飛んだー、とかやめてね」

「わ、わかっていますとも。軽いジョークです」

　もう少しだけウンウン考え込み、

「えっと……魔分とは、大気中に漂っている、目には見えない『便利エネルギー』で……あらゆる存在や出来事のバランスを程よく調整する機能を持っていて……」

「人界に魔分はない。○か×か」

「……×、です。人界にも魔分はあります。観測する手段がなかっただけで……」

「では、魔分が不足した空間はどうなるか」

「……衰すい退たいします。魔分がないと、あらゆる事象はバランスを保てなくなるから」

「そうだね。生き物に栄養が必要なように、世界には魔分が必要だ。これは人界でも魔界でも変わりがない」

　まぁ、このあたりは基礎の基礎。

「では、魔力とはなにか」

　今度は先ほどよりも淀みなく、流暢に答えてくる。

「魔力は――魔分から生じる、魔分よりも強い影響力のある『万能エネルギー』です。これを操ることで魔法を発動できますが、自然状態で魔力が発生することはありません。人為的に、魔分を刺し激げきしないと生じないからです」

「では、大気中の魔分に刺激を与えるその行為を何と言うか」

　合格点に一歩足りなかった問題。

　しかし岬ちゃんは間髪入れずに堂々と答えた。

「マフリクト。魔分を擦こすると書いて、魔ま擦さつと呼ぶこともあります」

「正解」

　これで文句なしの合格点だろう。試験では「摩擦」と書かれていたが、今の解答から察するに、単なるケアレスミスかと思われる。

「それから――普通なら」

　更に岬ちゃんは調子が乗ってきたのか、すらすらと説明を続けた。

「目に見えず、触ふれもできない魔分ですが、魔分に干渉できる物質――俗称、ブラックマターなら話は別です。その物質から作られた魔道具を使用することにより、マフリクトを引き起こすことができます」

　そこまで一息に言って、少しだけ残念そうに肩をすくめる。

「でも、そんな物質はこの世に存在しない、と……」

「人界には、ね。でも、魔界にはそれがある」

　魔界と人界における大きな違いの一つだ。

　だからこそ、魔界では魔法に関する研究が発達した。

　……とはいえ一方、科学技術力では人界に大きく後れをとることになった。

　とりわけ、魔界の半分を占める魔法王国レトレールで『魔法至上主義』が掲かかげられたのが大きい。魔法と関係のない学問研究が原則的には潰つぶされ、例外的には気が遠くなるほど後回しにされてきたのだ。

　それに伴い魔法使いと非魔法使いの格差は加速度的に広がり、三対七という人口比率などものともしないヒエラルキーが確立されてきた……というわけである。

「合格祝い……というよりは、演習用の魔道具だけど」

　懐ふところから小箱を取り出し、岬ちゃんに向かって軽く放り投げる。

　彼女は危なげなく受け取り、その物体をまじまじと観察し始めた。

「マッチ……ですか？」

「ノー。ディス・イズ・『魔マッチ』」

　同じものをもう一つ取り出し、中から細く短い木の棒を一本だけ取り出す。見た目は確かにマッチだが、これは魔ッチ――正真正銘、魔道具の一種である。












「先端に黒い部分あるでしょ？　これが魔分に干渉できる物質」

「……ほんのちょっぴりしかありませんが」

　岬ちゃんも小箱から一本の魔ッチを取り出し、渋しぶい顔で凝ぎよう視しなさる。

「ブラックマターって高級品だからねぇ、基本」

「なんだかケチくさいです」

「ケチっているからこそ、一般人でも手を出せる価格に収まっているわけだ。特に魔ッチは初学者向けだから、高級品にしたところで需じゆ要ようはまるでないね」

　小箱の側面に魔ッチの先端を素早く擦りつける。

　そのあたりはマッチと同じ使用法だが――そこから炎ではなく、なんとも形けい容ようしがたい奇妙な紫し煙えんが生じたのを見て、岬ちゃんのテンションは一気に上がった。

「わ、わ、わ！　な、なんですか、それ？」

「ディス・イズ・魔力」

「それが魔力！」

　小箱にまとわりついた魔分を擦り、マフリクトを起こした結果だ。微び量りようではあるが、規模の小さい魔法くらいなら発動できる、れっきとした万能エネルギーである。

「岬ちゃんのでもできるはずだから、やってみると……」

「え、あ、えと……その、この煙、どうすればいいんですか!?」

　指示を与える前にアクションを起こしていた模も様よう。

　……まぁ、やる気の表れということで。

「まず、そのモヤモヤを手で触ります」

「さ、触りました！」

「最後に、念じます」

「終わり!?　しかも念じる!?」

「魔力は人の強い思念とリンクする性質があるから、やることはシンプルだよ。強く、一いち途ずに、引き起こしたい現象を念じるだけ」

「強い思念……強く、一途に、念じる……」

　岬ちゃんは目を瞑つぶった。

　そして数秒後……ゆっくりと、何度か呼吸を繰り返して。

「――いでよ、シェンロ「それは念じちゃいけない」ええぇ？」

　危うくこの世がでっかい宝島になってしまうところだった……。

「もっと簡単なことでいいんだよ」

「簡単なこと、ですか」

「イメージしやすいものがいいね。起こしたい現象と、起こせそうな現象は別物だし」

「なかなか制約が多くて厄やつ介かいそうです……」

　ぶつぶつ言いながらも、岬ちゃんは再び目を閉じて意識を集中させ、

「……何も起こりませんが」

　すぐにまた、不満そうな表情を浮かべた。

「何を念じたの？」

「喉のどが渇かわいたので、お茶でも飲みたいなと」

　シェン○ンから一転してこの軌道修正の良さ。わざとやってんじゃないかと思う。

「単に願望じゃダメだよ。具体的にイメージしないと」

　僕も再び魔ッチを擦り、マフリクトを起こす。生じた魔力の紫煙を指先にまとわりつかせ――そして、強く念じる。

　お茶というのは、岬ちゃんの場合、紅茶を指すのだろう。いつも彼女が淹いれてくれる紅茶は格別なものだ。その味を、匂いを、温度を、イメージするのは容易たやすい。

　……あぁ、容れ物もないとね。ティーカップを二つ――こっちはあんまりこだわらなくていいか。小ぶりで白い無地の陶とう器き。取っ手をつけるのも忘れないように。

　あとは……出現先も狙いを定めて。

「……よし、いけ」

　合図とともに、魔力の紫煙は渦を巻いて煌きらめき始め――やがて唐とう突とつに、それは現れた。

　空中にティーカップ。

「わっ、と、と！」

　受け取って、飴あめ色いろの液体が注がれる。

「これが魔法――タネは魔分で、仕掛けは魔道具」

　甘い香りがほのかに広がる。……うん、温度も味も程よい感じ。

　ただまぁ、岬ちゃんが実際に淹れてくれた方が美味しいのだけれど。

「こんな感じで、マフリクトさえできれば、基本的に不可能なことはないよ」

「わぁ、魔法みたい！」

「魔法だからね」

　なーんも話を聞いていないあたり、彼女の興奮具合が窺うかがい知れる。

　岬ちゃんはまたも魔法にチャレンジしようとしばらくウンウン唸うなっていたが……やがて頭を爆発させて奇声をあげた。

「できる気がしません！」

「そりゃ、最初は誰でもそうだよ」

「わたし、才能ないんですかね……」

「魔力が見えるだけで素質は十分だよ。あとはもう、ひたすら練習するしかない」

「ふむむむ……そういうことでしたら、むしろ俄が然ぜんやる気が出てきました！　よーし、これから毎日魔ッチを燃やして魔法の訓練を……」

「魔ッチは一本につき一回きりの消しよう耗もう品ひんだ。大事に使うように」

「……」

　途端、岬ちゃんは無言になってちまちまと魔ッチの残り本数を数え始めた。

「……あ。でも、消耗品じゃない魔道具もあるんですよね？」

「そりゃあね。ベタに杖とか、剣や斧もあるし、他には……」

「それください」

「ははは。何をおっしゃる」

　消耗品じゃない魔道具なんて、それこそ一般的な魔法使いの稼ぎ半年分くらいに匹ひつ敵てきするほどの高級品ですよ？　そんな簡単にやれるわけないでしょうが。

「やれるわけない……ということは、持ってるんですね？」

　いかん、口を滑らせた。

「いや……持ってないよ。今のは言葉の綾あやであってだね……」

「例えばその――」

　誤魔化そうとする僕をガン無視して、岬ちゃんは言った。




「その……いつも両手に嵌はめている、鍵穴付きの黒い手袋がそう……とか？」




　彼女が指差す先は僕の両手――四六時中外すことのない、真っ黒な手袋。

　この特殊な生き地じは、あらゆる物理的・魔法的干渉を完全に遮しや断だんしてしまうため、内側からも外側からも破壊することができない。

　唯一外して脱ぐ方法は、金属の腕うで輪わみたいになっている手首部分に空けられた小さな鍵穴に、一つしかない専用の鍵を挿して解錠するだけ。だから腕輪というよりは、鎖のない手て錠じようといった方がイメージは近いのかもしれない。

　岬ちゃんは、そんな手袋を指して魔道具ではないかと問う。

「……」

　…………惜しい。

　が、違う。

　――の、だが。

　まぁ、そういうことにしておくか。

　それで誤魔化されてくれるなら、この手袋の下を気にすることもないだろう。

「ふふ。よくぞ見抜いたね。そうさ。これこそが僕の魔道具――蒼そう穹きゆうを穿うがつ『ディアボロスハンド』！　その一振りで大量の魔力を生じさせ、次の一撃で必殺の魔法を……」

「……」

　岬ちゃんが無言になったので、はしゃぐのをやめた。

　さすがに露ろ骨こつすぎて怪あやしまれただろうか？

「ずるいです」

　違った。

　岬ちゃんは、羨ましそうな目をしていた。

「……はい？」

「知識があって、魔法が使えて、そのうえ魔道具まで持っていらっしゃる……お師匠さまばっかり、ずるいです。フェアじゃありません」

「師弟関係に公平性を求められても」

　なぜか納得のいかないまま、岬ちゃんはしばらく手足をじたばたさせていたが――唐突に閃ひらめきの笑みを浮かべてこう言った。

「そうだ。代わりに、お師匠さまは街デビューしましょう」

「街で……ビュゥ？　ビュゥって何？」

「つまりですね。わたしがお師匠さまから魔法を教わる代わりに、お師匠さまはわたしからこっちの世界の社会を教わるんです」

「結構です」

　即答したが、岬ちゃんに効果はなかった。

「いいんですよー、遠えん慮りよしなくても」

「遠慮しているわけじゃなくてだね」

「というか――言いたくありませんでしたが」

「なら言わなくても」

「お師匠さま。このままじゃ『引き籠こもり』ですよ？」

「引き籠もり！」

　ドンガラピッシャーン！

　……確かに、ここ最近は森の中での牧歌的な生活にすっかり馴な染じんでしまって、外に出なくても別にいいんじゃないかな、とは思い始めていたが……。

　ＨＩＫＩＫＯＭＯＲＩ。

　そう言われてしまえば言葉もない。

「お師匠さま、いいんですか？　このままじゃエイジングが進んじゃいますよ。若いんですから、外に出ましょう」

「いや……でも、うぐぐ……あ、そうだ。本がある。本があるぞー！」

　そうだ、僕には本がある。本があったからこそ引き籠もりライフに突入してしまったわけだが……逆を言えば本さえあればこのままでも充実の人界ライフが！

「その本だって、こっちの世界のものじゃないですか」

「……」

「というか、ほとんどわたしの私物ですし」

「…………」

「せっかくですから自分の好みで買い物したり、図書館を利用したりするのも手だと思うんですよね……って、お師匠さま？　聞いてます？」

「――仕方ない。教わってやろうじゃないか、人界社会とやらを！」

　やたら偉ぶって腕組みなんぞしたら、岬ちゃんから軽くデコピンをもらった。







「まずはコニクロに行きましょう」

　森を抜けて町を歩き、デンシャなる珍奇な乗り物に揺られること二十分弱――最寄りの柳りゆう花か駅から千せん本ぼん椛もみじ駅へ移動し駅構内を出ると、開口一番、岬ちゃんはそう言った。

「コニクロ？」

「お洋服屋さんです。何事もまずは格かつ好こうから。お師匠さまは街にいる間、こっちのファッションに身を包むのです」

　周囲を見てみれば、確かに僕のような魔法使い然としたローブの人間は他に見受けられない。岬ちゃんも出かける前にこっち世界の普通一般女子らしい私服へ着替えを済ませていたし、郷ごうに入りては郷に従えということだろう。

「……でも僕、考えたらこっちの世界のお金なんて持ってないよ」

「気にしなくていいですよ。わたしが全部持ちますから」

　心配事は即答された。

　服だけでなく、水も電気も食料も、彼女が金銭的な問題に困こん窮きゆうしているのを見たことがないのは、常日頃から少なからず疑問を感じていたのだが……まさか。

「岬ちゃんって……もしかして、ものすごいお金持ち？」

　岬ちゃんは答えず、足早に歩き始めた。僕も深くは追及せず、しばらく子ガモのように彼女のうしろをついて歩く。

　雑多な街並み。頻ひん繁ぱんな人の往来。岬ちゃんの暮らす平穏な社会。

「……楽しそうだね、みんな」

　何気なくつぶやくと、「そうですか？」と首をかしげられた。

「大体いつも、こんな感じですけど」

「そうなのか。……うん、それは良い世界だ」

　三〇パーセントの魔法使いが自由で豊かな生活を送る一方で、七〇パーセントの非魔法使いが苦役と隷れい属ぞくと重労働の日々に身をすり減らす。魔界はこれまでそうして発展してきたし、これからもそうして繁栄していくのだろう。

　けれど人界では、こうして誰もが平等に言葉を交わし、平和に笑い合っている。それは、僕らの世界ではなかなか見られない光景だった。

「……来てよかったかな、やっぱり」

「何か言いましたか？」

「いや、何も」

　小首をかしげる岬ちゃんへ苦笑を返しつつ、改めて一つ一つの光景に目をやる。

　道行く人々。幾いく重えも頭上を走る黒い電線。飲食店と薬局に挟まれた路地奥には翼とツノの生えた小リス。学習塾のビル前では、ここに駐車するなと怒鳴るおばさん、怒鳴られるお兄さん。

「……いや、待て」

　何か一つ、おかしい光景が混ざっていた。今一度、視線の軌跡をなぞってみるが……やはり、その間違い探しはすぐに見つかった。

　人界のリスには普通、ツノも翼も生えていない。

「どうしたんですか、お師匠さま。不意に立ち止まって」

　怪け訝げんそうに首を傾げる岬ちゃんへ、同じく路地奥を見るよう視線で促す。

「わ。なんですか、あのリス？　あんな生き物いるんですか？」

「ザット・イズ・マモノ」

「マモノ……ですか！」

　魔界に生息し、主食とする魔分の影響を受けた特殊な生き物。

　個別に特殊な能力を持っているが、倒したところでその能力をゲットできたり、経験値やお金が手に入ったりするわけではないので要注意。

　……だから、弟子よ。両手をわきわきさせながら近づこうとするんじゃありません。

「お師匠さま……あの子、ウチで飼っちゃダメですか？」

「あの小屋で飼うつもりなら、周辺の森が一週間で枯れ始めるだろうね」

　魔分は世界のバランスを調整する便利エネルギー。

　マモノはその魔分を主食とする生物。

　簡単な話――ペットとして飼うなんて言ごん語ご道どう断だんだし、放置しておくことすらそもそも大問題だったりするわけで。

「でも……それなら魔法だって、魔分とか魔力を使ってるじゃないですか」

「魔法は、使い終わったら再び魔分に分解されて、元通り大気中に飛び散るでしょ。いくら使っても魔分の絶対量を減らしたりすることがないから、別にいいんだよ」

「そういえば、そんなことを学んだ記憶も……」

「いつまでも色いろ褪あせない記憶にしておいてね」

　まぁいい、話を続けよう。

「でもね。マモノが食べた魔分は、マモノの栄養になったきり戻ってこない。放っておけば、還元されることなく失われて――世界に存在する魔分の絶対量が減る」

　岬ちゃんは少し不思議そうな表情を浮かべた。

「……じゃあ、魔界ではどうなっているんですか？　人界より魔分がいくら濃くても、マモノがわんさかいたら、いつかなくなっちゃうんじゃないですか？」

「ところがどっこいしょ」

「どっこいしょ？」

「魔界の植物には、マモノの死し骸がいを魔分に分解する機能が備わっている。基本的にマモノは短命だから、魔界でも程よく魔分は循じゆん環かんしているよ」

　つまるところ、人界に存在することが良くないのだ。いるべき世界へきちんと送り返してあげるのがベストなだけである。

　途端、岬ちゃんは表情を明るくした。

「じゃあ、人界にも魔界の植物があれば、マモノがいても大丈夫ってことですか？」

「いやぁ……やるんだったら、魔界の生態系そのものを引っ張ってこないとダメかな」

「それ、できます？」

「世界征服より難しいかもしれない」

　――と、長々語りすぎただろうか。見られていることに気がついたのか、路地裏で光る二つの赤い瞳もこちらをジーッと睨にらんでいるようで……。

『……チチッ』

「「あっ」」

　短く鳴くと、リスのマモノは更に奥の方へと逃げていった。

「わたし、追いかけます」

「あ、ちょっと待っ……」

　今度は止まらず、岬ちゃんは身体を横に向けて細い路地をムリヤリ進んでゆく。捕まえようという心意気は構わないのだが……僕までそれに倣ならう必要はない。

「……よし、ここなら大丈夫だな」

　人の往来からは見えない程度まで路地奥へ進む。そして懐から魔ッチを取り出して魔擦し、先端から立ち上る魔力の紫煙を右手で絡めとる。

　魔法さえあれば、それで十分。

　科学技術では大きく後れをとったが……一部の魔法使いたちのみが得たこの莫ばく大だいな恩おん恵けいは、それとは引き換えにならないほどの利便性を発揮する。

「――よし、いけ」

　そうして淡々と、マモノを捕まえるための魔法を発動させる。

「……ん？」

　発動させる。

　させた。

　……………………はず、なんだけど？

「おん？」

　右手を見ると、いまだに魔力がまとわりついている。

　魔法にならず、紫色の煙のまま、だ。

　つまるところ――不発。

「な、なんで……？」

　焦る。バカな。想定外だ。こんなこと、今まで一度もなかったのに。

　その後も何度か繰り返し、魔法の発動を試みたが……結局ダメで。

「おおぉぉ……なんだってんだーっ!!」

　人目をはばかるのも忘れて、僕は思わず空に向かって吠えてしまった。




　　　　　★　　　★




　空。

「一体全体なんだっていうの？」

　――に、この街の中では限りなく近い高さを誇る展望タワーの頂上。

　そこで、一人の人物が手足を投げ出して寝転がっていた。

「監視用のマモノが発見されるなんて初めて！　なーんてチンケな驚きどころじゃないよ。あの手袋少年、絶対魔法使いでしょ。なんでこっちの世界に？」

　最上階の展望室――ではなく、文字通りの頂上。

　つまりは屋外だ。

　風はびゅうびゅうに吹き荒び、その人物の衣服や髪をせわしなく揺らすが、さして巨体でもないその身体が揺らぐ様子は微み塵じんもない。

「あんな奴がいるなんて聞いて……あ、いや」

　人物は起き上がり、ベッド代わりに寝そべっていた物体を手に取る。

　それは、その人物の背丈とさして変わりないほどに巨大な――斧。

「そういえば、あのお方はなんて言ってたっけ。えーっと、確か……」

　それを片手で軽々と一振り、二振り……否。一回転、二回転、三回転。

　止まるどころか回数を増すごとに加速し、戦風機とでもいうべきその神業は、次第に空間を歪ませてゆく。

「超一級の魔女狩り屋にして、魔界に十人といない魔人の内の一人……ただし現在逃亡中、だっけ？」

　否――空間が歪んで見えるほど、奇妙な紫煙が生じているのだ。

「だとしたら――なるほど、納得。面つら構がまえも悪くなかったし……ふぅん、面白い」

　そこでぴたりと斧を止め――ニィッ、と。

「久しぶりに、ぶっ潰し甲が斐いのある相手になるかもネ♪」

　好戦的な笑みに口元を歪める。

　流麗絶技のマフリクトから生じた魔力の紫煙が、その表情を妖あやしく彩いろどっていた。
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　魔法王国レトレールは北部、プルーガム地方アリシア村。

　魔法使いを凌りよう駕がする魔法適性人種――魔ま女じよが国王に認可されて統とう治ちする形けい態たいの、どこにでもある極々普通で一般的な村の一つ。

　そこが彼、イツキ＝マカベの故郷だった。

　――来月からあなたも学校に通うのね、イツキ。

　当時五歳だったイツキは、母の言葉のどれだけを理解していただろうか。

　――お父さんとお母さんには才能がなかったけれど……あなたならきっと大丈夫。立派な魔法使いになれる、その素そ質しつを秘めているわ。

　魔法の適性は、遺伝的な要素にあまり左右されず、一般的に十二歳までに片へん鱗りんを見せるという。だからその年齢までは、誰もが等しく魔法の教育を受けられる――ものの、それ以降は、魔法使いになれる見込みがあるかどうかで人生が分かれてしまう。

　イツキの両親に魔法の適性はなかった。だから魔女の統治するこの村で重労働に身をすり減らし、イツキのような子どもに希望を託たくすしかない。

　――いい？　きちんと勉強して、立派な魔法使いになって、それで、良い暮らしを手に入れるの。

　――いいくらし？

　――そう、良い暮らし。ここよりもっと素敵で、楽しいお家。

　――ぼく、おうち、すきだよ？

　――今のお家は……ちょっと、違うの。本当の幸せは、もっと……。

　母だった女性は言葉を切った。

　幼い我が子を筋道立てて納得させようとは思わなかったのだろう。

　代わりに卑ひ怯きようなくらい優しい笑みを浮かべ、催さい眠みん術じゆつのように言い聞かせる。

　――とにかく、魔法使いになることだけ考えて。それ以外は、なってから考えればいいわ。大丈夫、だってあなたは……。




　そこで炎が吹き荒れた。




　ボロく脆もろい家の壁を突き破り、イツキの目の前の女性を焼き流したその豪ごう炎えんは、瞬またたく間に彼の世界を貪むさぼり荒らしながら熱と光で埋め尽くしてゆく。

　日常の終わる匂いが、ひりひりと鼻についた。

　母だった女性がもう助からないことを本能的に直感し、イツキは焼け落ちる家から一も二もなく逃げ出す。すると――今度は空から鉄てつ柱ちゆうが降り注いできた。家屋を貫つらぬき、人間を潰してゆくその暴ぼう雨うに、当たらないことを祈るだけで頭がパンクしそうだ。

　何もかもが唐突で、一つ一つの出来事を理解している暇ひまもない。

　――イツキ、大丈夫か!?

　外で農作業に従事していた父が駆け寄ってくる。

　――なに、これ！　おかあさんが、おうちが……！

　――大丈夫、大丈夫だ。この村はアリシア様が守ってくださる。だから、こんな騒ぎもすぐに……。

　言葉の途中で、イツキの目の前の男性は、降り注ぐ鉄柱に左半身を削そぎ潰された。

　すべてがすべて、あまりに鮮烈で――あまりに、現実で。

　――う、ぁ、あ……あああああああああぁぁぁぁぁああぁぁあぁぁぁぁ!!

　幼いイツキの感覚にかかっていたあらゆるベールが、べりべりと剝はぎ取られる音を、そのとき確かに彼は耳にした。




　当時の彼の記憶は、そこで一度断絶する。

　これはあとになってから知ることだが――イツキたちの村を治めていた魔女アリシアが、近隣の村を治めていた魔女キンディとの縄なわ張ばり争いで揉もめに揉め、双方の村全体を巻き込んで大おお喧げん嘩かを始めたのだという。

　イツキたちの生活や日常にまるでお構いなく。

　イツキたちの命など単なる消耗品としか考えておらず。

　だがそんなこと、魔界では当たり前だった。魔法の使えない人間の扱いなど所しよ詮せんはその程度。だから、あの日の出来事についてイツキに何か言えることがあるとしたら――運が悪かった、ということだけ。

　そんな最悪に運の悪かった日を境に、彼の日常はがらりと変わる。

　だから結局、彼は学校などに通ったことなど、今まで一度もなかった。

　魔法を教わるようになったのは、それから六年も後になってからのことだ。




　　　　　★　　　★




「……はぁ」

　深く不快で苦い夢から覚める。

「よく憶おぼえているもんだな、僕も」

　とても気分が良いとは言えないが――たまにはこうして思い出してやらないと、あの頃のすべてが風化してしまいそうな気もする。

　まぁ、一度ぜんぶ忘れてしまうなんて図太い生き方もあるのだろうけれど。

「それができたら苦労はしないんだな……っと」

　ゴロゴロ寝っ転がっていた身体を起こし、大きく伸びをする。

　私立祭さい桜おう芽が高校。

　岬みさきちゃんが普段通っているこの教育機関は、北側が学生中心、南側がそれ以上の年齢中心と、栄え様を南北で異にする千せん本ぼん椛もみじ駅から徒歩十五分ほどの距離にある。

　その屋上、塔とう屋やの上から眺められる街並みは平へい穏おんそのもので、魔法使いと非魔法使いの格差などなく、もちろん、急に魔女同士が喧嘩を始めてお互いの縄張りを侵略し合うということもない。

「今日も人じん界かいは平和だなぁ……」

　ごきげんなお天道さまと爽さわやかなそよ風のもとでそうしてぼーっとしていると、沈みかけていた気分も段々と上向きに回復し……。




「おーしーしょーおーさーまー」




　恨うらめしげな声に振り返る。

　じとーっとした目の女の子が、水平線から上る太陽みたいに現れた。

「やっほー、岬ちゃん。……なんでそんな機き嫌げん悪そうなの？」

「なんでって……心当たり、ございませんか？」

　ぷくっ、と片側だけ頰ほおを膨ふくらませる。和なごむ。

「……いや、特にないかな。ここでのんびり静かにしてるだけだし」

「それですよ！」

　びしっ、と指差され、

「なんで授業に出ないんですか。一人のクラスメイトとして抗議します」

　授業。クラスメイト。

「……いや、よくよく考えたらそこなんだけどね？」

　塔屋をよじ登ってくる岬ちゃんの服装は、この学校の女子制服。

　対して、僕が現在着ているものも、この学校の男子制服。

　それはつまり――僕が現在、岬ちゃんと同じ学校の、同じ学級の、同じ学徒になっている、ということを意味していた。

「なんでそもそも、僕が人界の学校に通っているんだ」

「お師し匠しようさまが言ったんじゃないですか。しばらく街が活動の中心になりそうだから、落ち着ける拠点が欲しいって」

「それはそうだけど……」

　活動――というのは、例のリスのマモノを捕ほ獲かくし、魔界へ送り返すことだ。再発防止の観点から、こちらへやって来られた原因を突き止める必要もある。

　……と、はじめのうちは意気込んでいたのだけれども。

「落ち着くって意味じゃ、ばっちりじゃないですか。あれから一週間も経ってますよ」

　そうなんである。

　気が付いたら一週間、何の成果も得られないまま時間は過ぎていたのだ！

「いたのだ！　じゃなくて……ちょっと落ち着きすぎじゃありませんか？　モチベーションも、日に日に下がっていく一方だとお見受けしますが」

「だってこの街、魔法が使えないしなぁ……」

　魔法発動の手順は大きく二つに分けられる。

　第一に、大気中の魔分をマフリクトして魔力に変換すること。

　第二に、その魔力を己の思念と結びつけて思うがままの現象を引き起こすこと。

　第一段階は、いつもどおりにクリアできる。

　しかしなぜか、この街では第二段階で止まり、魔力が魔法へ昇しよう華かされないのである。

　原因は不明。

　人界ならではの何か特殊な環境の違いでもあるのだろうか……あるのだとしても、それがどういう理屈かは今のところ見当もついていない。

　実に困ったものだ。

「……お師匠さまのモチベーションが低い理由はわかりました。でもそれこそ、今回の問題を解決すれば何かしら光明が見えてきそうな気はしませんか？」

「あんまりしません」

「してください、噓うそでも」

「自分に噓はつきたくない！」

「……」

　岬ちゃんが無言になったので、とりあえず謝ることにした。

　でも、困るのは岬ちゃんだって一緒じゃないの？

「……確かに、森の中でしか魔法が使えないというのは、ちょっとショックです」

「でしょでしょ」

「だからこそ、わたしが立派に魔法を使えるようになる日のために、お師匠さまにはこの問題を解決しておいてほしいのですよ」

「うーむ……」

　自分も関係していることなのに見事な他た力りき本ほん願がん。才能だ。

「まぁ、そっちはさて置くとして」

　置いたあとの担当者に気配りするつもりはない模様。

「それとは別件で、同じクラスメイトとして抗議したいことがあります」

「なんざんしょ」

「お師匠さま、協調性がなさすぎです」

「……きょうちょうせい」

　久しく意識したことのなかった言葉である。どんな字を書くんだか、脳みそから引っ張り出すのにちょっと時間がかかった。

「学校は社会の縮図といいます。ここでうまくやっていけないなら、とても人界社会を学ぶことはできないでしょう」

「一理あるね」

「なのに、お師匠さまは学校でいつも一人きり。おまけに授業もよくサボる」

「授業……」

　と言われても、学校に通ったことすらないし……加えてここ、僕にとってまったくの異世界だし……少しムリがあるのでは？

「極めつけにはお昼ごはんをお便所で一人さびしく……」

「食べてない。捏ねつ造ぞうはよくない」

「そんなお師匠さまのために、わたし、お友達を用意いたしました」

「論理のスカイダイビングや！」

　なんて抗議はまるっと無視されて、彼女の後ろからずらりと人が現れた。僕らと同じ学生服だ。そして「ほら、そこに三人の友達がおるじゃろ？」みたいな顔の岬ちゃんに促され、順々に自己紹介を始める。

「……猫ねこ乃の珠たま希き。陸上部で体育委員会。よろしく」

　長身長髪でスラリとした体格の少女。可愛いというより美人の部類で、ニコリとも笑わないまま言葉を終える。綺麗な薔ば薇らにはなんとやら。

「はーい、アタシ赤あか坂さか真ま梨り恵え！　美術部でーす！　ウソでーす！　本当は帰宅部でーす！　よっろしくぅ！」

　お次は赤茶けた髪色の女の子。背丈は岬ちゃんより頭一つほど低く、どこか外国のお人形さんみたいだ。可愛い。だが喧やかましい。でも可愛い。

「砂すな岡おか一いつ平ぺいでござる。趣味は読書で特技は手品。こう見えて中学の頃は『時と空間の魔術師』なんて呼ばれていたことも……」

　男子。以上。












　岬ちゃんに横っ腹をチョイチョイされたので、僕も続く。

「イツキ……じゃなくて、えっと、真ま壁かべ逸いつ樹きです。……よろしく？」

「なんで疑問形なんですか。よろしくしてくださいよ」

　またも横っ腹をチョイチョイされる。

　要するに……何か。友達さえいれば、協調性も身につくだろうってことか。

　……普通、逆じゃないのかな。

　なんて考えていると、岬ちゃんは唇をとがらせた。

「特に、これから近いうちには体育祭もあるんですから」

「体育祭！」

　その行事の存在自体は、一応知っている。走ったり声出したり汗かいたり汚れたり疲れたり笑ったり涙流したりする、青春成分高密度なイベントだ。岬ちゃんから借りたこっち世界の本でそう紹介されていたから、たぶんそんな感じ。

「それでは、構えて！　体育祭に向けてぇ……」

　岬ちゃんの指示で円陣を組む僕ら五人。

「――仲良くしましょう！」

「「「おー！」」」

「お、おぉ……？」

　果たしてその目標設定の仕方は正しいのだろうか……？







　その日の放課後。

「……何だ、これ……」

　僕は変な服を着せられ、祭桜芽高校の校庭に立っていた。

「ジャージと言います。運動用の服ですね」

「みんな似たような見た目なんだけど」

「学校指定のデザインですので、仕方ありません」確かに、そう言う岬ちゃんも似たような格好だった。「でも、よくお似合いだと思いますよ、お師匠さま」

「それはどーも」

　個性とかアイデンティティとか、そこらへんをぼんやりと考えさせられる。

「……で、これから何するの？」

　いつもなら街に出て地道にぶらぶら歩きまわり、リスのマモノ捜しに精を出しているところだ。しかしほとんど進展がないので、今日のところは気分転換という名の現げん実じつ逃とう避ひ――もとい、現実逃避という名の気分転換に身を委ねる所存である。

　岬ちゃんは嬉々として答えた。

「ムカデ走の練習です！」

「ムカデ走？　なにそれ」

「やってみればわかります。とりあえずほら、並びましょう」

　促され、ほかのみんなと行動を合わせる。

　一定間隔に手ぬぐいの巻かれた長いロープの線上を男女交互の一列で並び、両の足首に手ぬぐいを縛しばり付けていく。そして前の人の肩を摑つかむと――あら不思議、確かにムカデのような行列になったではあーりませんか。

「なるほど、これで走るからムカデ走なのか」

「手ぬぐい、緩ゆるくないですか？　靴紐も、しっかり結べていますか？」

　僕の前方に位置した岬ちゃんが、首を半端に振り向かせつつ心配してくる。

「大丈夫。どっちも抜かりない」

「あとは『一』の掛け声で右脚を、『二』の掛け声で左脚を前に出して進むだけです」

「なんだ、その程度。楽勝、楽勝」

　最前列の男子が大声で合図を出し、進む前の足踏みが始まる。これには難なくタイミングをあわせられ、次の号令で前進しようとして……。

「ぎゃぅんッ！」

　一歩目で僕はずっこけた。

　そして当然のごとく転倒は連鎖し、クラス全員が共倒れ。

「……お師匠さま？」

「だ、大丈夫……今のは凡ミスだ。次は大丈夫」

　岬ちゃんから向けられる疑惑の眼差しは気にせず、準備を整え再チャレンジ。

　今度は二歩目で転んだ。

「お師匠さま」

「わかった。大丈夫、次はいける。余裕、余裕」

　そして――今度は進む前の足踏みでタイミングを外し、足がもつれて転んだ。

　たまらず岬ちゃんが叫ぶ。

「お師匠さま！」

「わかった――今度こそわかった」

「さっきからずっとそう言ってるじゃないですか。信用なりません」

「いや、もう大丈夫。完璧に理解したから」

「本当ですか？　……一応聞きますが、何がわかったんです？」

「僕はもう帰った方が良いってことだ」

「ちょまーっ！」

　列からふらふら離れていく僕の腕を、岬ちゃんは力いっぱい摑んで引き止めた。

「ちょーっとリタイア早すぎません？　もうちょっとガッツありますよね？」

「いいや、これ以上足を引っ張るわけにはいかないよ……ムカデ走だけにね！」

「大丈夫そうですね。さ、戻りますよ」

「うそうそむりむり、もう泣きそう。帰るゲロゲロ」

「なんで帰ろうとしてんの？」

　不意に、背後から刺とげ々とげしい声が突き刺さった。

「もうちょっと真ま面じ目めにやってくんないかな。本番に間に合わないんだけど」

　振り返ると、そこにいたのは猫乃珠希。

　岬ちゃんに紹介された友達の内の一人。

　……そのはず、なのだが。なんだか非常に空気が攻撃的である。

　おこなの？

「大体、気に入らないのよ。なんで今更なわけ？　放課後練習どころか、授業にだってまともに参加しない不良のくせに」

　激おこだった。

「それは、お師匠さまがまだ人間社会を勉強中で、つい最近まで引き籠もりだったからで……協調性はこれから身につけていく予定で」

「ミサキチには訊きいてない。私はそっちの転入生に言ってるの」

　キッ、と鋭いガンが飛んでくる。

　あ？　なんだこら、やんのか？　お？　おぉ？

「……チッ」

　無理。舌打ち怖すぎ。

「ごめん。やるのも見るのも初めてで……」

「見るのも初めてぇ？」

　猫乃さんは面食らったように目を丸くすると、しばらく考えこんだ。

「……そういうことなら、無理に初日から参加しなくてもいいでしょ」

　あれ？

「端っこの方で練習風景でも見ててよ。そのうちイメージも摑めるだろうし。それで、できそうだと思ったら入ってきて」

「……」

「返事して。わかった？」

「あ、うん。はい、わかりました」

「……よし。それじゃ」

　思っていたよりあっけなく引き下がり、猫乃さんはムカデの群れへと戻ってゆく。

「……もしかして、案外優しい人？」

「本当の珠ちゃんは天使のように優しい人ですよ」

「それはどうでござるかなぁ」

　友達その二、時と空間の魔術師が会話に紛まぎれ込んできた。

　……本名の印象が薄すぎて思い出せない。

「小学校から彼女とはずーっと腐くされ縁えんでござるが、いっつもあんな調子でござるよ」

「ふぅん、そうなんだ」

　語尾については突っ込まない方針で。

「でもまぁ……確かに、親しみやすい一面も持ってはいるでござる」

「ほう、それは？」

「猫乃殿は猫デレなんでござる」

「猫デレ」

　……って、なんだ？

「猫ちゃんの前だとデレデレになるってことじゃないですかね」

「そんなばかな」

「いや、実はそうなんでござるよ」

「さようでござるか」

　仮にその情報が本当だったとして、どう活いかせばいいのだろう。

　そんなふうに話していると、猫デレ疑惑の猫乃さんに呼ばれ、二人は「それじゃ」と言ってクラスの輪に戻っていってしまった。

「猫ねぇ……確かにかわいいけどさ」

「アタシは犬の方が好きかなっ！」

　まだ人がいた。

　友達その三（順不同）、赤坂真梨恵である。

　やたらハイテンションなのに、話しかけられるまでまったく気付かなかった。

「真壁くんはなんでこんなところでハブにされてるの？」

「ハブじゃないよ。これにはちゃんと理由が……」

「じゃあ、アタシと一緒に帰ろうよっ！」

　何がじゃあなのかわからないし、何よりこの子は勝手に帰っていいのだろうか。

「いや、いいよ。僕はここでムカデ見てるから」

「ははっ、根ね暗くら」

「根暗!?」

　今まで言われた中で一番ダメージがでかいのはなぜだ。

「根暗じゃないの？」

「根暗じゃありません」

「じゃあ、根ね明あか？　ネアンデルカール人？」

「そもそもネアンデルタール人をネアタとは略さない」

　いや、何の話をしているんだ、僕は。

　この子もこの子で、なんでこんなに絡んでくるんだろう。

「なんで、って……真壁くんに興味があるからだよっ！」

「興味……」

　持たれても、こっち世界の人に話せる事情なんて、数えるほどにしかないのだが。

「前はどこにいたの？」

「答えられません」

「どうしてこの学校に来たの？」

「答えられません」

「どうして授業には参加したりしなかったりするの？」

「答えられません」

「その手袋の下は、どうなってるの？」

「……」

　答えたく、ありません。

　じっ、と露ろ骨こつに嫌そうな目を向けてみる。

「なーんてねっ、冗談！　ごめんごめん、変なこと聞いちゃった！　忘れてください！　あ、スミマソングでも歌っちゃう？　これから二人でカラオケ行っちゃう？」

「カラオケ？」

「なーんてねっ、冗談だよ！　アタシ歌ヘタだもん！　というのはウソ！　本当はアタシの美声を聞いたらどんなヤマトヲノコも一発で恋の奈な落らくに落ちてしまうからなのさっ！　真壁くんとは良き友達でいたいから、残念だけどカラオケには行けないよっ！」

「……」

「あ、いっけない！　そろそろお稽けい古この時間だ！　うん、もちろんこれもウソ！　本当は家に帰って寝たいだけ！　それじゃあね、真壁くん！　また明日！」

　軽快に走り去り、校舎の角を曲がる前に立ち止まると、赤坂さんは振り向いて大きく手を振った。

「ウソだよー！　明日は土曜日だから学校ないよー！　また月曜日ねー！」

「…………」

　彼女の姿が見えなくなってから、ゆっくり指折り数えてみる。

「噓つきに、猫デレに、時と空間の魔術師……かぁ」

　悲報、僕の友達は変人だらけ。







　それからまた、五日ほどが経過して。

　授業は依然として出たり出なかったりで、体育祭の練習を終えたのち、街に繰り出しリスのマモノの探索に明け暮れる……という日々を繰り返していたのだが。

「オニサン、ソコ、マツーグイタトコ、カリーヤサン」

「いえ。結構です」

「ソコノカリー、メチャウマヨ？　スシヨリメチャウマヨ？」

「すみません、お腹いっぱいなんで」

「ニホンジン、ベツバラアルキイタ。オニサンニホンジン。ベツバラ、イケルイケル」

「だーもー！　アイム、ダンジキング、ナウ！　オーケー!?」

「「「ウゥーップス」」」

　謎の勧かん誘ゆう三人組を振り払い、歩みを速めて雑踏の中の岬ちゃんに追いつく。見失ったら最後、迷子の子猫ちゃんどころの騒ぎではないので必死だった。

「大丈夫でした？」

「なんとかね……いや、しかし」

　午後七時半――千本椛駅南口方面。

　学生を中心として栄える北側とはまた異なった趣がある街並み。

　具体的にどう異なっているかというと――夜の人混みが半端じゃない。

「なんでこんなに人が多いの……？」

　もともとは最初に目撃した北側に捜索範囲を絞しぼっていたのだが、まるで進展がなかったため、こうして南側に来てみたわけである。

　……もっとも、こんな有り様だと知っていたら来なかったかもしれないが。

「こっち側は主にオトナ向けのお店が多くて、仕事の帰りに飲んだり食べたりする人が多いんですよ。で、そういった人たちを狙うお店の勧誘も多い、というわけです」

「さっき僕に絡んできたのもそうか」

　カリーヤサンなる未知の店舗に誘おうとしてきた彼らは、また別の通行人に怪しげな声をかけては逃げられていた。

　あれはちょっと特殊ですけどね、と岬ちゃんは言う。

「なかなか勇気が要りますよね、外人さんのお店に行くのって」

「外人さん……あぁ、外国人ね」

　その言葉自体、僕にはあまり馴染みがない。

　魔界で国と言えば、超魔法大国『レトレール』、アンチ魔法至上主義を掲げる『カウスロア帝国』、その中間で博愛・平等を説く『モクスグリフ共和国』の三つだけだ。

　あとは国と呼べない無所属地帯があるだけ。

　だから「外国」という名称は普通使わない。直接名指しにするのが通例である。

　対して――人界に存在する国家は二百近いと聞く。

　魔法に関する事情を除けば、個人的にはこれが一番驚いた事実だ。なんだってそんなにまとまりがないのか理解に苦しんだが……岬ちゃんから言わせてみれば、レトレールによって統一されすぎている魔界の方が奇妙なのだとか。

　――ちなみに。

　ここは日本という名の国で、僕の顔つきや名前は日本国民と酷こく似じ、というかほぼ一致しているらしい。どうでもいいことだが、かなりの偶然だと思う。人種や国家という括りで分類されることはないが、レトレール国民のすべてが共通した顔立ちや名前を有しているわけではなく、僕のような人間は少数派なのである。

「国外の人間が当たり前のようにいるっていうのも、なかなかすごいことだよね……国家同士で強く敵対し合っている魔界じゃ、到底考えられないことだ」

「マカイ？　アー、マカイネ！　アル、アルヨ～。ショウユツケルト、ゲキウマヨネ」

「誰だ、お前は」

　ちょっと目を離しただけでこれとは。

　新手の勧誘民族を振り切り、岬ちゃんを捜そうとする。けれど時既に遅し――捜索は、目の前に広がる人間大海原の荒れ模様を見て早々に打ち切られた。

「再会は……無理っぽそうだな、うん」

　魔法が使えればなんてことのない問題なのだが……。

　とりあえずは人混みから外れ、空いている道を選んで歩く。そんなに遠くまで行かなければいずれ会えるだろうし、何、たまには一人探索してみるのも悪くはない。

　そんな感じでぷらぷら歩いて、しばらく経った頃。




「――にぃちゃん、聞いてほしいのにゃー……」




　謎の方言（？）が横道のさらに横道から聞こえた。

　気になってそちらを覗のぞいてみると、高校生と思しきジャージの少女が道端にしゃがみこみ、猫と喋っているようだった。

「また、ドジ踏んだのにゃー……」

『にぃ～？』

「いやぁ、それがにゃー？　ちょーっと注意するだけのつもりが、ついつい言い過ぎたり、厳しい言葉遣いになっちゃったり……ま、いつものことなんだけどにゃぁ……」

『にぃ、にぃ』

「そうは言ってもにゃー……絶対印象悪いのにゃ。怖い女だって思われたのにゃ」

『にぃ、にぃにぃにぃ！』

「ふふ、ありがと。にぃちゃんはミサキチに負けないくらい、素敵なお友達なのにゃ」

「なるほど。鳴き声が『にぃにぃ』だからにぃちゃんなのか」

「――にょわああぁぁぁ!?」

　しかも知り合い。

　猫乃さんは僕の存在に気付いて飛び上がった。

「にゃ、にゃにゃにゃにゃに!?　誰!?　……あ、なんだ。真壁か……真壁か!?」

「まずは落ち着き払いたまえ」

「う、うん……ひっ、ひっ、ふー……フゥゥゥゥウウウウッ！」

「なんで猫みたいな威い嚇かくかましますか」

　どうやら猫デレ情報は疑惑でなく事実だったらしい。

　落ち着きを取り戻してから、猫乃さんは疑わしげな眼まな差ざしを僕に向けてきた。

「……見てた？」

「何を？」

「だから、その……今の……」

「今の？　何か変なことでもしてたの？」

「い……いい、なんでもない。見てないなら、別に……」

　ほっ、と安堵の息を漏らす猫乃さん。

「猫ちゃんと会話してたことなら、気にしなくていいのにゃ～」

「見てたんならさっさとそう言え！」

　顔真っ赤にして怒ど鳴なられる。

　その声に驚いて、にぃちゃんは逃げてしまった。

「あ……もう、真壁のせいだからね」

「すまんかったにゃ～」

「殴る準備始めていい？」

「逃げる時間をくれるなら」

　目を見ればわかる。この子はやる人間だ。

「はぁ……でも、見られたのが真壁でまだ良かったかも」

「どういう意味だろうか」

「友達いなそうだから、黙っててってお願いしなくて済むってこと」

「なるほど」

　あっさり納得すると、猫乃さんは怪け訝げんそうな顔をした。

「……それでいいの？」

「何が？」

「何が、って……」

　面食らったように、さらに困惑して。

「友達いないって言われて、なんでそうも平然と返せるのかな、って」

「事実だし。それに、別にいなくても構わないし」

　人界社会を学ぶ。

　岬ちゃんの手前、確かにそうは言ったが――正直、気乗りはしていない。

　僕はただ、この世界を一目見ることができればそれで良かったのだ。

　岬ちゃんの件を除けば、この世界に深く干渉するつもりなど毛頭ない。

　そんなことを婉えん曲きよく的てきに伝えると、猫乃さんは呆あきれたような顔をした。

「まるで、自分が幽霊か何かみたいな言い方するのね」

「この世の者ではないという意味なら、間違いじゃないね」

　途端、彼女は表情を強こわ張ばらせた。

「……頭、大丈夫？」

「大丈夫だけど……え、何その露骨な距離の取り方？　なんで後あと退ずさりするの？」

「いやぁ……真壁って、なーんかそういう、痛い系の人なのかなぁって……」

「いやいやいやいや」

　そういう意味ではなくて。

「なんて言ったらいいのかな……例えて言うならアレだよホラ、時代小説の中の世界に憧あこがれても実際に行くとなるとウーン、みたいな？」

「余計わけわかんないんだけど……。なんで現実が本の中の出来事と同じになっちゃうわけ？　やっぱり頭危ないんじゃないの？」

「ヤブヘビだったか」

　もはやこのタイミングで「実は魔界という別の世界から来ました！」と正直にゲロったところで、悪化する以外の結果には辿り着けそうになかった。

「というか、そんなふうに突き放して言うなら、ミサキチからも離れなさいよ」

「いや、それは……」

「それもできないっていうなら、友達なんかいらないなんて、心の底からは思えていないのよ。あんたはきっと」

　今度は鼻で笑われた。

「あー、やだやだ。変に斜に構えるのが格好いいと思ってて、バッカみたい。そんなんだから友達できないのよ、真壁は。作らないんじゃなくて、作れないタイプ」

「……猫乃さんだって、そんな性格だったら友達少ないんじゃないの」

「ふんっ」

　返事はみぞおちへの的確な貫ぬき手てだった。

「に、逃げる時間は……」

「貫手は殴おう打だと別物でしょ」

「なんと邪悪な発想……だから友達が……」

　今度は蹴りでも飛んでくるかと身構えたが、猫乃さんは一瞬そのそぶりを見せただけで、どんよりした空気を全身から漏らし始めた。

「……そうよ。少ないわよ。ていうか、ミサキチくらいよ、友達って呼べるのは」

「時と空間の魔術師は」

「アレはノーカンよ」

　アレ呼ばわりな上にノーカンらしかった。

「まぁ、それなら僕もだ。仲間だね」

「うわぁ……」

「うわぁ、って何さ。うわぁ、って」

「だって真壁と同じとか……ち、近寄らないで。友達できない病を患わずらっちゃう」

「そんな病気持ってないし。というか、君がすでに患ってるんじゃないの」

「そんなことはない！　だって本当なら、今頃もっと友達できてたはずだもの！」

「本当なら。はず。だもの」

「か、風邪引いたの！　一週間くらい、他の子と時間のズレがあるのよ！」

「四月始まりですでに六月なわけだけど」

「ぐ、ぅ、ぉ……だ、だからっ！」

　拳をぎゅぅっ、と握って力説する。




「体育祭をきっかけに、仕切り直したいの！」




　したいの――したいの――したいの――したいの――。

「……仕切り直し」

「男子にゃわかんないでしょうけど、女子のグループって一回できちゃうと相当固いんだから。何か変わったイベントでもないと、割って入るのなんてムリ」

「なるほど、それで体育祭を利用して」

「そうよ。そのためにわざわざ、実行委員の座を代わってもらったくらいなんだし」

「その交渉力があってどうして友達ができないのか」

「……ちょっとハリキリすぎ、なのかなぁ」

　急に自信なさ気な、頼りない雰囲気に豹ひよう変へんする。

「私、勢いでモノ言っちゃう癖があるから、きっつい言葉ばっかり使っちゃうし。でもきびきびやらなくちゃ成功させられないと思うし。でもでもそれで嫌われちゃったら本ほん末まつ転てん倒とうというか……」

「……」

「だから、あんたみたいに何の気苦労もなさそうなヤツ見てるとイライラするっていうか……人と調子合わせないで平然としている無神経なヤツを見るとムカムカするっていうか……ねぇ、私が言いたいこと、わかる……？」

「…………いや、よく」

　そこで猫乃さんは深く短く息を吸い――殴りつけるように叫んだ。

「転入してきた以上はちょっとくらい我慢してでもみんなと仲良くしなさいよっつってんのよっ、この自己中ヤロオオォッ!!」

「ご、ごめんなさいっ!?」

　あまりの剣幕に、冗談ではなく尻もちをついてしまった。

「――って、こんな性格だからやっぱりダメなんだろうな。私は……」

　急に冷静になって、猫乃さんは肩をすくめる。

「今言ったこと、全部忘れて。あと、できればさっきのことも……」




　どぷんっ、と。

　そのとき突然、何の前触れもなく猫乃さんが落っこちた。




「……おん？」

　落ちた先……最初それは、開きっぱなしになったマンホールのように見えた。

　ただ、それにしてはやけに平面で――。

　より正確に表現するなら、影かげ溜だまりとでも言うべきもので――。

『――ギ、ギ、ギハ』

　そこから浮上し、戻ってきた猫乃さんは、ちょっとばかし見た目に変化があった。

　頭から黒いツノ。背中から生えた黒い翼つばさ。白色のない黒一色の双そう眸ぼう。

　おまけに口からは、彼女のものではない、がさついた不愉快な笑い声。

　……なんか、よくないモノに取り憑つかれているな。

『初めまして、人ひと攫さらいだ』

「そうか、人攫いか」

　それなら納得……しちゃダメだ。

「えーっと……その人、返してくれないかな？」

『ギハハ、やなこった』

　猫乃さんの姿で嘲あざけるように舌を出すと、彼女に取り憑いた何者かはその身体を低く、低くかがめて……バネのように身を躍らせ一瞬で僕の視界から外れた。

「む、しまった」

　猫乃さんの身体能力が高いのか、乗っ取った何かの強化能力が高いのか。判然としなかったが、追わねばならないことに違いはない。追跡中、カリーヤサンの前でサンプルメニューとにらめっこしている岬ちゃんを発見し、彼女も追跡に加わってもらう。

　……まぁ、気になるのはわかるけどさ！







『ギハハ、ようやく来たな。待ってたぜぇ？』

　何かに取り憑かれたと思しき猫乃さんは、駅からだいぶ離れた車道沿いにある、立入禁止の廃ビル屋上で腕組みをしながら待っていた。

　口ぶりからして――追い詰めたのではなく、誘い込まれたということか。

「道理で見失うこともなかったわけだ」

「お師匠さま……あれは、珠ちゃんですか？」

　ツノと翼を有し、月明かりを背に立つ今の猫乃さんの姿は、悪魔のそれに近く。

「……猫乃さんにあって猫乃さんにあらず」

「つまり？」

「憑き物を落とさないとネ」

　岬ちゃんをその場に待機させ、構えながら近づく。

「もっかい言う。猫乃さんを返して」

『ギハハ。もっかい言うけど、やなこった』

　ドポンッ、と。足元の黒い円影に落下し、憑き物の本体だけが浮上して姿を現す。

　その高さ――およそ、三メートル。

　ツノと翼を生やした、悪魔像のような黒いシルエット。全体的に人間の造形に近いが、肩から先は陽炎のように揺らめいていて、不定形の触しよく手しゆとなっている。

　マモノ――メルティシャドウ。

　さらにエコ種というオマケつき。

「エコ種……って、なんですか？」

「魔分をただ食べて減らすだけのマモノとは違って、例外的に自ら魔分を放出できる連中のことだね」

「あ、それならペットとして飼えそうですね！」

「あれ、欲しいと思う？」

　メルティシャドウを指さすと、岬ちゃんは首をぶんぶん横に振った。

「珍しい特性だし、不明な点もまだ多いから、ほとんどのエコ種は専門機関に収容されてるものなんだけど……」

　なんでまた、リスとは別のマモノが人界に。

　悠ゆう然ぜんと腕組みの構えを崩さないままのメルティシャドウに問いを投げかける。

「君は、どうやってこっちの世界にやって来た？」

『そりゃ、そっくりそのまま聞き返すぜ。ご主人がだいぶ不思議がっていた』

「ご主人？」

『知ってんだろ？　よくオマエらと一緒に……っととと！』

　そいつぁ秘密だったな――と。

　言いながらメルティシャドウは不定形の両腕を左右いっぱいに伸ばし、木が枝分かれするように漆黒の触手を何本も生やした。

　……僕らと、一緒に？

『まーでも、それを暴いてこいとは言われなかったな。オレッチの役目はただ……オマエを始末することだ』

　ギハハ、と笑いながら、メルティシャドウは触手を数本伸ばし、打撃を放ってくる。

「……はぁ」

　正直、戦う意味は判然としないし、なぜかマモノが二匹もこっちの世界に紛れ込んでいるし、ご主人とやらの正体も気になったが……仕方がない。

「ほっ」

　ベチンッ、と。

　迫り来る触手にタイミングを合わせ、素手で迎撃する。

『むっ？』

「よっ、はっ、たっ、とっ！」

『お？　おぉ？　なにっ、クソッ！』

　払い、弾はじき、叩き、退しりぞける。腕の振りと手首のスナップで最低限の衝撃をぶつけ、一つ一つの力の流れを逸そらし、攻撃を受け流す。

「おぉ！　お師匠さま、意外と武闘派！」

「ふふふ、好きなだけ見直すといい」












　そうして速度だけは立派な、けれど冷静に見ればこれ以上ないくらい地味で見どころのない打ち合いがしばらく続いて……メルティシャドウはつぶやいた。

『オマエは、この人間のために戦っているのか？』

「……どういう意味？」

『なぁに、ちょいと気になってな？　もしもオマエがこの人間を本当の意味で助けたいってんなら、そいつはお門違いってもんだと思うぜぇ？』

　わけのわからないこと――ではない。シャドウ系統のマモノには、取り憑いた人間の思考を、ある程度なら読み取れる能力が備わっている。

『ちょっとした流し読みでも、大体はわかった。この人間が抱える悩み――性格のせいで周囲と馴染めない自分っつー辛さや苦しさがよぉ』

　無論、真実のみを語るとは信じていないが……それでも心当たりのある言葉には、自然と意識が傾いてしまう。

『こんな悩みを抱えるくらいなら、いっそオレッチがこの身体を有効活用してやる。そうすればこいつはもう悩まなくていい。苦しまなくていい』

　迫る攻撃を防御。

　防御、防御、防御……。

『だからこの戦いは、オマエにとって果てしなく不毛だ。意味なんかねぇ。ただの自己満足以外にはなぁ』

「……確かに、そうかもしれない」

　反撃。

　襲い来る触手を一本、弾かず鷲わし摑づかみにする。

「そうかもしれないんだけど……さぁ」

『む、お……おぉっ!?』

　即座に身体を反転させ、勢い任せに背負い投げ――地面に叩きつける。

「だからって、お前が横よこ槍やりを入れていいわけじゃない」

　悩んでいるのは、戦っているから。苦しんでいるのは、逃げずにいるから。

　それは猫乃さんが選んだ生き方だ。誰にも邪魔をする権利はない。

『……ギハ、粋いきがるねぇ』

　すぐさまシャドウは起き上がり、嘲りの色を含んだ声で語り出した。

『なるほど確かに、オマエは只者じゃねぇ。オレッチの触手攻撃に対し、たった二本の腕でここまでやりあえるとは大したもんだ。その実力は認めよう』

　ニィッ――と、裂けんばかりの笑みを広げて。

『だがなぁ……攻撃自体は全然痛くねぇぞぉ？　しょせんは非力で貧弱な人間ってわけだ、マモノ様には敵いやしねぇ！　ギハ、ギハハハハハハ！』

「……そう」

　いい加減、調子に乗らせるのも飽きてきた。

「痛い目を見たかったのか」

　ポケットから魔ッチを取り出し、四本同時にマフリクト。

　そうして生じた魔力の紫煙を右腕に絡めとり、手刀のカタチで軽く前方に構える。

『ギハ。なぁに格好つけてんだぁ～？　そんなんで逆転できるなら、誰も苦労しねぇっつぅのぉ！』

「こと戦闘において、僕は苦労なんかしたことないよ」

『そうだなぁ……なんせオレッチが、今からサクッと沈めちまうからなっ！』

　不定形の触手が複数本絡み合い、より強力な直突きが迫る。

　僕は先ほどまでと同じように、直前で真横から叩き切るように手刀を合わせた。太くなった触手は、それまで通りなら軌道を逸らすこともできなかっただろうが……。

　スパァンッ――と。

『なにぃっ!?』

「原理は知らんが現象は納得した」

　メルティシャドウの触手を斬り飛ばす。

「魔力を魔法にすることはできない」

　単に受け流していたさっきまでとは、攻撃の質が違う。

「だけど……魔力を魔力のまま使う分には、問題ないらしい」

　怯んだ隙を突いて急接近。懐に潜もぐり込み、貫手による直突きをメルティシャドウの腹部に向けて放ち――その身体を貫通する！

『ギッ!?　ガ、ハァ……』

　驚きよう愕がくに目を見開きながら、メルティシャドウは大きく後退した。得え体たいのしれない闇やみ色いろの胴体から、ドス黒い液体がこぼれ落ち始める。

『ハァァ、フゥ～～～～……！　テメェ……一体なにを！』

「魔ま装そう……って言っても、マモノにはわかんないだろうね」

　マフリクトで生じた魔力をそのまま超圧縮して身に纏まとい、身体や魔道具の強度を上昇させる戦闘技術だ。魔力は魔法に昇華させた方が強いが、魔装は魔法に比べて発動が早いという利点もある。

　そして何より、この程度のマモノを肉弾戦で相手取るには十分。

「さぁ、遊びは終わりだ。次の一発で沈めてやる」

『ギ、ギギギ……調子に乗りやがって……』

　きつく睨にらみつけてくるが、迂う闊かつに飛び込んできたりはしない。さすがに、状況が逆転しつつあることを理解しているようだ。

「……」

『…………』

　引くか、攻めるか。互いにタイミングを計る睨み合いが続き――不意に。

『あーっ!?　アンナトコロに……アンナトコロに、アンナモノがー!?』

「え？　は？　な、なにっ？」

　あまりに陳ちん腐ぷなその引っ掛けに、僕は逆に引っかかり――背後の岬ちゃんが、影色の触手に絡からめ取られる隙を作ってしまった。

「う、わーぁ！　きゃー！　触手！　黒いの！　セ、セクハラで訴えます！」

「あ」

　岬ちゃんが苦しげに呻うめいている。

　岬ちゃんが辛そうに足あ掻がいている。

　岬ちゃんが――。

『ギハハハ、隙すきあり！　こうやって人質を取ってやれば、勝ったもどうぜ……』




「死ね」




　反射的に、僕は左の手袋を解かい錠じようした。




　　　　　★　　　★




　――呪のろわれろ。

　老いた魔法使いの命は尽きかけていた。

　今際の際に、呪じゆ詛そと赤い液体を少年へ向けて吐き捨てる。

　――あのとき……盗賊の頼みなど聞いて……お前を引き取るんじゃなかった……。

　少年は高こう揚ようしていた。

　自分より強かった者から、自分が欲しかったモノを奪い取ったという、一時的な達成感に酔よい痴しれていた。

　――満足か……恩を仇あだで返してまで……ソイツを手に入れて……。

　強い者の望みが叶う。

　この世界は、まさにそう設計されている。

　――いや……違うな……考えてみればこれは、当然の報むくい、か……。

　老いた魔法使いの瞳が、失意と絶望の闇に濁にごってゆく。

　――すまなかった……だが、もう、手遅れだ……。

　少年がその言葉の意味に気が付くのは、ずっと後になってからのことだ。

　――お前のその左手はもはや、触れるすべてを壊すことしかできない。




　　　　　★　　　★




「――――っ、」

　記憶のフラッシュバックから覚める。

　わずかに感じた意識の空白が、段々と現実に引き戻されてゆく。

　左手の痺れが引くに従い、視界がクリアになってゆく。

　そこにはもはや、マモノの姿など微み塵じんも残っていなかった。

「……良かった、みんな無事で」

　かわりに、無事解放された猫乃さんと、まだ眠ったままの彼女を介かい抱ほうする岬ちゃんの姿がそこにはあった。

　安心したので、ため息を落とす。

　びくっ、と岬ちゃんが反応し、ゆっくりとこちらを向いた。

「お師匠さま……それは、一体……」

「忘れて」

　視線が左手に向けられていたので、すぐに手袋を嵌はめて腕輪の鍵を施せ錠じようした。

「もしくは、見なかったことにして」

　何か言いたそうな顔をしていたが、何も言わせない。

　言われたくない。

　できることなら、ずっと知られたくなかったことだ。

「僕のコレは、もう僕自身じゃないから」

　その日、知り合ってから初めて、僕は岬ちゃんの怯おびえたような顔を見た。

　月が丸く、風が強く――それなのにとても暗い、夜のことだった。
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　魔法王国レトレールは東部、イリステナ地方。

　魔ま分ぶんに干渉できる物質――俗ぞく称しようブラックマターを発はつ掘くつできるグラクナ山脈で有名なこの地方は、独占や縄張り争いが起きては問題があると判断され、魔ま女じよによる自治はあまり国から認められていない。

　魔女が統治している村や町はないでもないが……そのすべては国か、国が信頼を置いている魔界保全機構からの監督官が入り、統治者とは名ばかりの傀かい儡らいに成り下がっている。中にはそういった監督官を抱き込んだり、討ち果たしたりして不正をはたらこうとした魔女もいたが――すべて粛しゆく清せいされた。

　セヴンシスターズ。

　魔女の中でも飛び抜けて強大な七人の大魔女。

　その一人、無類の魔道具マニアとして知られる大魔女クレフ＝イグストナトフが、レトレール国王に取り入ってイリステナ地方全域の総監督を務めているからだった。魔道具に関係する不正は、彼女の逆げき鱗りんに容易たやすく触れる。そのため、魔道具の聖地たるイリステナ地方へ好んで転属する魔女や魔法使いは意外と多くなかった。

　とすれば必然、国や魔女の目が届き切らない村も、少なからず存在するわけで……。







　――親分、コレどうしましょう。

　グラクナ山脈からは少し遠く、国も魔女も魔法使いもあまりうるさく口を出さない、非魔法使いが少数名住まうだけの名も無き集落。

　その中でまだマシな部類に入るボロ小屋は、普段こそ温和な非魔法使いたちの団だん欒らんの場として使われているが――今は二十名ほどからなる盗賊団に占拠されていた。

　――コレってどれだ。

　――この彫ちよう刻こく刀とうでさ。売って金になりそうなんだか、ならなそうなんだか……。

　盗品や略りやく奪だつ品ひんを手分けして検品している最中、アゴヒゲの一ひと際きわもっさりとした下したっ端ぱ団員が、右目に眼帯をかけた色黒の青年に伺うかがいを立てた。

　親分と呼ばれた青年は彫刻刀らしきものを受け取り、片方しかない目を丸くする。

　――なんだ、オイ。珍しいな。魔ま刻こく刀とうじゃねえか。

　――マコクトウ？

　――魔道具の一種だ。ガキの頃に習わなかったか。

　――あいにく俺ら全員、学校じゃ落ちこぼれもいいところで。

　同胞から品のない陽気な笑い声が湧く。

　しかし青年が静かに一いち瞥べつすると、それもぴたりとやんでしまった。

　――はぁぁ……魔法や魔力はどうでもいいが、魔道具に関しては勉強しとけっつったろ。高く売り捌さばけるんだからよ。……あぁ、そうだ。

　青年は藁わらで急きゆう拵ごしらえしたソファにふんぞり返ったまま、小屋の隅の方――検品には参加させず、代わりに団員の得物の手入れを任せている子どもを呼びつけた。

　――おい、イツキ。こっち来い。

　――ん。

　イツキと呼ばれたその子どもは幼く、まだ五歳だか六歳だかといったところだ。

　北方のとある村で――否、村だったのだろう荒れ地で彼を拾ってから、およそ一年。

　言葉にこそはっきりしないが、青年はこの子どもを気に入っていた。

　はじめは雑用係としてこき使うつもりでいたものの……団内でも比ひ類るいなき戦闘のセンスを持っていたため、早い内から戦闘要員として育てた方がいいとすぐに判断できたからだ。ゆえに今も盗品の仕分けではなく、武器の手入れをさせている。

　盗賊としては将来有望。いずれは、この団の頭を継がせる気でもある。

　一つ難を言えば……腹が立つほどふてぶてしいその態度だろうか。

　――何。

　敵だか味方だかわからなくなりそうな程に攻撃的な目つきで、臆おくすることなくイツキは青年に短く口を開いた。いつものことなので、青年も特にそこは気にしない。

　――右手出せ。いいもんくれてやる。

　――メシか、武器か。

　――ざけんな、生なま意い気きな口利くようになりやがって。

　――じゃあいらねーよ。

　――ほんっと可か愛わいくねぇな……。

　言いつつ青年が指を弾くと、団員数名がイツキを押し倒し、地べたに組み伏せた。

　強い者の望みが叶う。

　青年が掲げる信条であり、この盗賊団をまとめている一つのテーマでもある。

　そしてそれは当然、この子どもにも日頃から繰り返し言い聞かせてあった。

　――なんだこれ、離せ！　くそ、重いし臭いんだよ、お前ら！

　――うるせぇ、一ヶ月洗ってない足た袋びを食わされたいか！

　――ぎゃあああ!?　やめろバカ、死ね！

　下っ端数名とぎゃあぎゃあ喚わめくイツキをよそに、青年は悠ゆう然ぜんと手荷物から戦利品の一つである羊よう皮ひ紙しを取り出し、先ほどの魔刻刀と見比べながら笑みを浮かべた。

　――なに、安心しろ。盗品の中には上物の図面があったし、何より俺の手先は器用だ……綺き麗れいな魔刻印を刻んでやる。

　そこから先は青年にとって須しゆ臾ゆの如ごとくに短く、イツキにとって永遠のように長い時間だった。抗あらがい暴れのたうちまわる全身を押さえつけ、小さな右手に一画一画、丁てい寧ねいに紋もん様ようを刻んでゆく。激痛に何度も意識が飛びそうになったが、大嫌いな青年の手前、イツキは意地でも気絶するわけにはいかなかった。

　とはいえ……さすがにそこは五、六歳児。悪魔のような所業を最後まで耐え抜いたものの、その頃にはすっかり意い気き消しよう沈ちんし、声を押し殺してさめざめ泣いた。先ほどまで足袋を食わせようとしていた団員たちも、気の毒がって背中をさすったりしている。

　――才能があるとしたら、十二歳まででわかる。

　青年は再び藁のソファにふんぞり返った。

　その声は傍に控える部下へ向けているものであり、イツキの耳には入らない。

　――あのクソガキはまだ幼い。可能性としちゃ十分だ。ひょっとしたら、魔法の才能すら持ち合わせているかもしれねぇ。

　――でも、いいんですかい？　俺ら、私し腹ふくを肥やす魔法使いを狙う盗賊じゃ……。

　――その盗賊団に魔法使いがいるとなれば、これまで以上にシゴトがやりやすくなるだろう。なに、ダメならダメで可か憐れんな天使様を拝めるってだけさ。

　そう楽観的に構えていた青年だが、いつまで経っても立ち直らないイツキに段々と苛いら立だち始め、団員たちの制止を振り切ってその胸ぐらを摑つかみあげた。

　――泣くな、クソガキ。オメー次第でそいつは武器になりうる。

　――……武器……これ、が……？

　いまも震える己の片手を見る。緻ち密みつにして複ふく雑ざつ怪かい奇き――それでいて、息を呑のむほどの芸術的美しさを感じさせる真紅の紋様だ。幼いイツキにも、それが神話に登場するような天使の翼をモチーフにしていることだけは、なんとなく理解できた。

　――おうともよ。魔法の一つでも使えりゃ、誰もオメーに敵わねぇ。

　ニッ、と。真っ白な歯を見せ、青年は親しみやすい兄貴分の笑みを浮かべる。

　こういう顔ができるからコイツはずるい……と、イツキはいつも思う。表立って反発はできても、心の底から嫌いになれない。

　――あのー……親分。

　――なんだ、アゴヒゲ。

　――誰がそいつに魔法を教えるんすか……？

　そこでシン、と場が静まり返った。

　ここにいるのは全員が非魔法使い――魔法至上主義を掲げるレトレール国内で落ちこぼれの烙らく印いんを押され、爪つま弾はじきにされてきたからこそ手を組んだアウトローどもだ。

　とくれば当然、魔法の素そ質しつや教養を持っている者などいるはずもなく……。

　――……イツキ。

　――……なんだ、クソ野郎。

　――どうやらソイツはただのオシャレになりそうだ。武器にはならん。

　――はぁ!?　ざけんなテメーぶっ殺してやる！

　イツキの攻撃動作は洗練されていた。一撃一撃に殺意を込め、的確に急所を狙う。

　戦闘技術を直々に教えた青年からすれば、それらの連撃をあしらうことは鼻歌交じりでも容易い。しかし他の団員はイツキの殺意と技能の高さに知らず息を飲み……彼の成長を良い意味では頼もしく思い、悪い意味では恐れていた。

　やがてイツキは疲れ果て、それでもなお屈することのない強い眼を見せる。

　――……一個だけ言うこと聞け。そしたら許してやる。

　――んだぁ？　妙にイッチョマエになりやがって。言ってみろ。

　――俺のメシの量を増やせ。ガキだからって少なすぎるんだ、いつも。

　途端、張り詰めた空気は大爆笑に包まれた。やっぱりコイツはまだまだガキだ。ちげえねぇ。女だけは教えないようにしねえとな。なんでだ。顔がいいからコイツに全部取られちまうよ。あぁ、ちげえねぇ。げらげらげら。

　――いやぁ、イツキ。よく言ったよ。そうだよな、腹が減っては戦ができぬって言うもんなぁ。ははは。

　――だったらみんな、腹ペコになればいいんだ。そしたら戦なんてしなくて済む。

　吐き捨てるようなイツキの言葉に、ついつい油断していたアゴヒゲは怯ひるんだ。

　――お、親分……コイツ、頭良くないですか？

　――オメーがバカなんだ。ガキに言い負かされてんじゃねーよ。

　青年はアゴヒゲの頭を叩き、凶悪な笑みをイツキに向ける。

　――イツキ、いいことを教えてやろう。

　――メシのことか、武器のことか。

　――人が武器を手に取る理由はメシだってことさ。

　その裏で沸ふつ々ふつと燃えている怒りこそが本当の感情だと――なんとなく、イツキにはそれがわかってしまった。

　――戦ってのはな、腹が減るから起こるんだ。




　　　　　★　　　★




「真ま壁かべくん、朝ごはんはちゃんと食べてきたのかいっ？」

　赤あか坂さかさんがいつもと変わらないノーテンキぶりで肩を叩きつつ、益やく体たいもない質問を投げかけてきた。

「まぁ、そこそこに」

「何を食べたのっ？」

「パンと牛乳」

「ははは、シンポーだ！　ていうか牛乳も食べたの？　固形物？　あ、わかった！　チーズとかヨーグルトとかでしょもーわかりやすく言ってよ最初から！」

「僕は君にわかりやすいコミュニケーションを要求するよ」

　朝っぱらからこのテンション。疲れるのは付き合わされる方だ。

　ただでさえ昨晩は余計な力を使ってしまい、疲労がだいぶ残っているというのに……ちょっとくらい他の人のところに行ってくれないかな。たとえば僕の三つ前の席でトランプタワーに挑戦している時と空間の魔術師のところとか。

「……むむ？　気になったんだけど、食パンもお箸はしで食べるの？」

「いや、手で食べるよ。普通に」

「普通？　手袋のまんまで？」

　どうやら赤坂さんは僕の手袋に興きよう味み津しん々しんらしい。

　一応、昔に負った火傷を隠すためという設定で学校からは認可されているし、その説明は転入初日にクラスのみんなにもしたはずなのだが……未だにこの調子である。

「それとも食べるときは外してるの？」

「……これは手袋じゃなくて、そういう肌の色なんだよ」

「なんと!?」

「太陽光に含まれるガングロ・シゲリウムって成分に、他人より過か剰じように反応する体質なんだ。しかも、あんまり近くにいると伝でん染せんするらしい」

「ひ、ひえぇ……それはまた失礼なことを聞いてしまいました！　許して捲けん土ど重ちよう来らい！」

　足をもたつかせながら退散する赤坂さん。途中、色んな人の机や椅子にぶつかって、トランプタワーが崩ほう壊かいした。時と空間の魔術師は無言で泣いた。

「……ふぅ」

　ようやく行ったか。

「真壁」

　と、思ったら別の誰かが反対方向にいた。

　不意をつくように話しかけられることが多いな、という感想はさておき。

「はい。……あぁ、猫ねこ乃のさん。おはよう」

「……おはよ」

　ブッキラボウというかツッケンドンというか、とにかくいつもと変わらない調子の猫乃さんがすぐ傍そばに立っていた。普段朝っぱらから教室にいることの少ない僕だったが、こんなふうに律りち儀ぎに挨あい拶さつに来るタイプだったのか。

　……と思っていたのだが、挨拶が済んでもその場から動こうとしないのはなぜ？

「僕に何か？」

「……ありがと」

　彼女にしてはか細い声だった。

「……なんですと？」

「助けてくれてありがと、って言ってんの」

　助けてくれて。

　……昨日のことか。

「ミサキチから聞いた。あんたが私のこと、助けてくれたんでしょ？」

「助けたのは岬みさきちゃんだ。僕は憑つき物ものを落としただけ」

「それを助けたって言わないで、何て言うの？」

「ついカッとなってやった」

「そんな犯罪やっちゃった人みたいなコメントしなくても……」

　事実、岬ちゃんを助けるためにやってしまったことだ。猫乃さんが助かったのは結果論であって……。

「いいから素直に『どういたしまして』って言えばいいの。ホント、そういうところ空気読めないんだから」

　猫乃さんは呆あきれたように肩をすくめる。

「ていうか、朝からいるなんて珍しいじゃん。まじめに授業でも受ける気になった？」

「ん……まぁ、ね」

　今でも正直、人じん界かいライフは気が進まないし乗りもしない。

　ただ……ただ、まぁ。許されるのなら。

　少しくらい、調子を合わせて生きてみても、バチは当たらないだろう。

「ふぅん？　いまいち煮にえ切らない感じが若干むかつくけど……まぁ、いいわ。言いたかったことも言えたし」

　ひらひらと手を振り自分の席へ戻ろうとして、猫乃さんは振り返る。

「放課後の練習も、ちゃんと出なさいよ」

「わかってるって」

　その日のムカデ練習は、前より十歩だけ、先へ進んだ。







「リスを見かけてからだいたい二週間」

　ある日の休み時間。

　次の授業のため、化学室を目指して岬ちゃんと廊ろう下かを歩いているところ。

　あの日以来、左手の話題にはどちらも一切触れようとしないが……それを除けば今までとなんら変わりない関係が、僕らの間では続いていた。

「全然見つからないですね。もう魔界に帰っちゃったとか？」

「それはそれでまた問題なんだよな……行き帰りが自由になってるわけだし」

　リス。シャドウ。どちらも決して強力な系統のマモノではないが、だからこそ、なぜこちらの世界へやってこられたのかという疑問が浮き立つ。

「そういえば、お師し匠しようさまはどうやってこちらの世界へ？」

　小首をかしげる岬ちゃん。

　そのへんの話は……まぁ、ある程度ならしても構わないだろう。

「壁に穴を空けたんだ」

「……悪戯いたずらっ子がしそうなことですね」

「否定はしない」

　魔界と人界は、近いようで果てしなく遠い。グリムラインと呼ばれる目には見えない壁が、隣接する二界を時空的に隔てているからだ。

　しかし逆を言えば、二界を隔てているのはそのグリムラインだけである。かなり難しいが、そこに穴を空けてしまいさえすれば、二界の行き来は可能となる。

　では、どうすればグリムラインに穴が空くのか。

　……という説明までは、さすがにしなくていいだろう。

「へぇ……ではあのマモノたちも、お師匠さまと同じことをしたのでしょうか」

「それはないね。マモノなんかに穴は空けられない」

「根拠は？」

「マモノは魔道具を扱えないから……って」

　これ以上は空け方の話になってしまう。

　そこまで見越しての誘導尋問だったのか、岬ちゃんはニヤリと笑った。

「つまり……穴を空けるには魔道具が必要、ということですね」

「さて、どうだか」

「どんな魔道具が必要なんですか？　もしかしてこの魔マッチでも可能だったり……」

「はい、この話はもうおしまい」

　魔法関連の話となると妙に聡いところがあるんだよなぁ、岬ちゃん。うっかりイケナイことまで口に出してしまうところだった。

「……というか、どうして穴の空け方なんか知りたがるの」

「そりゃあだって、行ってみたいじゃないですか」

「魔界に？」

「それもありますが……本命としましては、お師匠さまの実家に」

「ないよ？」

「え？」

「ずっと昔に僕の故郷は壊かい滅めつして、今は焼け野原だよ」

　口が滑すべった。

　そう気付いたのは、岬ちゃんが化学の教科書を落っことすのと同時だった。

「あ、その……す、すみませんでした！」

「いや、えーっと……僕の方こそごめん。いきなり、変なこと言って」

　あた、ふた。

「気にしないで。昔のことだから、僕自身まったく気にしてないし……それをきっかけに魔法とも関わるようになったから、今となっては悪いことばっかりじゃないよ。だから、ね？」

「……はい」

　止まった足を再び動かす僕ら。しかし階段の踊り場で、岬ちゃんは立ち止まった。

「お師匠さま」

「うん？」

「故郷を失って……それでどうして、魔法と関わるようになったんですか？」

「あ、けっこうグイグイ踏み込んでくるね？」

「気にしないで、と仰おつしやったじゃないですか」

　まぁ確かにそう言ったけど……なんか岬ちゃんのそういうところ、皮肉じゃなくて普通に尊敬するわ。

「考えてみたらわたし、お師匠さまのこと何も知らないなと思いまして」

「……知らなくていいよ、僕のことなんか」

「いいえ。そういうわけには参りません」岬ちゃんは毅き然ぜんとして言った。「弟子として、師匠のことを知っておくのは当然の義務です」

「そうなのか」

「そうなのです。お師匠さまの生まれも育ちも好みも特技も、得意な魔法も不得意な魔法も……それから」

　そこで一度、言葉が止まった。

　息を吸う音。拳こぶしをきゅっと握る音。

「……この間の、左手のことも――」




「よーっそろー！　お二人とも、元気ングしてるーっ？」




　ドンッ、と。

「あ」「え」「うん？」

　突然のことで、一瞬、何が起きたのか理解できなかった。

　一瞬が過ぎてからは、全身に稲妻いなずまが駆け巡った。

「～～～～ッ!!!」

　不意に現れた赤坂さんの挨拶タッチで、岬ちゃんの身体が傾かしぐ。

　両足が地面から離れ、階段から落ちてゆきそうになる。

　反射的に手を伸ばし、摑み、力の限りに引き寄せる。さらにもう片方の手を手すりに伸ばすが、手袋だったのが災いし、滑って摑み損そこねてしまう。

　すでに僕の片足も浮いた状態だ。

「くそっ！」

　だから逆に、勢い良く彼女の方へ飛び込んだ。

「お師匠さまっ!?」

「大丈夫だ！」

　空中で身体の上下を入れ替え、接地から庇う。

　ややあってから――段差の角で何度も背中を強打する衝撃が始まった。

　……とはいえ、昔を思い返せば、こんなものは痛みのうちに入らないのだが。

「つつつ……岬ちゃん、大丈夫？」

　落ちるところまで落ち、身体を起こす。全身を強こわ張ばらせ縮こまっていた岬ちゃんは、閉じていた瞳ひとみを恐る恐る開くと耳まで顔を真っ赤にした。

「あ、あ……ありがとうございまああだぁっ!?」

　身み動じろぎしようとして、その顔がすぐさま世紀末的に歪ゆがむ。

「ど、どっか痛めた？」

「ちょっと足を捻ひねったみたいです……」

　自力で立とうとするが、痛みに呻うめいてすぐにしゃがみ込む。

「……岬ちゃん、脱がすよ」

「え？　あ……え、え!?」

「靴くつ下したと上うわ履ばき」

　捻った方の足首はすでに腫はれ上がっていた。これは……よくないな。魔法が使えれば一発で治せるのに、くそっ。

「ギャー！　ゴメン！　ゴメンゴメンゴメンゴメス!!　だだだ、大丈夫、二人とも!?」

　飛び降りるように駆け寄ってくる赤坂さん。悪気はなかったのだろうけど、正直今は邪魔というか……。

「ごめん、ちょっと黙っ……ッ、」

　邪険にしようとした言葉が思わず引っ込む。

　岬ちゃんの身を案じて近づいてきたはずの彼女が――なぜか一瞬、笑っていたように見えたからだった。







「岬っ！」

　放課後の体育祭練習を「ゴメン」し、松まつ葉ば杖づえの岬ちゃんと並行しながら歩いて帰ろうとしていたところ……校門の前に停車した黒くて長い車の中から、カイゼルヒゲの中年男性が現れ駆け寄ってきた。

「あ、パパです」

「ぱぱ」

　……似てないってことは母親似なんだろうなぁ、きっと。

「けっ、けがは……大丈夫、なのかっ？」

「大袈裟ですよ。見た目はちょっと派手ですけど、実際はそんなにあだぁっ!?」

「岬ちゃん、また世紀末になってる」

　そこでビビッ、とカイゼルヒゲが動いた。

「『ちゃん』付け……だとぉ……？」

　それと同時にどこからともなく周囲を囲むように現れる無数の黒服。一様にサングラスをかけていてすごく怖いのだけれどえっちょっとまってなにこれ？？？

「パパ、やめて下さい。この人は……」

「止めるな岬。嫁入り前の娘を何処の馬の骨とも知れない男に『ちゃん』付けされて黙っているような父親は父親でない」

「この人がわたしのお師匠さまです！」

「それは大変失礼したっ！」

　またしてもカイゼルヒゲがビビッ、と動き、黒服たちは蜘く蛛もの子を散らすようにどこかへと消えていった。……なんだったんだ、今のは。

「そういうことならぜひともさぁさぁ、遠慮せずに乗りたまえ！」

「え？　あ、えーと……はいっ？」

　そしてまた意味もわからないままに、僕は黒くて長い車の中に引っ張り込まれた。







　……どうしてこんなことになったのだろう。

　目の前にはカイゼルヒゲの中年男性――岬パパ。

　その周りを警護するように並び立つ黒服の面々。

「そんなに固くならず、自分の家だと思ってくつろいでほしい」

「は、はぁ……」

　僕の家、全焼したんですけど……というジョークはさておき。

　それ以上に、縮こまらざるを得ない理由はあった。

　岬ちゃんの実家が――学校よりも大きかったのだ。

　今いる部屋もリビングというよりはホールの方が正しい大おお広ひろ間まである。

　そんな中で、大人の男連中に取り囲まれてくつろげと言われても……。

「……あの、岬ちゃ「ん、んんぅっ！　げほ、ごほっ！」岬さんは今どこに……？」

　凄すさまじい咳せき払ばらいに負けて思わず訂正してしまった……。

「心配いらない。別の部屋で休ませているところだ」

「保健室の先生は一応病院で診てもらった方がいいと……」

「心配ない。すでにブラッディジャック級の専属医を呼んである」

　よくわからないがすごそうだ。

　今までの森小屋生活も、これだけお金持ちだったから成り立っていたのだろう。

　そういえば僕が入学できたのも、岬ちゃんのお祖母ちゃんがリジチョーさんとかいうお偉いさんだったかららしいし……黒くろ河かわ一族、今まで知らなかったけど実はこっち世界でかなり実力者なのでは？　娘に魔女修行なんかさせている場合ではないのでは？

「いや、魔女修行の方が優先だ。あの子には、現実よりも夢を追ってもらいたい」

　楽観的――ではなく、真剣な面持ちなのが妙に印象的だった。

「……魔法や魔女が、実在するものだとお考えで？」

「当然だ。我々に感知できないだけで、それが不在の証明になるわけでもあるまい」

　寛大な心の持ち主のようで何よりである。

　しかしそこでプツンと会話が途切れてしまい、どうにもこうにも気まずい空気に。壁にかかった鹿の剝はく製せい（頭部のみ）たちが、突然すべらなーい感じのトークでも始めてくれたらイヤやっぱりその想像は不ぶ気き味みだからやめておこう。

　視線を戻して岬パパを見れば、なんだかやたらそわそわしている。

「……真壁くん！」

　かと思えば突然、勢い良く頭を下げてきた。

「は、はいっ？」

「無礼と承知で頼みたいのだが……君のアレを、見せてはくれないだろうかっ？」

「僕のアレ……って、何でしょうか」

「決まっているじゃないか、魔法だよ！」

　岬パパは子どもみたいに目をきらっきらさせていた。

「君は魔法使いなんだろう!?」

　というかもう完全に子どもだった。

「君のことは、岬からいつも伝でん書しよ鳩ばとで聞いている。その話を疑っているわけではないが……君が本物の魔法使いかどうかは私も知っておかねばならんことだろうし、なにより本物の魔法というものを一度見てみたいのだ」

　興奮冷めやらぬ様子の矢や継つぎ早ばや。一部前時代的な手段を耳にした気もするが……なるほど、それで突然お呼ばれされてしまったわけか。

　いやしかし、今はなぁ……うーん。

「というか、君が本物の魔法使いじゃなかったら……わかってるよね？」

「……」

　原因不明で今は魔法使えません……なんて正直なコトは言わない方がよさそうだ。カイゼルヒゲがビクビク動くたびに、部屋の入り口を塞ふさぐ黒服の数も増えてるし……。

「――じゃあ、まぁ。簡単な魔法でよければ」

「わぁい！」

「それでは不ぶ躾しつけですが、お皿を一枚お借りしてもいいでしょうか」

　打診すると、岬パパは申し訳なさそうな表情を浮かべた。

「……一枚五万円の安物でも構わないなら」

「もーっと安いのでいいです、安物で！」

　結局、飼っている犬の予備エサ皿（でも一万円）を借りることにした。

　カイゼルヒゲと黒服たちがジッ……と凝ぎよう視しする中、懐ふところから魔マッチを取り出して魔ま擦さつする。そこから立ち上る紫し煙えん――魔力は才能ある者にしか見えないため、その場にいる誰もが怪け訝げんそうな表情を浮かべた。

「……そのマッチ、湿しつ気けているのでは？」

「いえ、いいんです。魔ッチですので」

　生じた魔力を指に絡めとり、圧縮しながら犬のエサ皿にまとわりつかせてゆく。

　魔法――は、無理なので魔ま装そう強化。

「――終わりました」

「終わりっ？　い、今ので？」

「えぇ。このお皿は魔法により、何をしても壊れないだけの強度を手に入れました」

「……なんだか手品みたいだな」

「この国では手品も魔法もマジックと訳すみたいですし」

「ふむ」

　曖あい昧まいに頷うなずく岬パパ。

　とはいえ、やはりにわかには信じられないようで、怪訝な表情のままである。

「……本当に、何をしても壊れないのかね？」

「並大抵の衝撃なら、びくとも」

「黒くろ磯いそ」

「はっ」

　やたら筋肉質な黒服が巨大なハンマーを抱えてやってきた。

　別の黒服たちが黄金の台座（黄金である意味は不明）を用意し、魔装強化したお皿を乗せると、彼はその一点めがけて――力の限りにハンマーを振り下ろす！

「ぬうぅんっ!!」

　ドォォン――と。屋敷全体が揺れたような、凄まじい衝撃。

　お皿を乗せていた黄金の台座は一瞬で粉々に壊れたが――直接打ち付けられたはずのお皿には、傷の一つもついていなかった。

「お……おおおおお！　す、すごい！　こりゃ本物だ！　腕相撲ならシロクマにも勝ったことのある黒磯が破壊できんとは！」

　岬パパの感嘆と同時に、黒服たちから惜しみない賞しよう賛さんの拍手が贈られる。

　黒磯さんは一体何者なんだ。

「いやぁ、疑ってすまなかった。このとおりだ」

「そんな、頭をあげてください」

「……正直、安心した。あの子の才能をきちんと伸ばしてもらえる師がいてくれて」

　そこでまた、岬パパは深々と頭を下げる。

「これからも、岬をよろしく頼む」

「えぇ、もちろんです」

「……で！　良ければ他の魔法も見せてもらいたいのだが！」

「お邪魔しましたっ、さようなら！」

　居並ぶ黒服たちの間をすり抜け、僕は逃げるように黒河邸を後にした。







　それから瞬く間に時は過ぎていった。

　退屈な授業。疲れる放課後練習。見つからないマモノ捜索。その合間を縫ぬって岬ちゃんへの魔法教育。その他もろもろエトセトラ……。

　頑張った……頑張ったよ、僕。慣れない環境で、しかも魔法が使えない状態で……。

　だからもう、帰ってもいいかな。

「なに言ってるんですか、お師匠さま。今日こそ本番でしょうに」

「あぁ……その通りだ。その通り、なんだけど……」




　カッ――と、照りつける太陽。




　突き抜けるような晴天。魂たましいの抜けるような炎天。

　殺す気か……殺す気なのか、この僕を！

「みんな同じ条件です。ほら、キャップを被って、タオルを首に巻いて」

「わーありがとー……でも辛い」

　生徒用待機席の一角で岬オカンに世話を焼いてもらい、どうにか正気を保つ。

「……しかしみんな、この暑い中、よく頑張るな」

「今日はそういう日ですからね。お祭りですよ、お祭り」

　お祭り――私立祭さい桜おう芽が高校体育祭、本番当日。

　ただでさえ普段から学生で溢れているというのに、保護者や近隣住人、その他もろもろの見学者まで一斉に押しかけてきており、確かに学校の敷地内はもはや一種お祭りめいた状況だった。

「……ねぇ、あの妙に黒服が密集してる場所って」

「あ、パパ」

「やっぱり」

　観客席の一角に、そこだけ罰ゲームのように黒服をきちっとまとった男性集団が固まっており……その中心には、カイゼルヒゲの見事な中年男性がいた。めちゃくちゃ暑そうである。黒服の蒸し焼きとかにならないんだろうか。

　岬パパはこちらに気がつくと、にこりと微笑ほほえんでカイゼルヒゲをビクビク上下に動かした。あれは一体どうやってるんだ？　僕にもヒゲが生えればわかるのか？

「ん……ちょっと見えないんだけど、岬ちゃんのお母さんは？」

　そういえば、家に行ったときも見なかったような。

「いませんよ」

「仕事が忙しいとか？」

「いいえ。ママはわたしが小さい頃に亡くなりました」

「……ごめん」

「気にしないでください。昔のことですし、気持ちの整理もついてます」

　おあいこですね、と岬ちゃんは少し寂しそうに笑った。

　この前のことを、今もまだ気にしてくれているらしかった。

「病気でした」

　周囲の音が急速に遠退き、彼女の静かな声だけがやけに耳に届く。

「パパがいくらお金を使ってお医者さまを雇っても、どれだけ最先端の医学を導入しても治せなくて……それでまぁ、あっけなく、ぱったりと」

「あっけなく。ぱったり」

　感想はわからないでもない。僕の両親も、そんなふうに死んだ。

「でも、その二、三年後くらいだったでしょうか。遠くの町で、どんな病も立ちどころに回復させてしまう、不思議な力を持った女性がいるという噂を耳にしました」

「不思議な力……って」

「たぶん、魔法のことだったんだと思います。当時わたしが確かめに行ったときは、すでにいなくなっていたみたいですけど……」

「ふぅん……？」

　誰だろう。魔界保全機構の目を掻かい潜くぐり、グリムラインを突破できる魔界人なんてかなり数が限られてくる。もしかしたら、僕の知っている相手かもしれない。

「きっとあのとき、その人がいたらママは助かっていたと思いましたが……でも、たぶん、そうじゃなくて」

「じゃなくて？」

「わたし自身に、そんな力があれば良かったんです。パパが持っているような力ではなく、もっと常識外れで、それこそ奇跡と呼べるような力が」

　膝の上に乗せた拳が小さく震える。

「どうしようもないこととか、どうにもならないこととか……それをそのまま受け入れるのも、経験して乗り越えていくのも、強さだと思いますけど。わたしは……」

　――心なんて、弱いままでよかった。

　――そんなことなら、ママに生きていて欲しかった。

　掠かすれるような声で、岬ちゃんはそう言った。

「……そっか」

　だから岬ちゃんは、魔女を目指した。

　理不尽を覆くつがえす理不尽を欲した。

　己の願いを叶えたいなら――己が強くならねばならない。

　僕もそう信じて生きてきた。

「……でも」

　でも……僕は、失敗した。

　自分の願いが、わからなくなってしまった。

　わからないまま、取り返しのつかないことを重ねてきてしまった。

　だから僕は――反面教師だ。

　岬ちゃんが同じ道を歩まないように。岬ちゃんが正しい道を進めるように。導くなんて偉そうなことは言えないけれど、少しでも彼女の役に立つ。

　それが今の僕の願いで――今を生きている理由のすべてだ。




『次は三年男子の一〇〇メートル走です。最終学年の迫力ある走りを……』




「お、そろそろ拙せつ者しやの出番でござるな」

　真後ろの席に座っていた時と空間の魔術師が立ち上がった。

　不意に現実に引き戻され、努めて平へい穏おんな日常を演じる。

「あれ、砂すな岡おかって三年生の競技に出るの？」

「いやいや、拙者が出るのはこの次の『七五メートルバック走』でござる」

「地味っ」

「それでは準備してくるでござるよ～！」

　ほほほっ、とウォーミングアップのつもりで後ろ向きに去ってゆく時と空間の魔術師。途中、上級生にぶつかって胸ぐらを摑まれていた。

「……張り切ってるなぁ」

「バック走は砂岡くんのアイデンティティの一つですからね」

　どんな人間だ。

「お師匠さまの出場競技は、二〇〇メートル走ですよね」

「そうだね、出番そろそろかも」

　岬ちゃんもすでに湿っぽい空気は払ふつ拭しよくしていて、いつもの調子だった。

「岬ちゃんは何に出るの？」

「二〇〇メートルミニミニ競歩という、本校オリジナル種目のひとつです」

「それならケガにも影響なさそうで何より」

　一応、足の腫はれは引いているし、ブラッディジャック級の専属医も「もはやオッケティング～」と太鼓判を押した（口調が激しく胡う散さん臭くさいのはさておき）らしいので、特に心配するほどのことでもなかったのだが、まぁよかった。

「……？」

　絵え面づら的てきにバック走より地味っぽいのも、まぁまたさておくとして……一つ、気になったことができた。

「他の種目って、どんなのがあるんだっけ？」

「他ですか？　他は……一〇〇メートル走、二〇〇メートル走、一五〇〇メートル走、走り高跳び、ムカデ走、障害物競争、一〇〇メートルハードル走……」

　僕は改めてプログラムに目を通した。

「……走る競技ばっかじゃん！」

「え、体育祭ってそういうものですよ？」

　また一つ、人界社会を学びました。







「ねぇ、赤坂さん知らない？」

　午前の部が終了し、昼休憩に入る頃。

　その時間帯だけ開放された校舎内の教室で、走る競技の多さについて議論を交わしながら昼食を食べていたところ、猫乃さんがそんな言葉をかけてきた。

「いや、僕は何も。岬ちゃんは？」

「存じ上げませんね。砂岡くんは？」

「さっぱりでござるよ。猫乃殿は？」

「知らないから訊いてるんでしょうが……」

　話によれば、僕の次にムカデの練習不足が目立っていたため（わりと頻ひん繁ぱんに断りなく帰っていたらしい）少し打ち合わせをしたかったらしいのだが……どこを捜しても、誰に聞いても、見つからないのだとか。

「まさか、本番当日に帰るなんてことはないと思いたいけど……真壁じゃあるまいし」

「確かに、真壁殿ならわからんでござるが」

「お師匠さまならお昼待たずに消えますしね」

「僕の味方はいないのかよ」

　最初からアウェイとはわかっていたが、よもやここまでとは。

「むぅ、心配だなぁ……赤坂さん、ムカデの他にもまだ出る競技あるのに」

「そういうことなら僕らも捜すよ。ね？」

　振り返ると、二人は信じられないものを見たような顔つきになっていた。

「お、お師匠さまから……進んで人の手伝いを!?」

「嵐の予感！　午後の部の継続が危ぶまれてきたでござるな！」

「ちょっとやめてよ真壁、最悪帰ってもらうからね」

「いい加減にしたまえよ、君ら」







　そんなわけで結成された『赤坂さん捜索隊』は、活動開始十秒で「手分けして捜した方が早くない？」という猫乃さんのもっともな発言により解散し、現在は四人別々になって行動していた。

　僕の担当は校舎の下層階。

　上層階を岬ちゃんが担当し、猫乃さんと時と空間の魔術師が外を回っている。

　昼休みで開放されたとはいえ、午後の部の練習で外に出ている人間が大半の校舎内は静かなものだ。たまに廊下で何人かとすれ違ったものの、用事があるようですぐに外へ向かったし、その中に赤坂さんの姿はなかった。

　教室の一つ一つ、普段入らないような部屋も執しつ拗ように見て回ったが……悲しいことに、それらもすべて徒労に終わる。

「ここから上の階は岬ちゃんの担当か……」

　少し迷ったが……一度合流するのも手だと考え、そのまま階段を上ることに。

　校舎上層階は、下層階に比べてさらに静かだった。人がより少ないということもあるが、何より外の喧けん騒そうから遠い。各教室の窓が換気のために開けられていなかったら、足音の一つだって聞き逃すことはなかっただろう。

　取り立てて目にとまる人影もなく、さらに上へ。

　岬ちゃんの姿すら見つからないのはちょっと気になったが――。

「……おん？」

　最上階。ここに来て異常発見。

　一人、二人、三人……ざっと数えて十名ほど、廊下に倒れ伏して眠っている人々。

　そして、その近くで重力に反して浮かんでいる、謎の白い球体。

「なんだ、これ」

　毛の塊のようにもこもこしていて、生き物めいていなくもない。なんだか異様である。しかし、どこかで見たことがあるような気がしないでもない。

　その数は一つ、二つ、三つ……。

「……！」

　意識が遠のく直前、気がついて数えるのを止めた。それでも揺れる視界を鎮めるため、壁に何度か頭を強く打ち付けて意識を確かにする。

『メエェェェ……』

　白い毛玉は野太い声で鳴いた。

　マモノ――アリオンシープ。

　体毛に魔分が絡からまって蓄ちく積せきし、マモノに変異した羊の類だ。決まって集団で現れ、数えた者を深い眠りへと誘う特性を持っている。場合によってはかなり危険なマモノだが、逆を言えばそれ以外にさして特徴はない。

　――いや、待て。確かこいつも……。

「……エコ種だ」

　メルティシャドウと同じ、自ら魔分を生み出す希少種。

　単なる偶然か？　それとも何か理由があるのだろうか……いやいや、まてまて。

　だからなんで、こっちの世界にマモノがいるんだ？

「一体、何が起こっているんだ？」

　薄目でぼんやりアリオンシープの群れを見ると、なんだか道みち標しるべのように列をなしていた。その流れを追って行くと、やがて半開きになった屋上扉の前までたどり着く。

　そして――その向こうに。

「な……なんで、コレがここに……？」

　僕がしょっちゅう、授業をサボって寝転がっていた屋上。その中央付近には今、闇やみ色の渦うずが浮かんでいた。そして、そこからのそりと新たなアリオンシープが現れる。

　つまり――やはり間違いなく、これは……。




「魔界と人界を繋ぐ穴」




　カツン。

「時空的に二界を隔へだてている壁――グリムラインに超強力なマフリクトをぶつけることで開く不正ルート」

　カツッ、カツッ。

「とはいえ、どこでもいいわけじゃない。穴の空けやすい、壁の薄い場所は、魔界じゃすでに保全機構の連中がマークしている。そこで強力なマフリクトが起こればすぐに感知されるが――人界側で起きたマフリクトなら反応しようがないって寸法さ」

　カッ、カッ、カッ――。

「無論、他にも連中の目を欺あざむくための小細工は色々と必要だが……そこまでの説明は、アンタには不要だろうね。なにせ先駆者様だもの」

　カツンッ。

　足音と台詞せりふが止まる。

　そちらを振り返った僕の呼吸も、一瞬だけ止まった。

「やっほー、真壁くん！　びっくりした？　これがアタシの本当の姿なのさ！　ウソ！　というのがウソ！　つまりホントのホントってことだね！　きゃはっ」

　見たことのない真紅のドレスローブに全身を包んではいるが――。

　よく見知った友人、赤坂真ま梨り恵えがそこに立っていた。







「――なんてね。やっぱり疲れるからやめるよ、この喋り方」

　よく見知った？

　僕が一体、彼女の何を知っていたというのだろう。

　そう思わされるほど、目の前にいる人物はまるで同一に感じられなくて……。

「赤坂さん……だよね？」

「イエス。だけどそれは、本名でも本性でも本職でもない」

　普段の見慣れた笑みではなく、他者を上から飲み込むような威圧感の強い笑みを浮かべ、僕の友達は名乗りを上げた。

「改めまして、ご挨拶を――アタシはマリエル。マリエル＝レッド＝ドレッドという名の魔女さ。以後、お見知りおきを」

「ま、魔女……？」

　ちょっ……と、待って。

　赤坂さんが……彼女が、魔女だって？

「……マジで？」

　ウソだよー！　と、いつもの調子で言ってもらいたかったが、

「マジだよ」

　返答は簡潔だった。

　そんな彼女の足元にどこからともなくリスが駆け寄り、肩の辺りまでよじ登ってゆく。

　ツノと翼の生えた――リス。

　それは間違いなく僕らがここ数日捜していたマモノで、だからこそ、信じたくない現実を目の前に突きつけられているのだと、ようやく頭が理解し始めていた。

「監視用の端たん末まつだよ。だけどアンタらが血眼になって捜すから、怯えてロクに活動してくれなくなったじゃないのさ」

「……メルティシャドウの言ってた『ご主人』っていうのも」

「アタシだね」

　悪びれる様子もなく、あっさりと白状する。

　……一体、どういうことなんだ？

「どうしてマモノを人界に送り込んでいるんだ？」

「答えられないね」

「エコ種であることに意味はあるのか？」

「答えられないね」

「君自身の企たくらみか？　そうでなければ、首しゆ謀ぼう者しやは誰だ？」

「答えたくないね」

　面倒くさそうに、赤坂さんは頭を掻いた。

「疑問が尽きない気持ちはわかるよ。でもさ、ぜんぶ律儀に答えてやるつもりも義理もないんだ。アタシが今、アンタにしてやれることは――」

　近くに浮いていたアリオンシープの羊毛に手を突っ込み、何かを引きずり出す。

　それは、彼女の背せ丈たけほどもある巨大な――。

「……斧おの？」

「名称『レッドイクリプス』――アタシの魔ま斧ふの赤あか錆さびになりな！」












　瞬間――五メートル程あった距離を、彼女はたった一歩の踏切で消失させた。

「うぉっ、とぉ!?」

　脳天めがけて振り下ろされた斧を、ほぼ直感で後ろに飛び退き奇跡的に回避する。

「おっと、反射神経イイネ！」

　直後、赤坂さんの好戦的な笑みが紫煙に烟けむる。それは紛れもなくマフリクト現象であり――彼女の振るう凶刃が魔道具であることを証明していた。

　だがそれは、逆に僕の心を幾分か落ち着かせる。

　なぜなら今、この街一帯では魔法など使えないのだから。

「と、思うじゃん？」

　すれ違いざま、心中を見透かしたかのように赤坂さんは言う。

「アタシは木こりじゃなくて魔女だ」

　魔力の紫煙が急速に渦を巻く。

「斧を避けてハイおしまい、じゃあない」

　そして一点に収束し――虚こ空くうに何かが生じる。

　鉄球だ。

　爆発的に加速し、顔面めがけて飛来する。

「なっ!?」

　咄とつ嗟さに両腕で顔を庇かばうも、威力に耐え切れず足が浮き、後方に弾き飛ばされて地面を転がる。それでも擦すり傷きずを負わなかったのは、見た目はともかく丈夫なジャージを着用していたおかげと言えた。

「なんで……魔法が、使える？」

　問いかけに対し、赤坂さんは勝ち誇ほこったような笑みをにじませる。

「勝てたら教えてあげるよ」

「待って、勝つ？　戦うの？　なんでさ？　理由が……」

「理由？　あれだけ魔女を殺しておいて？」

　じん……と、鼓こ膜まくが短く震える。

　嫌な汗が噴き出す。

「……君が」

　心臓から送り出される血液に、ガラス片でも混じっているかのような痛みが走る。

「君が、何を知っている」

「アンタの噂うわさを知らない魔女なんざそうはいないさ、魔女狩り屋。それともやっぱり、魔女殺しって呼んだ方がいいかい？」

「違う。僕は、誰も殺してなんかいない。ただ……」

「ただ？」

「……魔道具を、破壊して回っただけだ」

「直接的でないぶん、余計に狡こう猾かつじゃないのさ」

　くくっ、と低い声で嘲ちよう笑しようする。

「中央からの口出しを嫌って地方に出向く連中は、魔道具一つでやりたい放題の支配体制を築ける。でも半面、それを失えば恨うらみ辛つらみの反動であっけなく殺されるリスクも背負っている」

「……」

「アンタはそれがわかっていて、そういう魔女に狙いを絞っていたじゃないか」

　今度こそ言い返せない。反論できる言葉がない。すべて、彼女の言う通りだ。

　岬ちゃんに魔法を教える？　彼女の反面教師になる？

　おこがましい以前の問題だった。

　僕にはそもそも……平穏に生きる資格など、なかったじゃないか。

「……復ふく讐しゆうか」

　少なくはない数の魔女を狩ってきた。

　そのツケが、ようやく回ってきたというだけの話だ。

　しかし拍子抜けするほど、赤坂さんはあっけらかんと否定した。

「いや？　中にはアンタを殺したいほど憎んでいる魔女もいるだろうが……アタシはそんな熱血タイプじゃない。もっと俗なヤツさ」

「俗……？」

「アンタを討ち取って名を挙げる。魔女狩りの実績に加えて、魔界に十人といない魔人様ともなれば、箔はくがつくどころじゃないからね」

　言葉と同時に指を鳴らす。すると――赤坂さんの近くで浮いていたアリオンシープの一匹が、くるりと半回転した。

　その白いもふもふ毛玉には、まぶたを落とした少女が顔だけ出して埋まっていた。

「……岬ちゃんっ！」

「アンタ、この子のことになると見境なくなるよね？　容よう赦しやなくマモノを消したり、自分の身体を犠牲にしたり――あんまりにも露ろ骨こつすぎて、観察していて面白かったよ」

「……まさか」

「そ、実験。ぜーんぶアタシの仕込みさね」

　メルティシャドウは赤坂さんからの刺し客かくで、僕の力を計る試し金きん石せき。そのときの反応から岬ちゃんが僕の弱点だと推測し、階段の踊り場から突き落として検証してみた。

　――そういうウラがあったわけか。

「本当に……何がしたいんだ、君は。岬ちゃんは関係ないだろ」

「関係づけることで意味が生まれているじゃあないか。これでアンタはアタシと戦わざるを得ない。違うかい？」

　アリオンシープの柔やわらかな毛に包まれる岬ちゃんは、とても幸せそうな顔をして眠っているが……ああ、もう、ダメだ。

　目の前にいるこの子はもう、僕らのクラスの赤坂さんじゃない。

　魔女の――マリエル＝レッド＝ドレッドなんだ。

　敵――なんだ。

「……気が変わった」

　僕は魔女狩り屋。

　所しよ詮せんは、魔女を狩ることでしか生きられないのだろう。

「お望み通り、相手になるよ」

　ポケットから鍵を取り出し、右の手袋を解かい錠じようして脱ぎ捨てる。久しく触れていなかった大気に興奮するよう、その手に刻まれた紋様が紅く煌きらめき始めた。

　魔刻印――『紅こう翼よく天てん使し』。

　魔刻刀によって刻まれたこの紋様は、肉体そのものに魔分干渉能力を与え、生身でマフリクト現象の引き起こしを可能とする。

「へぇ……なかなか見事な紋様じゃないか」

　マリエルが小さく息を呑のむ。

「誰に刻んでもらったんだい？　相当、名のある職人だと思うが……」

「答える義務はない」

　疾ッ――と、手刀を一振りする。それだけで大量の魔力が生じ、まとわりつき……先日の、魔マッチによるものとは比較にならない強度の魔装が完成する。

「さて……覚悟はいいか」

「やっぱりアンタ、そっちの方が似合ってるよ。イイ面つら構がまえだ……ぞくぞくするね」

　マリエルも斧を握り直し、構える。

「くたばりな、魔人！」

「魔女狩りを執行する」

　改めて、戦闘開始。







「ちぇえええいさああぁぁぁ！」

　マリエルの初撃は、疾走からの斧による一閃だった。

　無論、さすがにこれを防ごうとは思わない。相手も魔装していた場合は相そう殺さい現象が起こり、斧と素す手でのぶつかり合いになるからだ。

　だから、本命は――。

「残念、鉄球の方が威力は高いよ！」

「愚ぐ直ちよくに魔装で戦うと思ったか？」

　声と視線と思おも惑わくが交こう錯さくする。

　大振りな斧の軌道を左半身側にダッシュして回避。体勢に隙の出来たマリエルへ一撃を加えようとするが、それより早く空間に充満した魔力が歪いびつな渦を巻く。

　隙が全く存在しない連撃。

　――なんてものは、この世に存在しない。

「その魔力、寄越せ」

　渦巻く紫煙に向かって腕を突っ込む。魔力はマリエルの思念に応じるより早く『紅翼天使』の紋様に引き寄せられて僕の腕に絡みつき……魔装に上乗せされる。

　もちろんそうなれば、追撃の鉄球も発生しない。

「……なるほど」

　素早く飛び退きつつ、マリエルが素直に感心する。

「魔刻印にはそういう使い方もあるのかい……考えたねぇ。魔法より格段に発動が早い魔装なら、ヒトがつくった魔力の横取りも可能ってわけだ。盗賊らしい」

「喋ってる余裕なんてあるんだ？」

　僕は待たずに全力疾走――追いかける。距離を取るということは、近づかれたくないということ。崩れた体勢を整えたいということ。だったら行動は簡単だ。

　戦闘は常に、自分がされたらイヤなことをすればいい。

「え？　あ、うおわっ！　ちょちょちょ！　ま、待って！」

「鈍のろ間まめ」

　あっという間に肉にく薄はくし、マリエルの両手首を摑んで勢いのまま押し倒す。あっけない。なぜそんなに悠長なんだ。後ろ向きのままで逃げ切れるわけがないじゃないか。

　きっと、自分が危険な目に遭うなんて微み塵じんも思っていないのだろう。魔女はみんなそうだ。己の力の強大さに酔よい痴しれ、耽たん溺できし、そして油断をする。

　だから――狩りやすい。

「いっ、だだあだだッ!?」

　ありったけの握力でマリエルの手首を握りしめる。表情は苦痛に歪んでいるが、なかなか斧を手放してくれない。……もう少し力を入れるべきか？

「痛い……っ、つっ、てんだろうがっ!!」

「ぐっ!?」

　突然、息の止まるような痛みと衝撃が走った。腹を蹴られたのだ――そう理解したとき、僕の身体はすでに空中を五メートル近く飛んでいた。

　予想外の反撃に目を白黒させていると、マリエルは少し涙目ながらも、特に深刻なダメージを負った様子はなく近づいてくる。

「まったく、とんでもないね……こんなか弱いレディに、なんてことを」

「どの口が言うか」

　初撃の怪力と瞬発力から、この手の反撃は予測できたはずだ。少し実戦から離れていたとはいえ、僕の勘かんもずいぶんとまぁ鈍ったものである。

　慎重に構え直した僕を見て、マリエルはため息を落とした。

「つまんない戦い方は……真正面からぶった切る！」

　そして一いつ喝かつ。人間離れした速度の突撃。

　しかし、所詮は同じことの繰り返しだ。今度は油断もしない。軌道自体は素直で読みやすい縦振りの一撃を難なく回避し、今度もまた、魔力が生じる空間に手を――。

「……っ!?」




　伸ばさない。

　返す斧の二撃目が、伸ばそうとした先の空間を通過したからだ。




「ありゃ、避けられた。もうちょっとでズッパリいったのに」

　鮮やかなＶ字の切り返し。

　斧の連撃を回避したせいで、マフリクトで生じた魔力を奪えていない。僕が後ろに下がった隙をついて紫煙は獰猛に渦巻き、至近距離から魔法鉄球を撃ち出す。

「うぐっ！」

　回避も防御も間に合わず、鉄球が右肩に直撃する。錐きり揉もみ回転に吹き飛ばされ、身体は何度も地面を転がっていった。途中から勢いを利用して素早く立ち上がり、体勢を整えるも……相対する魔女は悠然と睥睨するばかりで、追撃の気配はまるで見せない。

　憎らしいほど余裕綽しやく々しやく。

　だがそれも、認めざるを得ない状況だった。

「……その怪力、自前じゃなかったわけか」

　手首の力だけで、振り下ろした大斧の軌道を強引に逆方向転換させる。

　そんな動きは、どれだけ強靭な肉体の持ち主だろうと想定しなくていい動きだ。

　だが――相手は魔女。

　小数点以下の超越者にして、茨いばらの道の果ての領域。

「身体強化。それが君の二つ目……いや、一つ目の魔法だったのか」

「ご名答。といっても、気付いたところで手遅れさね」

　魔女と魔法使いを隔てる絶対的な違いの一つに、「複数の魔法を同時に行使できるかどうか」という点がある。これは、魔法使いが片腕しか使えない喧けん嘩か素人しろうとだとすれば、魔女は両腕ないしそれ以上で殴れる熟練の兵士と言っていいほどの違いだ。

　しかし半面、ほとんどの魔女は戦闘中に身動きが取れないというリスクを負う。理由は単純で、魔法の複数同時行使が、非常に集中力を要する行為だからだ。

　もっとも、「動き回れて魔法一つ」と「動けないが魔法二つ以上」のどちらが強力かといえば、比べるまでもなく後者である。実質、その場から動けないことなど、魔法が使えれば欠点らしい欠点とは言い難い。

　だから、魔女と名乗るわりに接近戦重視のマリエルは、もしかしたら複数魔法を得意としない低レベルな魔女かと思っていたのだが……真逆だった。

　身体強化と鉄球砲撃。

　あれだけ動き回りながら、二種類の魔法を使い分けられている。

　弱いのではなく、魔女の中でも頭一つ飛び抜けて強いのだ。

　――そんな相手と人界で、しかもこちらだけ魔法が使えない状況で戦うことになるとは、なんとも皮肉な話だが。

「さて、続けようか」

　彼女の目に映る僕の姿は、すでに敵対者から捕食対象へ変化している。

「いや……終わりにする、が正しいかね」

　今まで両手で持っていた斧を、片手に持ち替える。

　そしてそのまま軽々と一振り、二振り……否。

　一回転、二回転、三回転。それでもなお回転は止まらず、電気仕掛けの扇せん風ぷう機きじみた速度で連続回転へと発展する。

　いや……扇風機ならぬ戦風機、といったところか。

「これがアタシの『月げつ滅めつ日につ蝕しよく』――攻撃も防御も、そして魔法も万全の戦闘スタイルさ。今まで手を抜いていて悪かったねぇ！」

　何度目になるかわからない突撃疾駆。

　しかし今度は戦風機――単純な突進そのものが殺さつ刃じんの嵐だ。

「シャル・ウィ・ミイイィィィンチ!?」

　マリエルの突進軌道から、先ほどよりも大きく飛び退く。ミンチは回避できたが、そうして体勢が崩れたところへ、追撃の魔法鉄球を撃ち込まれる。こちらは回避しきれず何発かが命中し、さらに体勢を崩される。

「さぁてさてさて！　いつまで持ち堪こたえられるのかなぁ～!?」

　Ｕターンしたマリエルの嗜し虐ぎやく的てきな笑みが迫る。

　これを避けたところで、また魔法鉄球に撃たれるだけだ。わかっていても、しかし魔法が使えない現状、回避する以外に殺刃乱らん舞ぶへの対抗手段が何もない。

　悪循環は容赦なく始まる。

　突撃、回避、鉄球、命中。突撃、回避、鉄球、命中――。

　こちらのダメージが蓄積するだけで、打開策は一向に見出せず、やがて自分の意思とは無関係に足が動かなくなったところで……。

「……はぁ」

　諦めた。

　さすがに――魔装だけじゃ、魔女には勝てない。

「僕を殺したあと、岬ちゃんはどうする」

　両手を上げ、降参の意を示す。『紅翼天使』はもう煌きらめかない。

　マリエルは突撃を止めると、勝ち誇ったような笑みを浮かべた。

「無理に逃亡しないところを見ると、こうして舞台を整えた甲か斐いはあったみたいだね」

　……やはり、計算ずくか。

　盗賊仕込みのあの手この手を尽くし、この勝負を離脱することだけなら、今からでもできないことはないが――そうすれば確実に、一般人を巻き込む。少なくとも、この真下で体育祭に関わっている人間は全員、もれなく。

「辛抱強く実験と観察を繰り返していてよかったよ。聞いた話だけじゃ、まさかアンタがこっちの世界の人間に配慮するなんて想像もつかなかったからねぇ」

　質問に答えよう、とマリエルは言った。

「その子からはアタシに関する記憶だけ消して、あとは何もしない」

「本当か？」

「ああ、約束する」

「……なら、いいや」

　どうせもともと、何度も幕を下ろしていたはずの人生だ。

　岬ちゃんさえ無事であれば、僕はそれで――。




「諦あきらめちゃだめーっ！」




　――構わないのに。

「お師匠さまは、いつかわたしが倒すんですから！」

　まだ文句のある人間が、この場にはいたようで。

「……やぁ、岬ちゃん。おはよう」

「おはようございます！」

「そして、バイバイ」

「こらぁーっ！」

　怒られた。

　アリオンシープのモコモコ毛皮に埋まったまま、顔をりんごみたいに真っ赤にして、そりゃあもう怒髪天を衝く勢いで。

「まだ手があるじゃないですか！」

「こっちが魔法でも使えりゃ話は別だけどね。もう、打つ手はないよ」

「左！」

　岬ちゃんは叫んだ。

「そっちの手があるじゃないですか！　なんとかシャドウを倒した、その左手が！」

「……こっちは、ダメだ」

「なんでですか！」

「これは……壊すことしかできない、呪われた手だ」

　それでは過去の過ちの繰り返しだ。僕は今でも昔と同じ魔女狩りに違いないだろうが――今はもう、こんなものに頼ってまで生きようとは思わない。

「違います！」

　しかし岬ちゃんはなおも叫ぶ。

「壊すことしかできないなんてウソ！　だってお師匠さまは、その力でわたしたちを助けてくれたじゃないですか！」

「あ、あれは結果論であって……」

「その結果は、お師匠さまだから導き出せたものじゃないんですか!?」

　脳みそを直接トンカチで殴られたような衝撃に襲われた。

　僕だから――助けられた？　……こんな、呪われた左手でも？

「関係ありません！　だって、道具なんてしょせん使い方次第じゃないですか！　料理人の持つ包丁を怖がる人がいますかっ？　バスの運転手が握るハンドルを恐れる人がいますかっ？　いないでしょう！　だからっ」

　岬ちゃんは思い切り――息を吸ってから、

「お師匠さまが使うなら、そんなもの怖くありません！」

「……」

　この間はいきなりだったから驚いただけで……と、ごにょごにょ付け足してはいるが。

　使い方次第――僕次第、か。

「……聞こえてたと思うけど、僕、魔女狩り屋だよ？」

「昔の話です！　今は違います！」

「そうかな」

「そうです！」

「でも、また昔みたいに戻るかもしれない」

「そんなことはありえません！」

「なんでそう思うの」

「そう思うからです！」

　恥ずかしげなんて一切なく。

「普段のお師匠さまを見ていれば、もうそんなヒトに戻るだなんて考えられません！」

「……はぁ」

　どうしていつも、この子の言葉はこんなにも心に響くのだろう。

「ねぇ、マリエル」

　そしてなぜ僕は、彼女のそんな言葉だけで気持ちを切り替えられるのだろう。

　つくづく単純で――いやになる。

「一つ聞くけど、その武器はお気に入りだったりする？」

「あん？　なんだい、いきなり」

「身体ぶっ壊されるのと、武器ぶっ壊されるのだったら、どっちがいいかなと思って」

　問うと、マリエルは目を丸くしたのち、大笑いした。

「はははは！　なんて単純な奴だ！　愛しの彼女の声援でぱわーあっぷぅ？　どこのマンガの主人公だよ、笑わせないでほしいね！　ひ、ひひ……ひひははふふはは」

「で、どっちがいいの？」

「どっちでもいいよ」

　馬鹿笑いは一瞬で引っ込んだ。

「どうせアンタにゃできっこない。あのお方からどれほど恐ろしい奴かというのは聞いていたが……正直、そんなに大したことなかったね」

「あっそ。じゃあ、遠慮しないよ」

　……ん、あのお方って誰だ？

　まぁ……いいか。今は置いておこう。

「岬ちゃん」

　羊の毛に絡まったままの彼女に、できる限り自然な笑みを見せる。

「一個だけ、お願いがあるんだ」

「……ご、ご褒ほう美びのチュウ、とかですか？」

「しばらく、僕のことを見ないでほしい」

　ダメ元で言ってみる。

「できない約束です」

　……やっぱりダメか。

「見守っていますし、憶えています。わたしは、お師匠さまから逃げません」

「……はぁ、もう。後悔しても知らないよ？」

　知らず苦笑を漏らしつつ、左の手袋を解錠し――剝はぎ取る。

「……なっ」

　呻くような声を絞り出したのは、目の前の赤い魔女だ。

「なんだい、その手……手？　牙？　く、口……？」

　牙のような爪。手の平から甲までぽっかり空いた暗い空洞。肉と骨が裏返り、外骨格じみた様相を呈している異い形ぎようの黒。

　――それが今の、僕の左手だ。












「……なるほど、そうなってたのかい。この間は暗い上に一瞬だったから、よくわからなかったよ」

　口ぶりからして、魔法を利用し、メルティシャドウと視界情報を共有していたのだろう。よほど知りたがっていたモノの正体を目の当たりにして、しかしマリエルは不快感を隠そうともしなかった。

「見た目も気配も気持ち悪い……斬り落としてやる」

「そうしてくれるなら、助かるんだけどね」

　襲いかかるマリエルの『月滅日蝕』へ、動じずに応じる。

　呪われた左手が、魔斧『レッドイクリプス』と激突する。




　　　　　★　　　★




　魔分を刺激すれば、マフリクト現象により魔力が生じる。

　生じた魔力は魔分の『便利エネルギー』を超える『万ばん能のうエネルギー』を有しており、これを使用者の思念と結びつけることによって魔法へ昇しよう華かすることができる。

　使用者の才覚や技量、熟練度によって魔法の効果は上下するが、机上論的に言えばそこに限界というものはない。魔力を用いた魔法は万能だ。




　では、魔力をさらに刺激したらどうなるか。




　便利な魔分から生まれる万能の魔力から生まれる何かは、存在するのか。

　魔の道を志し、多少なりとも才を発揮した者なら誰もが抱く素そ朴ぼくな疑問。その可能性に気がついたとき、彼らは自分が世界でただ一人、新たな真理への第一歩を踏み出したかのように錯さつ覚かくするだろう。

　しかし、それがただの妄想だとすぐに気がつく。

　まず、考えうる限りの手段で魔力を刺激しようとしても、それが現実的に成功することはない。実際に試してみて結果を知る、ということができないのだ。

　次に論理的な結論を得るため思考すると、それがすぐに無意味なことだと気がつく。なぜなら魔力は魔力の時点でもう、すべての願いを叶えるエネルギーを有しているからだ。それ以上を求める必要は、これといって特にない。

　結論＝無理かつ無意味。

　だから誰もがすぐに諦める。仕方のないことだ。そんな研究に労と時間を費やすくらいなら、より効率的にマフリクトを、より効果的に魔法を、己のために用いるべく研けん鑽さんする方がよっぽど有意義なのだから。

　――でも。

　でも仮に、魔力をさらに刺激することができたとしたら……どうなるのだろうか？

　それがこの左手に巣食った魔道具――否。

　魔ま獣じゆうのテーマである。




　　　　　★　　　★




「オーバー・マフリクション」

　目の前の光景をシンプルに描写すれば、僕の左手は真っ二つに割られることなく、マリエルの魔斧を受け止めていた。

「どんなに便利で、どんなに万能で、どんなに希望的なエネルギーでも……度が過ぎてしまえば、それがもたらす結果はただひとつ」

　さらに――亀き裂れつが走る。

　僕の手にではなく、マリエルの斧に。

「破壊だ」

　亀裂が増え、伸び――広がり。

「それもただの破壊じゃない。再生を許さない、概念レベルでの根源的な破壊だ」

　決着はあっけなかった。

　斧は無数の破片に分かれ、飛び散り地面に落ちてゆく。

「僕はこの破壊現象を――オーバー・マフリクションと名づけた」

　その昔、ある魔法使いから奪い取ったこの左手の魔獣だけが、それを可能とする。

　これはそういうもので――それしかできない。

「だから、それはもう戻らない。二度と、元には」

　マフリクトを起こせず、斧としての形状も崩れ去った今――先ほどまで猛もう威いを振るっていたそれは、もはやただのガラクタと何ら変わりがなくなっていた。







「……決着、かな」

　役目を終えた両方の手に手袋を嵌はめ、施せ錠じようして封ふう印いんする。

　マリエルは壊れた魔道具をかき集めるようにうずくまっており、その表情は窺うかがい知れない。しかしもう、これ以上戦おうという気概は感じられなかった。

　あとはこのまま身柄を拘こう束そくして、洗いざらい事情を吐かせればいい。なぜこっちの世界に来たのか、目的は何なのか、他に仲間はいるのか……などなど。問題をすべて詳つまびらかにし、一つ一つ解決してゆけば、また元通りの隠いん遁とん生活に戻れるだろう。

　それで……ぜんぶ、終わりだ。




「――と、思うじゃない……？」




　不意に、頭上から誰か別の声がした。

「ダメじゃない、マリエル……見つけたら報告だって約束でしょう……？」

　暗雲が立ち込めているわけでも、遠雷が鳴り響いているわけでもない。朝からずっと変わらない、爽さわやかな晴天にして恨めしいほどの炎天だ。

　そのはずなのに……その人物が現れただけで、まるで世界がまるごと差し替えられてしまったかのように、辺り一帯の空気が豹変した。

　希望から絶望へ。

　非日常から――異日常へ。

「君、は……」

　上空からゆるやかに降下してきたのは……死神のような女性。

　かつての僕が唯一――狩ることを完全に諦めた魔女。

「お久しぶり、イッキー……」

　背は高く、細身で、まるで死人か廃はい人じんのよう。

　ツギハギだらけの病人服をまとい、頭にはナースキャップを載せるという謎ファッションだったが、血色さえ良くなれば顔だけは確実に美人麗人のそれだ。












　だが――その風格は、絶望的におぞましく。

　その陰いん鬱うつな存在感だけで、喉のどを締め付けられたように呼吸が苦しくなる。

「そうか……君が、黒幕だったのか」

　言うと、不機嫌そうに睨まれた。

「なんだか悪者みたいな言われようなのだわ……主催者、と言って欲しいものね……」

「主催？　何を企んでいる？」

「そんなの、わざわざ説明しなくてもわかっているのでしょう……？」

　何せかつての同志なんだから、と。

　否定しようのない事実をさらりと告げて、彼女はマリエルの方へ歩み寄った。

「帰りましょう、マリエル……羊ちゃん、きちんと連れて行ってね……？」

「……はい」

　斧の残ざん骸がいを名残なごり惜おしそうに見つめつつも、マリエルは彼女の指示に従ってアリオンシープを引き連れ、どこかへ向かってゆく。途中、思い出したように岬ちゃんを解放してくれたのは良かったが……ちょっと待て。

「またね、イッキー……次に会うときは、面白いものを見せてあげるのだわ……」

　毒の沼めいた瞳に射い抜ぬかれ、怯ひるんだ。怯おびえた。

　そんな自分を恥じ入り、この場から悠然と歩み去ろうとする二人を追うために、

「ま……待てっ！　逃がすと思っ、」

　走り出そうとして――いきなり、壁にぶつかる。

　……壁？　え、なんだ、これ……魔法か？　びくともしない壁が身体にべったり張り付いて、ちっとも離れる気配がしない。

「……あ」

　違う。違った。僕が地面に倒れただけだ。

　その認識がうまくはたらかないほど、意識が曖昧に溶けてゆく。

　手袋で封印したはずの左手が――熱い。

　熱い熱い熱い熱い……熱い！

「が……っ、うぅぅっ、、んん……っが、ハ、はぁっ…………!!」

　熱い、痛い、辛い、苦しい、重い、悲しい、怖い、厳しい、寂しい。

「お、お師匠さま!?　大丈夫ですか、お師匠さまっ、お師匠さまぁっ!!」




　誰かの声が聞こえる。

　誰かの声が聞こえる。

　誰かの声が聞こえる。

　……。




　――お前は、誰だ？
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　――素敵な手をお持ちなのね……。




　誰かが僕の手を取り笑う。

　――どうやって、手に入れたの……？

　夢……じゃあない。

　またしても、僕は昔の記憶の中にいる。

　――右はわかるわ……魔ま刻こく刀とうでしょ？　それもかなり上物……紋もん様ようも美しい……。

　――……道具も図面も、略りやく奪だつ品ひんだ。昔の仲間が、面白半分で勝手に彫ほって……。

　魔法王国レトレールは中央、首都パーティッツ郊外に広がる常とこ闇やみの森。

　そのどこかで僕は、一人の魔ま女じよに跨またがられ、尋問の魔法にかけられていた。

　――じゃあ……さっきの魔法も、その仲間から……？

　魔女がちらと見回す。暗がりではあるが、それでもハッキリとわかるほど、周囲には荒々しい破壊の傷きず痕あとが――僕と彼女の交戦した痕こん跡せきが刻まれていた。

　――……魔法は、別に師がついた……仲間を殺した奴だ……でも、僕を育ててくれて……魔法も、熱心に教えてくれた……。

　幼い頃、僕の故郷は魔女同士の縄張り争いで壊かい滅めつし――その後、そこを偶然通りがかった盗賊団に雑用係として連れ去られ、生きるために連中と調子を合わせた。

　何年か続いたそんな盗賊時代は、しかしあるとき、呆あつ気け無なく終わりを迎えた。

　下調べの段階ではいるはずのなかった――いるとわかっていれば中止の判断を下していた高名な魔法使いが、運悪く、襲撃先の村をその日だけ訪れていたからだ。

　予想外の反撃に遭あい、対応が間に合わなくなり、盗賊連中は皆殺しにされた。

　けれど僕だけが何故か生かされ――その高名な、年老いた魔法使いに引き取られ、魔法の使い方を徹底的に叩き込まれたのだ。

　なぜ僕などを引き取り、どうして魔法を教え、育ててくれようとしたのか。

　結局、僕がその答えを彼から聞く機会は、一生なくなってしまった。

　――こっちは、その師から奪った……。

　訊かれてもいないのに、左手を持ち上げて説明する。

　剝むき身になった異い形ぎようの黒。

　魔ま獣じゆうと呼ばれた、忌まわしき左手。

　――あら……いけない子……。

　――師は、こいつを封印するつもりだった……でも、僕はこいつの力が欲しかった……復ふく讐しゆうに、必要だったから……。

　――復讐って……誰に？

　尋問の魔法にかけられているはずなのに、答えが口から出てこなかった。

　もとより、そんなもの、持っていなかったのかもしれない。

　――魔女の縄張り争いで故郷が滅んだと言ったけど……あなたは本当に、心の底から魔女への復讐を望んでいるのかしら……？

　――それ、は……。

　――一応、魔女狩りの実績はそこそこあるみたいだけど……聞いた感じ、何か違うのよね……復讐というよりは、やめるにやめられないだけの、惰だ性せい的てきな印象……。

　僕よりも僕のことをわかっていそうな口ぶりで、魔女は続ける。

　――そうすると……その師匠に復讐？　盗賊に情が湧いちゃっていた……とか。

　――……さぁ。

　――その人……もう、殺したの？

　――……確認はしていない。ただ、手は抜かなかった。

　――じゃあ、もう死んじゃったのね……。

　私とこれだけ戦えるんだもの、と魔女は言った。

　その魔女は、魔界で最強と噂されていた。僕も腕には相当の覚えがあったけれど……結果、このザマだ。手も足も出ず、身も心も自由を奪われている。

　――それで……あなたはこれからも魔女狩りを続けるの？

　またしても、答えが口をついて出ない。

　――悩んでいるなら……ねぇ。

　甘い毒のように、誘いの声が耳朶にまとわりつく。

　――その力で、私と一緒に……。




　　　　　★　　　★




　そこではっきり目が覚めた。

　辺りは明るく白い空間で、どうやら弾力性のあるベッドの上に寝ていたようだ。

「……どこ？」

　なぜこんなところにいるのか。マリエルとあの魔女はどうなったのか。マモノは、体育祭は……色々と疑問は尽きなかったものの、とりあえず真っ先に解消すべきなのは、腹部辺りに軽くのしかかる重みの原因だろう。

「……岬みさきちゃん？」

「すぅ……すぅ……」

　床に膝をつき、上半身だけベッドにもたれかかるようにして――つまるところ僕のお腹を枕代わりにして――寝ている。それもかなり、気持ちよさそうに。

　アリオンシープ……の、仕し業わざではなさそうだ。

「……一体、何が」

「それはこっちの台詞せりふよ」

　入り口の方から声。そこには、拳こぶしをわなわなと震わせている猫ねこ乃のさんが立っていた。

「あんた、何ミサキチに変なことしようと……」

「いや、ちがう、これは誤解だ」

「問答無用っ！」

「ニャーッ！」

　スパァンッ、と手に持っていた花束による芳かんばしい一撃をもらった。散った花弁が岬ちゃんの頭にかかってとてもファンシー。

「あーあ、せっかくお見舞いに買ってきたのに……」

「そんなんだから友達が」

「ふんっ」

　スパッ、と二回目はさすがに白しら刃は取どりして受け止めた。

「お。目覚めたでござるか、真ま壁かべ殿どの」

　猫乃さんに続き、時と空間の魔術師が入室してくる。そこでようやく、自分が人じん界かいの日常の範囲内に戻ってきたのだと安あん堵どし、肩の力を抜くことができた。

「砂すな岡おか……ここは？」

「黒くろ河かわ殿のご実家、その療養室でござる」

　どうやら僕は気を失ってから、岬ちゃんの連絡を受けた岬パパによって真っ先にここへ運びこまれたらしい。そして例のブラッディジャック級の専属医に検査してもらい今に至る、とのこと。

「特に異常はないと仰おつしやっていたでござるが……丸一日、眠ったままでござったよ」

「え、そんなに？」

「一生寝てればよかったのよ、この寝坊助」

　ほとんど花びらの散ってしまった花を、それでも一応窓まど際ぎわの花か瓶びんに挿さしながら猫乃さんが睨にらみつけてくる。

　丸一日……か。

　色々と気になることはあったが、この二人に訊けることといえば……。

「……体育祭は？」

「終わるには終わったけど……軽いパニックになったわよ。あんた含めて二十人くらい行方不明かと思えば、みんな倒れて眠っていたみたいだし」

「原因を訊ねても、みな『羊を数えているうちに眠くなって』などと、意味不明の供述でござったからなぁ」

「そ、そう。そりゃあ変な話もあったもんだね」

　ともあれ、それ以上の実害はなかったようで一安心だ。

　そのとき、もぞりとお腹の辺りが動いた。

「む、うぅ……あ。あれ、お師し匠しようさま……？」

「やぁ、岬ちゃん。おはよう」

「おは、お……おおお、お師匠さまっ！」

　押し倒すように飛びつかれ、簡単にマウントポジションを取られてしまう。そして両頰をこれでもかと言うくらいグリグリグルグルつねり回された。

「……夢じゃ、ない！」

「自分のほっぺたつねってやろうぜ、そういうこと」

「よ、よかったぁ……もう、もう二度と目を覚まさないかと……！」

　目尻に小さな水滴を浮かべ、岬ちゃんは瞳ひとみをうるませる。

　自分ではちょっと意識が飛んでいた程度の認識しかないのだが、かなりの心配をかけてしまったらしい。しがみつく岬ちゃんを邪険に振り払う気も起きず、しばらくはまぁ好きにさせておくかとその状況に甘んじていると――。

「アツアツだねっ！　見ていて羨うらやましいよ！　なーんて、ウソだよっ！　だってアタシが本気出したら世のヲノコどもはみーんなコロッと落ちちゃうもんね！　だから全然悔くやしくないよ、ウソのウソだよっ！」

　赤あか坂さかさんに思い切り茶化された。

　……。

　……………。

「ちょっと待て」







　場所を庭園（もう岬ちゃんの家はなんでもアリだった）に移し、他に話を聞かれるおそれのある人物がいないことを確認してから、僕は切り出した。

「なに平然と日常パート食い込んできてるんだ、君は」

「いいじゃないか、別に。減るもんじゃあるまいし」

「君の出番はもう減るべきだっ」

　いるのは僕、岬ちゃん、そしてマリエル。

　キャラを作る必要性はないと判断したのか、彼女は先程から素の状態だ。

「いやー、良かったじゃないか。無事に目覚めることができて。あのままずーっと眠っていたら、さっくりヤッちゃってるところだったよ」

「あんまりそういうこと言わない方がいいよ」

　一瞬で間合いを詰め、マリエルの喉のど元もとに手しゆ刀とうを軽く当てる。

「……魔ま装そうも何もないみたいだけど？」

「今の君なら素す手でで十分だ」

「否めない。今度こそ本当に、ひ弱で可か憐れんなだけの女の子だしね」

　マリエルはお手上げのポーズで肩をすくめてみせた。

「だからこそ、取り引きしにきたんだ」

「……取り引き？」

「アタシを見逃せ、魔女狩り屋」

　あまりと言えばあまりの唐突さに、言葉が出てこなかった。

「これまで通り、アタシにこっち世界の日常生活を送らせてほしいんだ」

「……それだけだと、取り引きでもなんでもないんだけど」

「①アタシがアンタの命を狙ったり、マモノを呼び寄せたりすることはもうしない」

　淡たん々たんと、真顔で。

「②アタシが知っている情報を、できる限りの範囲で提供する」

「……どっちか選べと？」

「いや、どっちも条件として提示する。その二つの見返りとして、アタシの日常生活をアンタに保証してもらいたい」

「話が見えてこないな……それで君に何の得があるんだ？　まさかジェシカを裏切って、こっちの生活にのほほん埋もれるだけでいいっていうの？」

「今後はアンタに対する監視が主なアタシの仕事になるって話さね。①の仕事はアタシ以外の魔女でもできるし、②はジェシカ様から直々に許可を頂いている」

「……随分と余裕なんだな、ジェシカは」

「余裕というよりはアンタとの対戦を楽しみにしているんだよ、ジェシカ様は」

「あのー……」

　おそるおそる、それまで横で話を聞いてるだけだった岬ちゃんが手を挙げる。

「その……ジェシカって、誰なんです？」

　……そういえば、まだ説明していなかったっけ。

「さっき……じゃなくて、もう昨日のことなのか。途中、空から降ってきた人がいたでしょ。あれがジェシカ」

「羊に埋まっていてよく見えませんでした……どんな人なんですか？」

「簡単にいえば……闇やみの大魔女、かな」

「闇の大魔女！」

　魔界には七割の非魔法使いがいて、三割の魔法使いがいて……さらにその上に千人の魔女がいて、十人の魔人がいて――さらにさらにその上の頂点に、セヴンシスターズと呼ばれる七人の大魔女がいる。

　これはもう、存在自体が魔法じみて反則的な連中だ。

　ある者は魔界の半分を占める魔法王国レトレールを裏から操っているし、またある者は魔界全土の秩序を管理する魔界保全機構の長を務めている。

　僕らの前に現れた彼女――ジェシカ＝フランチェスカは、そんな大物連中の一人だ。しかも単純な戦闘能力だけで言えば、その中でも最強と謳うたわれている。

「その上、ジェシカは危険思想の持ち主として有名で……って、岬ちゃん？」

「はあぁ～……！」

　岬ちゃんの目はきらっきら輝いていた。

「……言っておくけど、人間的に褒ほめられた奴じゃないよ？」

「でも、魔女なんですよねっ？　しかも特大！」

「特大ではないが」

　とりあえず落ち着こうゼ。な？

「赤坂さん、赤坂さんっ！」

　聞いちゃいなかった。

　いきなり話を向けられて、マリエルが目を白黒させる。

「え、は？　アタシ？」

「赤坂さんは、そのジェシカさんとお知り合いなんですよねっ？」

「し、知り合いというか……関係でいえば、アタシの姉になるわけだが」

「赤坂さんのお姉さん!?」

「……忠誠を誓った魔女は姉妹関係を結ぶんだよ。アタシが妹で、ジェシカ様が姉。ジェシカ様は他にもたくさんの妹をお抱えでいらっしゃる」

「へぇ～！　へー……へえぇぇ！」

　振り切れそうな岬ちゃんの興味メーターに、マリエルはかなり鬱うつ陶とうしそうな顔つきをしていた。「そんなことも教えてなかったのかよ……」みたいな視線がとても痛い。だって僕、狩りに必要な戦闘情報以外は魔女のことそんなに知らないし……。

「じゃあ、まぁ、オッケーです！」

　岬ちゃんが何かのオッケーを出した。

「は？　何がだい？」

「さっきの取り引き、オッケーです！　飲みます！」

「えちょちょちょちょちょちょ」

　変な汗と声が出た。

「何？　なんで岬ちゃんがオッケー出してるの？　意味ちゃんとわかってる？」

「……しまりました！」

「斬新な驚き方はさておき、気づいてもらえたみたいで何よりだ」

「赤坂さんっ、さっきの条件に『ジェシカさんのサイン』を加えてください！　あ、為書きは『未来の大魔女★黒河岬ちゃんへ♪』でお願いします！」

「ゥヲーイ!!」

　思わず叫んじゃったよ……山彦みたいに響いちゃったよ……黒河邸広すぎだよ……。

　そんなことはどうでもいいんだよ！

「……そういやアンタ、魔女見習いなんだっけ」

「はい。まだ一ヶ月くらいですけど」

「ふぅん……それで、何？　センセーの鞍くら替がえでもするつもりかい？　そこの魔女狩り屋から、ジェシカ様に」

　意地悪そうに問いかけるマリエルに、

「いえ、全然？」

　岬ちゃんは迷いなく答えを出した。

「わたしのお師匠さまは、お師匠さまだけです」

「岬ちゃん……」

「魔女狩り屋……アンタまさか、人心操作の秘薬を飲ませて……」

「ＭＡ・ＳＥ・Ｎ！」

　作れるけど、という言葉は飲み込んでおくことにした。

「あ。あと、赤坂さんも変わらずわたしの中では赤坂さんです」

「……それは、アタシを今までどおりの友達として見てくれるってことかい？」

「もちろんです」

「はんっ、変な奴」

　鼻で笑い飛ばし、マリエルは視線を岬ちゃんから僕へと移す。

「で……だいぶ話が脱線している気がするけど、どうなんだい？　さっきの取り引き、飲むの？　飲まないの？」

　少し、考えてみようとした。

　しかし岬ちゃんから「魔女の頼みを断る奴は人間に非あらず」的なジト目で睨まれ続け、頷うなずかざるをえない状況になっていた。

「……一つだけ、確認したいことがある。ジェシカがこっちの世界に来ているってことは、目的は……」

「あぁ、そうさね」

　マリエルは茶化すつもりもなく、単刀直入に言った。

　僕にとっては一応、わかりきっていた絶望の情報を。

「ジェシカ様の目的は、人界を滅ぼすことさ」







　ジェシカ＝フランチェスカ。

　魔界最強と名高い闇の大魔女。

　人界の滅亡を目標として高らかに謳いあげる超一級の危険人物。

　理由は不明だが、その熱意と実行力の高さは本物だ。

　さらにその手下は――魔女ふうに言えば妹になるのか――総勢五百名をくだらないという一大派閥である。魔界に存在する魔女の総数が千を超えるかどうかという話だから、魔女の二人に一人はジェシカの息がかかっているというわけだ。

　そんな途方もない相手が敵だと判明した今、僕らは――。




「お、時間ぎりぎりコンビも到着したようでござるな」

「もう、二人とも何してたのよ。時間もったいないでしょ」

「すみません、お師匠さまのエイジングケアに時間がかかって」

「ヤングなのにオジーチャンなところも真壁くんの魅力……なわけないじゃんっ！」




　テルミーランドという遊園地へ遊びに来ていた。

　岬ちゃんがナチュラルにウソ吐ついているのはさておくとして……。

　僕たちは、遊園地へ遊びに来ていたっ！

「なにを二回も重要なこと言ってるような顔してるんですか、お師匠さま。そんなんだから遅刻しちゃうんですよ」

「僕らが遅刻した主な原因は君が寝坊したからだ」

　体育祭から一週間。

　そして二週間後には期末テスト。

　そんなわけで今日は体育祭お疲れ様＆期末テスト前決起集会――なのだとか。

　ジェシカが何か企んでいるからといってただちに影響が出ているわけでもない現状、いきり立って「待ってろジェシカ！」などと勇ゆう猛もう果か敢かんにパーティーを組みエンコラショッショと冒険に出るのも変な話で、必然、僕は緩ゆるやかな日常に身を任せて向こうの出方を窺うかがうほかに選択肢がなかった。

　わけでもないのだが。

　まぁ――ついこの間までシリアス展開だったし、息抜きということで。

「見ろ！　人混みのようでござる！」

「……見ればわかるけど？」

　時と空間の魔術師が謎の発言をかました先は――テルミーランド。

　の、入り口前広場。

　そこだけで人がもうウワー！　ってな感じで、すごい。頭悪いと思われるかもしれないが、他に尽くそうと思う言葉もないくらい人が多いのだ。この人口密度は魔界じゃちょっと考えられない。恥ずかしながらも浮き足立ってしまい、いつもと同じ調子でいられなくなってしまう。

　……あと、あれだ。自分の背せ丈たけほどもある棒状の物体を袋に包んで嬉き々きとして背負っている岬ちゃんも、今日はいつもとちょっと違う。

「ミサキチ、それ何持ってるの？」

　当然のように赤坂さんから突っ込まれた岬ちゃんは、

「宝物です！」

　と、誇ほこらしげな笑みで答えた。

　岬ちゃんが演習を始めてから日は浅いが、魔マッチがそろそろ切れてしまいそうだったので、やむなく与えた魔道具がその宝物――魔ま杖じよう『ブラックピクシー』である。

　これをプレゼントしたために岬ちゃんが昨晩どっぷり夜更かししてしまった……というのは、秘密のやっこさん。

「いや、それはいいんだけど……たぶんそれ、入り口で没ぼつ収しゆうされるんじゃないかなぁ」

「「えっ？」」

　猫乃さんのツッコミに、思わず岬ちゃんと僕の声がハモる。没収？　なんで？　魔法の杖は持ち込み禁止？　ていうか魔法の杖だって袋の上からでもバレバレ？

「だってそれ、長さ的にアウトじゃない？　危険物にみなされるわよ」

「……迂う闊かつ」

　岬ちゃんが沈痛な面持ちになった。その視線が恨めしげに入場ゲート方面へと伸びる。そこでは確かに、入場者の手荷物を簡単にチェックしている光景が見て取れた。

　なんだ、長さがまずかっただけか。

「岬ちゃん、ちょっと貸してごらん」

「……没収、ですか？」

「いや、これこうするとさ……」

　袋の上からカチッ、トントン――カション、カション、カションッ。

「伸しん縮しゆく式しきだーっ!?」

「魔杖は先端の宝ほう珠じゆが要だからね。その他の部分は利便性重視で改造オッケティング」

　魔道具マメ知識。

　魔ま剣けんや魔ま斧ふが大気中の魔分を直接斬るようにして刺激するのに対し、魔杖は先端に埋め込まれた宝珠内に大気中の魔ま分ぶんを閉じ込め、その中で激しく衝突させあうことでマフリクトを起こす。言ってしまえば柄の部分は飾かざりだ。ぶっちゃけ杖にする必要はない。ないのだが、そこはまぁ様式美ということで。

「わあぁ……！」

　カチッ、シュカ、シュカ、シュカッ。

　カチッ、トントン……カション、カション、カションッ。

「一生大事にします！」












「気に入っていただけたようで何より」

　そんなこんなで『ブラックピクシー』をしまい、前に向かって歩き出す。

　遠方には天高く聳え立つテルミーキャッスル。その裾すそ野のには、無数のアトラクションを抱えて広がるテルミーワールド。入場ゲートの向こうでは、マスコットキャラのテルミーくんが謎の踊りでお客さんたちを歓迎していた。







　テルミー・インパルス。

　僕らが最初に向かうこととなったそのアトラクションは、種類で言えばジェットコースターと呼ばれるものらしい。

「やっぱりテルミーランドと言ったらここですよね」

「定番にして鉄板でござるな」

「最後の下り坂で写真撮られるんだっけ？　どうしよう、変な顔になったら……」

　アトラクション待ちは長蛇の二列。

　先頭に岬ちゃんが一人、次に時と空間の魔術師＆猫乃さん、最後に僕とマリエルが並んで立っている。一応ジャンケンで決めた席順で、このままテルミー・インパルスに乗り込む運びとなっていた。

　……の、だが。

「……ねぇ、魔女狩り屋」

「わかっている。みなまで言うな」

　僕とマリエルはガッチガチに固まっていた。

　だって……だって、ねぇ？　なんだよ、ジェットコースターって。外から様子を見たけど……あんな怖こわそうなもんに誰が乗るってんだ！

「ちょっと、前進んでくれませんか？　列空いてますよ」

「あ、すみません」

　後ろの人に注意されて前へ進む。そうです。乗るんです、こんな危険なモノに僕らこれから。ああ、前に進むほど不安が大きくなってゆく……。

「ねぇ、どうせなら写真撮られるタイミングでピースしない？　そうすればたぶん意識的に変な顔防げるだろうし」

「それならバンザイしましょうよ、バンザイ」

「決めポーズの方が映えると思うでござる」

　奴ら、正気か？

　魔法で飛んだり高速移動したりすることは魔界でもあったけど……あれは単なる手段であって、決してこんな間違った娯ご楽らくとして用いることはなかった。

「……マリエル、無茶しなくてもいいんだよ？　乗りたくなかったら、みんなにそう言えばいいだけなんだし。僕も付き添うからさ」

「いや……行く。人界の奴らに負けていられるもんか。アタシはこの殺人マシーンを制覇して、今日という一日を楽しくブロマガに書き綴つづってみせる……！」

「ブロマガやってるんだ……」

　何をしているんだろう、この子は。

　ここ数日も、本当にあのジェシカの手下なのかと疑いたくなるほど、以前とまるで変わりなく普通に学校生活をエンジョイしているし。

「監視だって言ったろ。こうやって一緒に行動するのが、アタシの一番の任務なのさ」

「そのわりには報告してる様子を見たことがないけど」

「なに言ってんだい、ブロマガ書いてるっつったろ」

「ジェシカはブロマガとか読む人なの？」

「……」

　マリエルは二秒だけ黙考した。

「――命令通り魔女狩り屋の観察を続けるも、やはり危険だと無力化されて現在捕ほ虜りよの状態。逆らうことのできないアタシはジェシカ様との通信手段を失い、魔女狩り屋に脅きよう迫はくされて今日は遊園地で遊ぶことになってしまった……と、いう設定」

「よくもまぁよどみなくウソがつけるもんだ」

「そういうことにしておけば、今のこの状況はアタシに何も落ち度がないって話さ」

「そんなこと言って、バレたらジェシカに殺されるんじゃないの」

「うっ」

　軽い冗談のつもりで指摘すると、マリエルは石化した。

　そんなこんなで、人界組と魔界組とで天と地ほどのテンション差に分かれながら順番待ちをしていると、いよいよとうとう残ざん酷こくにもその時が来てしまった。

　魔法が使えるなら時間を引き延ばすかスッ飛ばすかしたいところだが……。

「制限結界、ねぇ……」

　恨うらみがましくマリエルを睨むと、より凶悪な目つきで睨み返された。

「なんだい、アタシのせいじゃないよ」

「君のオネーサンの仕業でしょ、なんとかしてよ」

「ムリだ。約束通り教えてやったんだから、あとはアンタ自身でどうにかしな」

　僕が街で魔法を使えない理由。

　それは、ジェシカが街全体に結界を張りめぐらせていたからだった。

　その中で魔法を使えるのはジェシカが許可した者――身体に制限緩かん和わの空くう印いんを刻んだ魔女だけだという。

　空印とは、魔刻刀で彫ることのできるもう一つの特殊な刻印を指す。これは特定の魔法を自動的に発動させるための技法で、仕組みとしては――。

『暗号的に図面へ組み込んだ意図や意思を、生きている人間の思念であると魔力に誤認させることで、魔力供給さえできれば自動的に魔法が発動される』

　――という、何とも頭の痛くなるようなヤヤコシイものである。加えてあまりに高度で複雑な技術のため、発動できるのは単純な魔法にとどまる。

　またこの空印、複製や解読の防止から不可視処理を施されるケースが多い。だから、僕がマリエルの身体から空印を見つけて刻み移すことはできない。

　マリエルもマリエルで、僕に魔道具を壊されたために今は魔法が使えない。

　なので、僕ら魔界組はおとなしくテルミー・インパルスに乗り込むしかなかった。

「シート、オッケー。安全バー、オッケー」

　入念に安全確認をしていると……ぎゅぅっ、と。

　隣の席に座るマリエルが力いっぱいに服の袖を握ってきた。

「……マリエル？」

「はなしたらしぬ……から……」

「安全バーあるし大丈夫じゃない」

「したかんで……しんでやる、から……」

「精神状態不安定な人って乗っていいんだっけ」

　係員に確認しようとしたが時すでに遅し。テルミー・インパルスは鈍にぶく重い音と衝撃を合図に出発し、ゆったりとした速度で最初の坂を上り始めた。

　いや……坂なのか、これ？　坂っていうより、壁じゃないか？

　……デンジャー！　デンジャー！

「魔女狩り屋、今だ！　手袋脱いでこの拷ごう問もん機械を破壊しろ！」

「おっしゃあ、任せておけっ！」

　しかし、安全バーを摑つかんだ手はまるで呪いのように離れてくれなかった。ついでに腰も浮かない状態である。もっと言えば歯がガチガチぶつかりまくっている。

　くそ……動け、動けよ僕の身体！　いま動かなくちゃ皆死んじゃうんだ！

「あ、あ、ああ……」

　もちろんやっぱり身体は動かない。そして当然、皆が死ぬようなこともない。死ぬとすればそれは僕とマリエルの心くらいだろう。当事者的に死活問題です。

　壁と呼ぶにふさわしい坂を頂上まで上りきり――一気に最高速度で落下してゆく中、僕とマリエルの絶叫がハーモニーを奏で……。

「うわあああああああああ…………ムリムリ怖えぇえええぇぇえぇぇぇぇぇ！」

「ぎゃあああああああああ…………意外と楽しいいいいいいぃぃぃぃぃぃぃ！」

　えっ。







　何時間後にも感じられたが実際には十分後。

　人生初のジェットコースターを乗り終えて、僕はベンチで死んでいた。

「もういやだ……二度と乗らんぞ、あんなモノ……」

「お師匠さま、大丈夫ですか？」

　精神状態があまり大丈夫じゃなかったところに、岬ちゃんの声。

　猫乃さんと時と空間の魔術師、すっかり目覚めてハマってしまったマリエルは再びテルミー・インパルスへ乗りに向かっていて、岬ちゃんだけが僕の付き添いというか、介抱に付き合ってくれていた。

「ダメ……ギヴォチワルィ……」

「わ、ひどい声」

「僕はもうダメだ……岬ちゃん、あとのことは頼んだよ……」

「わかりました！」

　えっ。

「お師匠さま亡きあとでも、立派な魔女目指してがんばります！」

「ちょちょちょ、死ぬ予定まではない！」

　慌あわてた様子を見せると、岬ちゃんに「ふふっ」と笑われた。

「……からかったな？」

「いつまでもお師匠さまに踊らされているわたしじゃないのですよ」

「一度も君を踊らせられた記憶がないよ……」

「シャル・ウィ・ダンス？」

「いつか機会があったらね」

　それきりしばらく言葉は途絶え、静かな時間が流れる。

　久しぶりに、二人きりだった頃の生活に戻ったような、そんな感覚だった。

「――平和、ですね」

　ぽつりとつぶやいた岬ちゃんの言葉に、同意して頷く。

「平和だね」

「魔女が攻めてきているんだなんて、思えないくらいです」

「そりゃあ、一緒になって遊んでるもんよ」

　背後のテルミー・インパルスを見上げると、ちょうど天辺から奈な落らくの底へと落下するところだった。『テエエェルミイイィィ!!』と響き渡る乗客らの大絶叫の中に、マリエルの声が混じっていたかどうかまではよくわからない。

「あんな感じで、ジェシカさんとも仲良くなれませんかね」

「ムリだね。少なくとも、僕は絶対にそんなことできない」

「それはまた、どうして？」

「怖いから」

「お師匠さまともあろうお方が」

「自慢じゃないけど、いま会ったら恐怖で動けなくなる自信があるよ」

「ヘビに恨まれたカエルですか」

「カエルは一体ヘビに何をしたんだ」

　プチ下げ克こく上じようが起きた模様。

　岬ちゃんは「ふむん」と頷いた。

「では何か、直接的に対峙しなくとも、解決する方法がおありで？」

「……まぁそうだね。だから今はこうして英気を養って……」

　……いや、違う。そうじゃない。

　これは単なる逃避だ。

　すべては闇の大魔女ジェシカの仕業だと判明した。なのに、僕が彼女を恐れているから。直接、その企みを潰しに行かないから。問題は根本的に解決しないまま。こうやって今日も、やるべきことから逃げている。

　こんなふうにだらだらやっていたって、何の意味も……。

「お師匠さま……」

　ぐいっ、と。

「行きましょう」

　岬ちゃんに腕を引っ張られて立たされた。

　行く……って、どこに？

「どこでもいいです。とにかく、いつまでもジッとしているのは勿体ないです。せっかくパパが人数分のフリーチケットまで取ってくれたのに」

「なんならホテルの予約まで取るとか言い出したからね、あの人。辞退したけど」

　あのカイゼルヒゲは底が知れない……金持ちのモンスターペアレントや！

「そういうわけですので、さぁ」

「でも僕、もうジェットコースターみたいなのは……」

「それなら……あ、アレ。アレとか大丈夫じゃないですか？」

　岬ちゃんが遠くを指さして言った。

　見た目で言えばジェットコースターよりも目立って巨大な、アレは……。

「……アレは、何？」

「アラウンド・ザ・テルミー、通称アラテル。観覧車の類たぐいですね。ゆっくり高いところまで昇って、ゆっくり低い所まで降りてきます」

「高いとこ……おおぉっ？　あんな高さまで!?　ムリ、落ちたら死ぬ！」

「大丈夫ですよ、安全です」

「いやいや、万が一にも事故が起こらないとは限らないじゃないか……」

「お師匠さま……万が一っていうのは、毎日テルミーランドに来て毎回観覧車に乗ったとしても、三十年に一回あるかどうかってレベルですよ？」

「今日がその三十年に一回のトラブル感謝デーかもしれないじゃないか……！」

「あー、もー！　いいから行きますよ！　これもまた人界社会の勉強です！」

「そういえばそんな隠し設定が……」

「初、期、設、定！　ジッとしていないで、とにかく動きましょう！」

　岬ちゃんの女子力に力強く引っ張られ、うじうじ悩んでいる暇ひまなどもなく、僕らは悠然とした回転を続ける観覧車――アラウンド・ザ・テルミーのもとへと向かった。







「あー、楽しかった！」

　陽ひもだいぶ暮れてきたところで、お開きの流れとなった。

　お土産みやげタイムも終了し、今はみんな揃そろってゆるゆると出口に向かっている。

「ジェットコースターって意外とたいしたことないんだねっ！　ホントだよ！　ウソなんかついてないよっ！」

　満面の笑みで語るマリエル（赤坂さんモード）は、すっかり新しい世界への扉を開いてしまったらしい。クライマックスでの撮影写真は三枚まで増えており、いずれも極上のスマイルでキメッキメのポーズである。

「お父さんの買ったでしょ。お母さんの買ったでしょ。弟の買ったでしょ。にぃちゃんの買ったでしょ。……うん、全員分買った！　おさいふからっぽ！」

　一方こちらは、おみやげ袋を両手いっぱいに持って満足そうな猫乃さん。テンション上がってしょーもないモノまで買っちゃいないか、ちょっとだけ心配である。

「また来ましょうね、お師匠さま」

「……そうだね」

　並行して歩く岬ちゃんに、いくぶん和らいだ気持ちで返事する。

　彼女に連れ回されたり、またみんなと合流して色々と回ったり、買い食いしたり、迷子を迷子センターに送り届けたり、そこで迷子になっていた時と空間の魔術師を発見して一緒にいなかったことに初めて気がついたり……なんだかんだ、色々あった。

「みんなで最後に、写真でも撮らんでござるか？」

　入退場ゲートに向かっている道中、時と空間の魔術師が歩みを止めて提案した。

　今日一日で写真は何枚も撮ったが……確かに、全員揃って最後に撮影するのも悪くない。その意見に賛成だ！

「いいね。じゃああの、テルミーキャッスルを背後に五人で……って」

　そこで、気が付いた。

　五人一緒には撮れないじゃん、と。

「じゃあ、私が撮ってあげるのだわ……」

　しかしそれも六人目が現れたことでなんとかなりそうだった。

　……。

「…………え？」

「はろはろ、イッキー……また会ったわね……他の皆様は……はじめ、まして……」

　がくんっ、と。

　いつの間にか僕らのすぐ傍そばに立っていた細身の女性が――糸を切った操り人形のように頭を深々と下げ、ぎりぎりとゼンマイを巻くようにゆっくりと……大きく息を吸い込みながら姿勢を元に戻す。

　本物。

　本物の――彼女。

「私が噂うわさの闇の大魔女、すぅぱぁぷりてぃ～ジェシカちゃん……なのだわ……」

　ジェシカ＝フランチェスカ。

　史上最悪の大魔女が、今、僕らの目の前にいた。







「うぅふふ、ふふ、うふ……」

　病的なまでに白い肌。呪いじみた長さの銀髪。

　感情の読めない、ピエロめいた不気味な笑み。

「みんな、楽しそう……」

　睥へい睨げいする瞳は闇の輝き。吐き出す声は呪じゆ詛その響き。

　何よりも救いがたい、腐くさりきったその性しよう根ね。

「呪い殺したくなっちゃうぅぅ……」




　そこで何もかもが終わっていた。

　平穏な日常なんてものは完全に終了していた。




「あ、う……ジェシカ、様……」

　マリエルの表情が恐怖に塗りつぶされる。口をぱくぱく開閉させ、全身はぶるぶる震え出し、しまいにはその場にしゃがみこんでしまった。

「幸せそうね、マリエル……」

　近寄り、目線の高さを同じにして、ジェシカはマリエルの額に優しく触れる。

「最近全然、報告聞かないんだけど……命令を忘れて、思いっきりハメを外して遊ぶのは、楽しい……？」

「あ、いえ……その、ああああ、アタシは楽しんでなんかいっ、」

　爆発音。

　何の前触れもなく眼前ではじけた衝撃波をまともに受け、吹っ飛ばされ、激しく何度も地面をバウンドし、案内看板に激突してマリエルの身体はようやく止まった。

　起き上がる気配は――まるでない。

「私はちぃ～っとも、楽しくないのだわ……」

「あ、赤坂さんっ！」

　猫乃さんが駆け出し、身動き一つしないマリエルの脈を測る。

「……だ、大丈夫。息はしてる。でも、でも……」

　そして――キッ、と。敵意の眼まな差ざしをジェシカへ向けた。

「あんた……何なの!?　いきなりこんなことして、何とも思わないの!?」

「……ちょっとだけ」

　ひどくどうでもよさそうに。

「ほんのちょっとだけ……もしかして、今みたいに吹っ飛ばされるのは……」

　ジェシカは無感情に言った。

「楽しいのかもって、思ったわ……」

「ふ、」

　猫乃さんは。

　普段は突つつ慳けん貪どんに振る舞うことが多いけれど、猫乃さんは。

「ふっ――ざ・け・る・なあっ！」

　あまりに仲間意識が強く。あまりに勇ゆう敢かんで。

　あまりに――友達を大事に想いすぎるから。

「あら……足、速いのね……健康優良児、うらやま……」

　飛びかかった。

　無気力で、構えもしないジェシカに猛烈な勢いで襲いかかった。

「裏山……死刑」

　だが――ジェシカを中心に、突如として強風が渦巻く。

「う、わぁっ!?」

　竜巻は、飛び込んだ猫乃さんの身体をきりもみ回転させながら上昇させ――そして、唐突に止んだ。必然、彼女は落下し――。

「はぐ、が……っ」

　嫌な音。

　天性の運動神経だろう。着地の動作には成功したが……飛ばされた高さがひどかった。手足は痙攣し、苦悶の表情でまともに動くことができない。骨折だけはしていないようなのが、せめてもの奇跡か。

　ジェシカの顔が岬ちゃんに向く。

　その背後に、時と空間の魔術師が回り込んでいた。

「ふははっ！　拙者のバック走を活かすときがっ、」

「不意打ちも」

　――ズガンッ、と。

　見えない何かに上から叩きつけられて額から地面に激突し、砂岡はそれきり呆気なくぴくりとも動かなくなった。

「楽しくないのだわ……する側も、される側も」

　小さなため息を落とし、ゆっくりと息を吸う。

　一瞬。

　思わず見み惚とれてしまうほどに淀よどみない、隙なき一連の流れ。

　導魔率――という概念が、魔法にはある。

　思念がどれだけ魔力に伝導しやすいか、という力のことで、言ってしまえば魔法の適性、才能というやつだ。これが大きければ大きいほど魔法を素早く、強力に、かつ自由に扱うことができる。修練を積むことでその潜在能力は目覚め研ぎ澄まされてゆくが……限界値には先天的な個人差が残酷にも存在する。

　ジェシカは、その導魔率が異常に大きい。

　魔界史上の最高値――と言っても、過言ではないほどに。

　一般的な魔法使いを一とすればマリエルのような魔女は三、魔人の僕が五くらいで、大魔女のジェシカは十――もしくは、それ以上。魔法の発動は僕らよりも早く、規模は大きく、理想から現実への再現率も比べ物にならないほど高い。

　……でも。でも、だ。




　だからといって、マフリクト動作すらないというのはどういうことだ？




　魔法には魔力が必要である。その魔力は、魔道具を用いて、大気中の魔分を人じん為い的てきに刺激――マフリクトすることでしか得られない。それは例外なき原則で、以前にジェシカと戦った時、確かに彼女も魔杖を用いていたはずだ。

　けれど――今はそれすら手にしていない。

　手ぶらでその場に突っ立っている。ただそれだけで、魔法が発生している。

　ジェシカは法則さえ超越したというのか？

　そこまで彼女は化け物じみていたか？

「――誰も、彼も、楽しそう……」

　砂岡の頭からじわじわと広がる小さな血の池を踏みつけ、ジェシカは歩く。

「どうすれば、私は楽しくなれるのかしら……」

　一歩進むたびに、どこかで爆発が起こり。

「誰か、教えてくれないかしら……」

　一いち瞥べつ視線を送るだけで、そこにあった建物が瓦解して。

「つまらないのよ、こんな世界……」

　破壊、破壊――破壊破壊破壊破壊、破壊。

　平穏無事な楽園から一転して、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図。

　なのに、僕の身体は動かない。ジェシカを見た瞬間からずっとだ。

　恐怖心という名の呪いが、身体を縛り付けている。

「なんで……」

「？」

「なんで……こんなことをするんですか……？」

　岬ちゃんの問いに、眼差しに、ジェシカは立ち止まった。

　あれだけ彼女に憧れていた岬ちゃんも、さすがに思い知らされたようだった。

　ジェシカは僕らの敵であり。

　根本的に分かり合えない――という事実を。

「なんで……って、ねぇ……そりゃあ」

　異様に細長い五指で長髪をすくいあげ、

「私、こっちの世界の人間が嫌いなのよ……」

　本心。ジェシカは、その行動理念だけで生きてきた。

　今までも。そしてこれから先も、おそらくずっと。

「だから、死んでほしいっていうか……滅んでほしいっていうか……」

　ぎょろぎょろ動く眼球が、すでにいくつも崩ほう壊かいさせた人界の営みを舐なめまわす。

「そのために私はただ、私にできる最大限の努力を、毎日しているだけなのだわ……」

　毒どく霧ぎりのように陰いん鬱うつなため息。

　蜂の巣の断面図じみた亀き裂れつが、周囲の地面にじわじわと走る。

「それより、あなた、知ってる……？」

　細く長く息を吸い込み――ジェシカは岬ちゃんの数メートル手前の距離で、クビを締めるようなジェスチャーを取った。

「知っているなら、教えて……私が、楽しくなれる方法……」

「あっ、が……ぐ、ぐ……」

「知らないなら……あなたなんか、はあぁぁ……どうでも、どうでもいいのだわ……」

　岬ちゃんの身体が、宙に浮く。

「あ」

　岬ちゃんがもがいている。

　岬ちゃんが助けを求めている。

　岬ちゃんが――。




「……ぶっ殺すぞクソ魔女が」




　気付いたら両の手袋を解かい錠じようし――。

　気付いたらジェシカの目の前まで距離を詰めていて――。

　気付いたら右の『紅こう翼よく天てん使し』でマフリクトを起こし――。

　気付いたら左の魔獣でその魔力をオーバー・マフリクションさせていた。

「死ね」

　鼓こ膜まくを劈つんざく爆音。

　網もう膜まくを焼き尽くす閃光。

　世界ごと揺ゆるがすような衝撃。

　気付いた時にはもう、その破壊エネルギーのすべてをジェシカにぶつけていた。







　爆裂四散した地面から、煙が朦もう々もうと立ち上る。

　先ほどまでそこに立っていた人物は、ゴミのように地べたを転がっていた。

「……あーあ」

　勝った――というよりは、やっちゃったという感じ。

　虚無感が全身を駆け巡り、寒気にも似た達成感が弾けては消えてゆく。

「……殺したことだけは、なかったんだけどな」

　とうとう、一線を越えてしまったわけだ。

　これでいよいよ、言い訳もできなくなったわけだ。

「――お師匠、さま……」

「ごめんね、岬ちゃん」

　拘こう束そくから解放された岬ちゃんが遠い。歩けば五歩とかからない距離なのに、果てしなく遠い。近いのに、永遠に触れられないこの隔たりは、僕がつくってしまった。

　彼女と出会う前の僕に。

　魔女狩り屋だった頃の僕に。

　戻ってしまっては――もう。

「僕はもう、君の師匠なんかじゃ……」




「……うふ」




　……………………え？

「うふ……うふふふふふ…………」

「な……う、ウソだろ……？」

　ちょ――っと、待て。

　それは、おかしい。ダメだ……違うだろ？　あってはいけない。無理だって。起き上がるな。待てよ。何なんだ。ウソだと言ってくれ。バカ。やめろ。ふざけんな。

　これで死なないとか冗談は本気でよしてくれ。

　こんなことならいっそ、僕を人殺しにさせてくれた方が何万倍も……。




「イイイィィィィィッキイイイィィィイィィイィィィィイィ!!」




　ジェシカは――闇の大魔女は――魔界最強の存在は。

「今のはとおおおおおおぉぉぉぉぉおぉぉぉっても！」

　オーバー・マフリクションの直撃を受けて、なおも生きていた。

「良かった、の、だわぁ……!!」

　覆ふく水すいを、むりやり盆ぼんに返しやがった。







「なん、で……」

　魔装じゃない。魔法でもない。取り返しのつかない破壊を――オーバー・マフリクションをぶつけて、それでどうして生きている？

　これが……これが、闇の大魔女？

　こんなのはもう――ただの、化け物だ。

「ふふ……やっぱり、素敵な手……すべてを壊す、美しき魔ま獣じゆう……」

　衣服こそボロ屑のように損壊しているものの、だからこそ際立って異常な肉体の無傷さが、絶望的に艶なまめかしい。

「お礼に、街中の魔法制限結界は解いてあげる……そしてお返しに、今から面白いものを見せてあげるのだわ……さぁ、おいで」

　ジェシカの呼びかけに応じるよう、どこからともなく黒い蝶ちようが飛んでくる。

　一見すればただの蝶にしか見えないが……マモノだ。

　エディルパピヨンという、エコ種の中でも希少な種。

「……エコ種？」

　さらにどんどん、マモノは集まる。

　エディルパピヨンだけではない。ゲル状のマッディスライム。歩く枯かれ尾お花ばなアドラグリン。群れをなし、共食いを繰り返しながら飛び回るバミルフライ。シャドウやアリオンシープも見受けられ……他にも、数え始めたらきりがない。

　集まったマモノたちは、ジェシカの取り出した紅い宝珠に吸い込まれてゆく。

「マリエルたちに手伝ってもらって……私が人界へ呼び出したのは、すべてエコ種……」

　紅い宝珠が空へと昇ってゆく。

　続くマモノたちも空へと吸い上げられ、宝珠の中へ消えてゆく。

「マモノでありながら、魔界の生態系を形成できる、優れた種ばかりよ……」

　宝珠は巨大化する。

　いくつものマモノを貪欲に呑み込み、肥大化する。

「この人界全体を、魔界と同じ条件にすることはできないわ……でも……限定した空間なら、エコ種のマモノを大量に送り込むことでそれも可能になる……」

　紅い宝珠は漆しつ黒こく化かする。

「たとえばコレ一個を孵かえすだけの環境なら、時間をかければ造作もないのだわ……」




　やがて空中に、それは生まれた。

　闇より暗い輝きを讃たたえた、あまりにも巨大な漆黒の楕だ円えん体たいが生まれた。




　僕はその存在を知っている。遠い昔に、師から少しだけ聞かされていた。

「――悪竜の、卵……」

「悪竜……？」

　岬ちゃんが小首を傾げる。

「なんですか、それ？」

「……マモノは大気中の魔分を食べるって、前に説明したよね」

「えぇ。食べ過ぎると世界のバランスが崩れて……あ。でも短命だから、すぐに死し骸がいが魔界の植物に分解されて、また大気中に魔分が戻っていく……でしたよね？」

「そう」

　それが理解できていれば、この状況が絶望的だということも理解できてしまう。

「でも、悪竜は死なないんだ」

「……死なない？」

「寿命がない。自じ壊かいがない。あまりにも強きよう靭じんすぎるから、他者に殺されることも、自分で死ぬこともできない。一度生まれたが最後、ただ魔分を食べ物にして、永遠に生き続けるしかない」

「ということは、魔分は……」

「食べたら食べっぱなし。二度と世界に還かん元げんされない。だから悪竜は、生きていても害悪しかもたらさない、悪性生命体なんて呼ばれる」

　はるか昔の狂った魔法使いたちが、禁断の研究に手を染めて生み出したと言われる生物兵器。理由も目的も不明になるほど大昔の出来事で、意義も意味も見い出せないほど危険な存在だから、もはや架空の、伝説の存在でしかありえないはずだった。

　それを再現しようだなんて……一体、誰が思いつくというのだろう。

「ちょ、ちょっとまってください、お師匠さま。そんなものが……そんな生き物が、人界で生まれたら……」

「言っちゃダメだ」

　僕は無意識に、反射的に、岬ちゃんの口を塞ふさいだ。

　今はそうすることしかできなかった。

「言ったらきっと、認めてしまう。理解してしまう」

　認めてはいけないことを。理解してはいけないことを。

　そうしたらきっと……心が完全に折れてしまう。







「んー……何かイマイチ、ピンとこないわ……」

　宙に浮かぶ、あまりにも巨大な漆黒の塊かたまりを見上げて、ジェシカは納得いかない様子で首を傾かしげた。

「こう、もっとこう、何か象徴的な……何かが、欲しいのだわ……」

　病的に細い腕を組んで、ぐるぐるぐるぐる、意味もなく歩き回り――やがて『ピコンッ！』と、彼女の頭上に閃きマークが現れた。

「あ、そうだ……こうすれば……」

　ジェシカが指を弾いて鳴らすと、卵の表面に、時限爆弾のような、不気味な赤い数字のカウントダウンが浮かび上がる。十数桁ほど連なるその数字の列の末尾は、一秒刻みで減っているように思えた。

　ジェシカは僕らを見て、得意気な笑みで質問した。

「どう……？　わかりやすく表示すると、楽しくなってこない……？」

「……いったい、何の数字だ」

「見ての通りよ……わかるでしょ……？　卵が孵るまでの時間だから、つまり……」

　ジェシカは宣言する。




「人界滅亡までのカウントダウンに決まっているのだわ」




　彼女はとうとう、長年の夢を実行に移したのだ。
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　魔法王国レトレールは西部、クインマーシュ地方アムルガ市街。

　首都パーティッツに次いで魔法使い人口の多いこの地方は、非魔法使いとの格差もまた他の地方とは比べ物にならないほど広がっている。魔法使いたちの綺き羅らびやかな繁はん華か街がいを表とすれば、その裏でじめじめと繁はん茂もするようにこびりつくのが非魔法使いたちのスラム街だ。

　とはいえ、それはそれで奇妙な均きん衡こうが取れており、蔑さげすみながらも優越感に浸ひたるための下げ賤せんなものとして、非魔法使いたちは魔法使いたちから完全には排除されずにいた。







　――お前は、ワシを恨うらんでいるか？

　その表側、繁華街の一角。

　誰が見ても高名な魔法使いが住んでいるとわかる立派な屋や敷しきの一室で、老いた魔法使いは少年に魔法の勉強を教えていた。

　少年の名は、イツキ＝マカベといった。

　彼を引き取ってから早一年……今年で十三歳になる。

　――恨む？

　――そうだ。ワシは、お前の仲間を殺した張本人だからな。

　イツキはもともと、息子夫婦の結婚式に呼ばれて出向いた地方の村で、偶然出くわした盗賊団の一員だった。式の途中で襲ってきた盗賊団は自ら魔法で返り討ちにしたものの、殺す直前、その頭である隻せき眼がんで色黒の青年から、直々に頼まれたのだ。

　――コイツだけは殺さないでくれ。

　――コイツにはきっと、魔法使いの才能があるんだ。

　――盗賊なんて辞めさせて、コイツに魔法を教えてやってくれ……頼む。

　奇妙な青年だと感じた。それは彼の人柄そのものについてではなく、むしろ立派な人格者であるとすぐにわかるほどの人物でありながら、非魔法使いからなる盗賊団の頭などを務めていたその経歴についてだった。

　否――今から思えばあるいは、だからこそ、だったのかもしれない。

　魔法使いになれなかったというだけで、世界の下層に追いやられた者たち。彼らを集め、励まし合い、家族のように手を取り合いながら……憤ふん怒ぬの炎に身を焦こがし、富める魔法使いや魔ま女じよを襲って生きてゆく。

　だから潰つぶした。殺した。他者に害を成す者は無条件で悪だ。

　だが……彼らのやり方も、自分のしたことも、おそらくどちらも正しくなかった。

　最近では――本当に、この歳になってようやく――この国が掲かかげる魔法至上主義すら、そもそも間違っているのではないかと感じ始めていた。

　しかし今はそれを素直に認められるだけの強さもない。もう自分は歳を取り過ぎた。築き上げてきた地位や名誉や暮らしを投げ打ってまで、国の体制に一石を投じられる気概などもはや持ち合わせていなかった。

　あとはただ、罪滅ぼしのようにこの少年を育てるだけ。

　自分にできることといえば、それくらいのものだ。

　――あれは……仕方のないことです。

　さして長くはない思考ののち、イツキは抑よく揚ようのない声で答えた。

　――仕方がない。彼らが弱かっただけ。弱肉強食の世界で、弱い者が強い者に消されるのは当然のことです。望みを叶えられるのは、強い者だけですから。

　――そうか……。

　この少年は、誰かからの受け売りなどではなく、身をもってその事実を体感してきている。自分が盗賊団を潰したことはもちろん、魔女の闘争に巻き込まれて家族どころか故郷まるごと失ったという凄せい絶ぜつな過去は、まさにその象徴とも言えた。

　それでも、老いた魔法使いは訊きかずにいられない。

　盗賊の頭からの頼みを中断してでも、問わなければならなかった。

　――だったらどうして……お前は、泣いているのだ？




　　　　　★　　　★




『世界の滅亡？　テルミーランドに現れた謎の黒い巨大物体』

『関係各者「あんなもの知らない」――はびこる無数のバケモノの正体とは』

『カウントダウンは何かの予兆!?　ゼロになるまであと一週間！　何が起きるのか』

『究明に向かった有志調査団、一人も帰らず。現場付近には変わり果てたテルミーくんの姿が』




「どこもかしこも、テルミーランドの話題で持ちきりですね」

　あれから三日後の夕方。僕らはいつも通り、森の中の小屋にいた。

　テレビ、新聞、ネットの情報。せわしなくそれら色々をチェックして、岬みさきちゃんはうんざりしたように呟つぶやく。

「たまには他のことも報道してくれないと、イヤんなっちゃいますよ」

「だね」

「こういうときこそ、明るい番組をバシバシ流してほしいですね」

「同意」

「もしくは逆に、あの黒い卵を題材にしたグッズとかオモチャとかゲームとかで商業展開するくらいの気き概がいを見せてほしいですよ、世の中には」

　それにはちょっと賛同しかねるが。

「……よっし、準備できた」

「おぉ、いよいよですか！」

　ぴょ～ん、と。バネのように立ち上がる岬ちゃん。

「いよいよ反撃に出るんですね……闇やみの大だい魔ま女じよ、ジェシカさんを倒しに！」

「あ、そこはまだ『さん』付けなのね」

「いえ、倒すべき敵だということは心こころ得えています。なにせわたしも、この日のためにいつもよりハードな魔法の練習を積んできたんですから……」

「ふんとこしょー」

　ボバンッ――と。

　魔ま界かいと人じん界かいを隔へだてる壁――グリムラインに向け、空くう印いんによる補助を加えた強力なマフリクト現象（準備に三日もかかった！）を引き起こし、ムリヤリ空間に穴を空ける。

「……え。何をしているんですか、お師し匠しようさま？」

「見ての通り、逃げる準備」

「逃げる？　準備？」

「魔界で第二の人生を歩もう、岬ちゃん」

　僕はもう諦めていた。

　人界人は救えません、と。

「……うええぇ??」

　岬ちゃんはひっくり返らんばかりの勢いでまくし立てた。

「な、なんですか、それ!?　聞いてませんよ、そんなの！」

「だっていま初めて言ったもん。どうせ止められると思って」

「お師匠さまなら勝てるでしょうに！　『人界滅ぼす～』とか、『史上最悪の～』って言うからどんな恐ろしい魔女かと思えば……なんですか、あのひょろながモヤシ！　ぜったい準備体操で肩脱だつ臼きゆうするレベルですよ、アレは！」

　それは僕も思うけど。

「見てなかったの、彼女のふざけた魔法」

「み、見てましたよ。なんかわけわかんないくらいすごくて身体の震えが止まらなかったですよ……でも、お師匠さまなら勝てるんですよね？　だってぜんぜん、魔法対決はしてなかったじゃないですか」

「はっはっは」

　笑うしかなかった。

「ごめん。彼女とは七回くらい戦ったことあるんだけど、一回も勝ったことないんだ」

「……本当ですか？」

「はっはっはっは」

　魔女狩り屋全盛期の実力でそんな感じだったのだ。隠いん遁とん決め込んで紅茶すすってる今の僕が勝てるんなら、人間の赤ちゃんだって大人のツキノワグマを素手でヤれる。

「……お師匠さまは、戦わないで逃げると」

「だね」

「この世界を見捨てて、魔界に逃げると」

「……そう、だね」

　ジェシカの目的は人界の破滅だ。だから、しばらくは人界にとどまって、その終焉を見届けるはずである。つまり、少なくともその間なら魔界が安全地帯。

「……わたし、お師匠さまにはついていきません」

「なんで」

「なんででも、です」

　……。

「つまり、君は戦うと」

「はい」

「勝ち目なんかないのに、ジェシカに立ち向かうと」

「勝つかどうかの問題じゃないんです」

「じゃあなんだっていうんだ」

　世界は弱肉強食であり、強い者の望みだけが叶う。だから、戦いなんて勝てなきゃ無意味だ。僕はそう考えて生きてきた。

　だけど、岬ちゃんは違うようで。

「お師匠さまが戦わないというのなら、わたし一人でもやってみせます」

　気付けば。

「――ははっ」

　乾いた笑いが口から漏れていた。

「はははは、ははっ」

　そしていつの間にか、彼女の肩を摑つかんでいた。

「はぁ……現実を見ろ。君じゃムリだ。僕だって歯が立たないのに」

「それでも戦うんです。勝てないことは、戦わない理由になりません」

「どうやって戦うっていうんだよ、君が……ただの人間の、修行も終えていない見習い魔女の君が……どうやって闇の大魔女に勝つっていうんだよ！」

　皮肉か。あてつけか。僕が単なる臆おく病びよう者ものだって、そう言いたいのか。

　……違うだろ。バカじゃないのか、僕は。

　僕が今までずっと、ただ逃げてきたからだ。魔女狩り屋なんて言いながら、自分より強い大魔女には立ち向かおうともしなかったからだ。

　その結末が、これだ。

　先延ばしにしていたツケが、当たり前のように回ってきただけなのだ。

「……痛い、です。お師匠さま……」

「あっ」

　気づけば、僕は彼女の肩を力いっぱい握りしめていて。

「ご、ごめん……わざとじゃ……」

「……わたし、いま、冷静じゃないです。……ちょっと、頭を冷やしてきます」

　震える手で僕の手を振り払い、岬ちゃんは踵きびすを返して小屋の出口へと向かう。

「知ったような口をきいて、すみませんでした。反省、してきます」

　深く――深く頭を下げてから、退室。

　途端、訪れる静せい寂じやく。

　部屋の中は、僕一人だけになった。







「バッカじゃないの？」

　入室するや否や、ベッドの上で寝ていた猫ねこ乃のさんはそう吐き捨てた。

「ケンカとか下らないことしてんじゃないわよ、真ま壁かべ」

「どこでその情報を仕入れた」

「さっき来たのよ、ミサキチが。あんたとケンカしちゃったとか言って」

「岬ちゃんもここに来たのか……」

　猫乃さんにあてがわれた、千せん本ぼん椛もみじ総合病院の病室。他にも何人か入院中の患者はいるらしかったが、今は全員どこかへ出掛けているようだった。

　病室――つまるところは入院中である。

　先日のジェシカ襲撃を受け、二週間程度入院が必要な打だ撲ぼくと診断されたらしい。

「……動いて平気なの？」

「たいしたことないわよ、こんなケガ」

　とは言うものの、猫乃さんはベッドの上から動こうとしなかった。

　その怪け我がは、僕の責任だ。僕が――ジェシカよりも、弱かったから。

「気に病む必要はないでござるよ、真壁殿。拙せつ者しやもこうしてピンピンしていることだしでござる」

「砂すな岡おか……」

　ちなみに彼も生きていた。ダメージ的には一番深刻かと思われたが、頭に包ほう帯たいをぐるぐる巻きにしていること以外は、以前と何ら変わりがない。今ちょっと語尾が怪あやしかったのは……まぁ、無視するとして。

　小屋にずっといるのも落ち着かなくて、街を歩き回っていたところに彼と遭そう遇ぐうし、こうして猫乃さんのお見舞いに来たわけだが……二人とも軽傷で済んだことを確認して安あん堵どしている自分がいて、それがどうしようもなく憎らしかった。

「辛しん気きくさい顔しないでくれる？　退院が遠のきそう」

　ため息を落としながら、疲れたように猫乃さんは言う。

「怪我のことは本当、気にしないで。これは私の責任だから」

「でも……」

「もしこれが真壁の責任だって言うんなら……ちゃんと全部、説明して」

　小型の携帯端末を取り出し、突きつけてくる。

　画面には現在のテルミーランドに関する記事が表示されていた。

「あんた、何か知ってるんでしょ？」

「……さぁ、わからない」

「噓うそつき」

　そうは言うものの、責めるつもりは全くないようで。

「――いいわよ、別に。本気じゃない。喋りたくないなら、それでいい」

　携帯端末をサイドテーブルに置き、窓の外に目をやる。

「あんたはいつも、秘密にすることばっかりだ。私を助けてくれたあの夜のことも、体育祭のことも、詳しいことは今でも話してくれやしない」

「それは……」

　だって、仕方がないじゃないか。こっちの世界の人間に、魔法だの魔女だの人界滅亡だのと打ち明けたところで、一体何ができるっていうんだ？

　恨みがましく睨にらみやる。

　猫乃さんはビクともしなかった。

「何が原因でミサキチとケンカしたのかとか、あんたが今どういう問題と直面していて何を悩んでいるのかとか……喋ってくれなきゃ私にはわかんない」

　でもね、と。

　はっきりとした口調で、彼女は言った。

「これだけは言える。立ち止まって悩んでたって問題は解決しない。突っ立ったままの奴に、望んだ未来なんか訪れない」

　そうは言うけど……。

「……わからないんだ、どうするべきか。どれだけ考えても、何をしても無む駄だなんだって、頭の中で答えが……」

「だったら何も考えなきゃいいでござるよ」

　砂岡があっけらかんとして言った。

　その言葉に猫乃さんも頷いてみせる。

「私もそう思うわ。真壁、あんた一回バカになりなさい」

「……はい？」

「そう、その顔！　そのバカっぽい疑問顔を忘れるんじゃないわよ」

「いい面つら構がまえでござるよ、真壁殿。実にアホっぽい」

「それくらい間抜けな雰ふん囲い気き出しておけば、クラスでももっと話しかけられるんじゃないかしら」

「隙すきがあるから好きになるの法則でござるな」

「二人して僕のことバカにしてないか？」

「「だからバカになれ」」

　ハモった。

　よほど重要なことらしい。

「そしてとにかく動け」

　その言葉を聞いた瞬間、誰かに服の袖そでを強く引っ張られたような感覚を覚えた。

　あの日の岬ちゃんも――確か、そんなことを言っていた。

「悩み事はね、ジッと悩んでてもしょーがないのよ。身体を動かしなさい、身体を。身体が元気に動けば、脳みそだってつられて明るい感じになるわよ」

「さすがは猫乃殿、相変わらずの脳筋っぷりでござるな」

「褒ほめてくれてありがと。お礼にご褒ほう美びあげるわ、砂岡一いつ平ぺいクン」

　お得意の貫ぬき手てで砂岡を真っ白に燃え尽きさせつつ、猫乃さんはいつもの突つつ慳けん貪どんな――不器用な思いやりを感じさせる口調で静かに言った。

「まー、そういうわけで。私のお見舞いなんかに来る余裕があるなら、とっとと自分の問題を片付けちゃいなさいよ。そしたらきっと……そのときはきっと、また前みたいな何でもないフッツーの毎日に戻れてると思うからさ」

「何でもない……普通の、毎日」

　岬ちゃんが僕に教えてくれると言い出した、人界社会での生活。

　はじめは余計なお世話だと思っていて……でもいつの間にか、それが当たり前になっていた、かけがえのない日常。

「……ありがとう、猫乃さん。砂岡。僕、もう行くよ」

「あ、待って。行くならこれ持って帰って」

　上体を動かし、ベッドの下に寝かせてあったらしい何かを取り出す。

　それは、魔ま杖じよう『ブラックピクシー』だった。

「……なんで猫乃さんがこれを？」

「ミサキチに預けられたのよ。わたしなんかもう破門に違いないからお師匠さまに返しておいてください、って」

「あのバカ弟子……」

　受け取った瞬間にわかった。柄えの部分の傷が増えている。地面と接する方の先端がすり減っている。伸しん縮しゆくギミックの反応がだいぶ悪くなっている。三年使い込んでようやく劣化の兆しを見せ始める先端の宝ほう珠じゆに、心なしかヒビめいたものが走っている。

　――この日のためにいつもよりハードな魔法の練習を積んできたんですから。

「……」

　バカじゃないのか、あの子は。何がハードな練習だ。

　たった四日で魔杖をここまでボロボロにするような猛特訓が、ハードなんて安っぽい言葉一つで片付けられるわけないだろうが。

「……ぅぉぉ」

　その頑張りすら、僕はちっぽけな臆病風に吹かれて無む下げに切り捨てたのだ。

「おおお……」

　自分に対する憤いきどおりとともに、何か沸々としたエネルギーめいたものが、心の奥底から沸き上がってくるのを感じる。

　これが……これが……なんだ……何のエネルギーだこれは……？

　……若さか！

「うおおぉぉぉ！」

「病院では静かにしなさいよ、このバカッ！」

　投げつけられた枕が後頭部にヒットするのも構わず、僕は全速力で走りだした。
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　魔法王国レトレールは中央、首都パーティッツ郊外に広がる常とこ闇やみの森。

　ある日の深夜――ただ一人でも百人の魔法使いに匹敵するとされる魔女たちが、総勢五十名ほどで徒党を組み、一人の少年を死に物狂いで追いかけていた。

　――エイミィ、そっちはどう!?

　その力の大きさと我の強さゆえ、普段は単独行動を好む者ばかりだが、今は状況が違った。彼女らが忠ちゆう誠せいを誓う闇の大魔女から、直々に命令を下されている。

　いわく……裏切り者を捕まえろ、と。

　――だめ、わからない！　レニアとテレーゼは!?　さっき見たんでしょ!?

　その裏切り者は、魔女狩り屋と呼ばれていた。

　出現は極々最近。その短期間で、幾人もの魔女を再起不能にしてきたという。いま彼を追っている魔女の中にも、知り合いや仲間を狩られた者は少なくない。

　――こっちも成果なしだよぉ……さっきまで追い詰めてたのになぁ。急に姿を見かけなくなっちゃったぁ……。

　――ただの魔法使いならまだしも、元盗とう賊ぞくとなると厄やつ介かいだね。生き残る術を熟知している。これ以上は狩られないにしろ、簡単にやられてもくれない。

　局所的に巨木が密集し、昼間でも暗黒の胃い袋ぶくろを思わせる魔境――常闇の森。

　中央に近付けば近付くほどその闇は濃く深くなり、声掛けによる仲間との情報交換が重要になってくる。もっとも、即席の魔女軍団に連携などあったものではなく、それが協力の限界だった。森中を照らす者、指揮を執とる者、連絡に徹する者。そういった役割分担ができていれば、被害はもっと抑えられたかもしれない。

　そう……聞いただけで、すでに六人の魔女が戦闘不能にさせられたという。

　信じられない惨さん状じようだった。聞きしに勝る鬼神と言えよう。一体どんな人間……否、怪物なのだろうか？　まだ魔女狩り屋の姿を目にしていない魔女たちは、否が応でも想像を掻き立てられる。

　しかし……なかなかその姿を見かけない。

　最初の内は何人かが交戦したらしい。逃げていく姿を見た者もいるという。だがそれもかなり前の話だ。先ほどからずっと、魔女同士の声や移動音しか聞こえない。

　……もしかして、すでにこの森の中にいないのでは？

　誰かがそう疑い始めたときだった。

　――光った、『紅こう翼よく天てん使し』だ！　その先にいるっ！

　魔女の誰かが叫んだ。それと同時に視線を向ける。情報は確かで、紅い光が揺ゆらめいている。間違いない。話に聞いていた、魔女狩り屋の魔ま刻こく印いんが放つ特有の光だ。

　全員の間に緊張が走る。魔女たちは紅い光へ一斉に向かった。

　その光景は、皮肉にも「飛んで火に入る夏の虫」と表現するに相応ふさわしかったが……。

　――ご苦労様だ、生いけ贄にえの諸君。

　そこに、彼はいた。

　生きているのが不自然なほどに全身を負傷していたが、確かに彼は立っていた。

　右手は紅く、美しく――。

　左手は黒く、悍おぞましく――。

　その顔はまさに、天使と悪魔の中間で揺れ動く未熟な少年のようで。

　――こいつが……魔女狩り屋。

　――イツキ＝マカベ……魔界に十人といない魔ま人じんの内の一人、か……。

　話には聞いていたが、驚くほどに若い。そこで初めて彼を見た魔女は、ほぼ全員が同じ感想を抱いた。

　一方で、満まん身しん創そう痍いな彼の姿と、その台詞せりふのギャップに吹き出す者もいる。

　――生贄？　けけっ！　気が触れたのかい？

　――覚悟しな。殺しゃしないが……何、手足の四本くらいはジェシカ様も許してくれるだろう。

　――待て、勝手に飛び出すな！

　魔女の一人がそれを厳しく制した。その姿はぼろぼろに疲ひ弊へいし、魔女狩り屋と激しい交戦があったことを思わせる。

　――やるなら一気だ。一斉に行かないと……何人かは、死ぬ。

　――同意。その小僧っ子は危険極まりない。足並みを乱す奴は余よが先に殺しておく。

　一際冷徹な声が響いた。雷らい帝ていと呼ばれる、ジェシカの手下で一、二を争う大物の魔女である。自分本位な魔女たちの間でも、ここに来てようやく結束が固まり始めた。

　魔女狩り屋を中心に、魔女たちが隙なく彼を取り囲む。

　完全包囲。絶体絶命。

　その状況で……少年は口元を小さく歪めた。

　――……予定通り。

　雷帝の号令で、魔女たちが同時に魔道具を構える。そして各々が必殺の魔法を繰り出すべく、マフリクト動作に移ろうとした――直後。

　――きゃあ!?

　足場が滑すべる。見えない力に引き寄せられ、身体が勝手に移動する。

　四十人強が一斉に……魔女狩り屋の少年に向かって。

　――な、なに!?　誰の魔法!?

　――決まってる、魔女狩り屋だ！　クソガキ、まだこんな余力を残して……。

　――落ち着いて！　ただの引力操作だよ！　マフリクトは止めないで！

　――そうだ……今、マフリクトを止めるなよ？

　少年は魔女たちを手の届く距離まで近付け、そこで釘付けにする。魔女たちは身を捩よじって抗おうとするが……取り返しのつかない事態に気が付き、身を凍らせた。

　魔女四十人強による、至近距離での同時マフリクト。

　それは彼女たちの意思ではなく――むしろ、少年の狙いであり。

　――さぁ、開け……グリムライン！

　金縛りにあったまま、雷帝は小さく舌打ちをする。状況と、暗がりのために気付けなかった。彼の足元には複雑な紋もん様ようが刻まれている。不可視処理は施ほどこすまでもなかったのだろう……それは、斥せき力りよく波はの空印だった。

　――そうか……空印は、魔刻印でも刻めたな……。

　察したときにはもう遅い。引き寄せられた魔女たちは、彼女ら自身が生み出した膨大な魔力を糧かてとした空印魔法により、今度は一瞬で吹き飛ばされる。

　そのとき、少年の目的はすでに達成されていた。彼の眼前には、この森の暗闇にあってなお漆しつ黒こくとわかる闇が渦巻いている。

　魔界ともう一つの世界を隔てる時空壁――グリムライン。

　そこに空けられた穴だった。

　――逃げる……だと……？

　雷帝の表情に焦あせりが浮かぶ。

　グリムラインの突破は、魔界保全機構が容易に感知する。奴らがここへ来るのも時間の問題だろう。そうなれば、自分たちは問答無用で処分される。あの集団のトップは、魔女狩り屋よりも闇の大魔女を危険視しているのだ。適当な口実さえあれば、その手下を始末するのにいささかの躊ちゆう躇ちよもないだろう。

　助かる道があるとすれば……ここで魔女狩り屋を仕留め、ジェシカにその功績を認められ、魔界保全機構から庇かばい立ててもらうことだけ。

　できなければ……見捨てられる。

　――行かせはしない！　ここでくたばれ、魔女狩り屋！

　崩れた体勢から死に物狂いで雷撃の魔法を放つ。逬ほとばしる苛か烈れつな閃光。ただその一撃だけで、森中の暗闇は一瞬で打ち払われた。

　驚きよう愕がくに目を開く魔女狩り屋の姿が、雷帝の瞳ひとみに映る。

　――ぐ、がああぁっ!?

　断末魔の叫びが森中に響き渡る。渾こん身しんの一撃は、魔女狩り屋の脚を確かに直撃した。だが、それとほぼ同時に彼の全身は闇の渦に呑まれ……消えてしまう。

　ダメだ……トドメを刺さなければ、すぐに魔法で回復される。

　急いで続けざまに渦へ向かって飛び込む。だが手遅れだった。渦は雷帝の身体にぶつかると煙けむりのように霧む散さんして、あとには虚こ空くうが残るだけ。追いかけてくるのを見越していたのだろう。穴の封ふう鎖さまで、実に無駄のない動きだった。

　――くそ、やられたッ!!

　悔くやしさに地面を拳こぶしで殴なぐりつける。だが、そんな時間さえ惜しい。今はただもう、逃げなければ。この場所から、一秒でも早く。

　この足が動く限りは、たとえ地獄の果てまでも……。
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　足はもう、ぴくりとも動きそうになかった。

「ぅおっふ、えへふっ……げっふ……はぁ、はあぁぁっ……」

　三時間ほど全力疾しつ走そうして、僕は死にかけていた。

　いや、全力疾走なんて最初の五分くらいで、あとは失速に失速を重ねて……もう、走ってんだか歩いてんだかわけがわからなくなっていた。

　とにかく動け――という言葉を、猫乃さんたちがおそらくそういう意味で言ったのではないのだろうと気付けたのは、いまさらだったりするわけで……。

「し……しぬ、じょ……冗談抜きでっ、息が、くるし……っ」

　息も絶え絶えに辿り着いた先で、仰あお向むけになって倒れ込む。

　星が輝くほどに夜の深くなった、英えい名めい山ざん頂上。

　レジャー用に開拓された広場は当たり前のように無人で、食堂もおみやげ屋さんも電気が落ちており、申し訳程度に点灯している自販機には羽虫がたかっている。

「……あのとき、もっ……こんな感じ……だった、な……はぁ……」

　師から魔ま獣じゆうを奪い、魔女狩り屋を始めてしばらく経った頃――僕はジェシカに手て酷ひどくやられ、人界を滅ぼすために手を組まないかと誘われた。

　皮肉なことに――そこで初めて、僕は人界の存在を知ったのだ。

　ジェシカから聞ける人界の話はなんだか偏かたよっている気がしたので、改めて師の書物などを漁って調べたところ……人界には魔法文化が存在せず、となれば当然、魔法使いと非魔法使いの格差もなく、まして、魔女による支配などないという。

　そんな世界を、せめて死ぬ前に、一目だけでも見てみたくなった。

　そう思ってジェシカへの協力を中断し、一人抜け駆けするように人界へ向かう準備を始めた。それは当然彼女の怒りを買い、手下である何十人もの魔女に追われ、重傷を負わされ……しかしそれでも命からがら、人界へ逃げ込むことは叶ったのだ。

　そして辿り着いた場所が、ここだった。

　時間は今のような深夜で、一人独自の修行に励はげんでいた岬ちゃんがいなかったら、当時の僕は魔法を使う体力もなく、そのまま衰すい弱じやく死ししていたことだろう。

　岬ちゃんは、僕の命の恩人だ。

　いつも優しくて、一生懸命で。

　でもどこか抜けていて、子どもっぽい一面もあって。

　そんな彼女と一緒にいるのがなんだか心地よくて、気付けば居候になっていた。

　熱心に魔女修行に――それはこちら世界の偏見と先入観にまみれたお門かど違ちがいのお遊ゆう戯ぎだったけれど――励んでいる岬ちゃんを見て、何か恩返しができるならと、そう思って彼女の師匠を買って出たのだったか。

「はぁ……懐なつかしいこと思い出してるな……なんでだ……？」

　死ぬのか、もしかして。ははっ。

　……ははは、やば。

　気付かなかったけど喉のどが熱い。カラッカラなのだろう。べたつく粘ねん液えきが炎症を――否、もはや発火現象すら起こしているような熱さで燃え上がる。

　きついな。

　つらいな……。

　…………………………………………のどあっついな！

「あが……ぐぅ……水、誰か、水を……」

　しかし誰もいないことはすでに確認済みだ。水道がないことも知っている。自販機一回働かせてやれるほどの甲か斐い性しようも今はない。

　全身が変な痙攣を始める。焼けつくような痛みでどうにかなってしまいそうだ。

「大丈夫ですか……？」

　そのとき、ふと、女の子の声がした。

　その直後に、何か液体が流れ出るような音も耳じ朶だを掠かすめる。

「飲んでください。ちょっとだけ、ぬるいかもしれませんが……」

「……岬、ちゃん……」

　顔を上げると、魔女装しよう束ぞくの岬ちゃんがいた。僕が地面に転がした『ブラックピクシー』を拾い、その先端の宝珠から、ちょろちょろと飴あめ色いろの液体を垂れ流している。

　……あれ？

「岬ちゃん、魔法が……」

「少しだけです。こうやって、お茶を出すくらいなら、なんとか」

　カップが出せないので直飲みですけど、と申し訳なさそうに付け加える。それでも全然構わなかった。親鳥からエサをもらうひな鳥のごとく、岬ちゃんからの施しで喉を潤うるおす。……渇きは、徐々に解消されていった。

　ああ、助かった。

　……というか、そうか。

「魔法を使えばよかったのか、僕は」

「おおよそ魔法使いの口から出ていいセリフではありませんね、それは」

　たった半日会わなかっただけなのに、ずいぶんと久しぶりな感じがした。







　それから少し、落ち着くのに時間がかかって。

「お返しいたします」

　岬ちゃんが丁てい重ちように差し出してくる魔杖を、僕は突っぱねた。

「それは君のものだ」

「いえ……これは今、ちょっと借りただけで……」

「僕がいつ、君を破門するなんて言ったの」

「……」

「……さっきは、ごめんね」

　頭を下げると、驚いたように慌てられた。

「な、なんでお師匠さまが謝るんですか！　謝るべきなのは、わたしの方で……」

「僕はジェシカと戦う」

　岬ちゃんは動きを止めた。

「さっきは情けないことしか言えなくて、ごめん」

「……勝てるかどうか、わからないって」

「わからないから、考えないことにした」

　返せたのはせいぜい、苦笑いだったように思う。

「あとはもう、実際に戦って結果を出すしかない。たとえそれで負けることになったとしても……わからないまま放っておいて手遅れになるよりは、きっとなんとかなる。いや、なんとかしてみせる」

「お師匠さま……」

「だから……岬ちゃんは、なるべく遠くに逃げていてほしい」

　彼女の家なら、一時的に外の国へ逃げることも容易だろう。そうしてくれれば、僕も心置きなく戦場へ向かえる。

　それなのに、岬ちゃんは首を横に振った。

「いやです。わたしも戦います」

「気持ちだけ受け取っておく。でも、君は……」

「連れて行ってください。お願いします」

「……冗談で言ってるんじゃ、ないんだよね」

「はい」

「……」

　ボロボロの魔杖。それを握る傷だらけの手。どちらも生半可な覚悟でできるようなものではない。闇の大魔女の脅きよう威いを目の当たりにしてなお……やはりこの人界人の女の子は、本気で戦うつもりなのだ。

「どうして、君はジェシカと戦うんだ？」

　勝ち負けではない。彼女はそう言った。

　ならば……何のために？

「そんなこと、決まっています」

　岬ちゃんは大真面目に言った。

「わたしの夢が、世界征服だからです」

　黒くろ河かわ岬の大いなる野望。

　軽いジョークだと思っていたその目標は、小屋の中、リビングの一番目立つ壁のところで額がく縁ぶちに入れられ、今もなお存在感を放っている。

「つまり……どういうこと？」

「夢を見たんです」

　夢。

　……この場合は、寝ている間に見る方のものだろう。

「ある若い魔法使いが、ここではないどこか別の世界で……村や町を襲う夢」

　ぼぉっ、と。

　どこか遠くを見るような目で岬ちゃんは語る。

「その魔法使いはすっごく強くて、何百人が相手だろうと簡単に倒しちゃうんです。それで、戦う人がいなくなったら別の場所に行って、そこにいた人たちも戦って倒して……まるでその繰り返しだけで人生が終わっちゃうんじゃないかってくらい、ずっと、ずーっと、やめないんです」

「それはまた……酷い生き方だね」

　我ながら――いや。

　これは、岬ちゃんの夢の話だ。

　僕の過去とは関係がないはずだ。

　そのはずなのに――。

「でもきっと、その魔法使いは、そんなことがしたかったんじゃないと思うんです」

　――その言葉で、息が止まりそうになる。

　それは、誰の耳にも届かなかったはずの問いかけだ。

　だからやはり、これは岬ちゃんの夢の話なのだろう。

　だけど……訊かずにはいられなかった。

「……どうして、そう思うの」

「泣いていたからです」

「いや、泣いてないし」

「え？」

「あ、えと……別に、ただ、なんとなくそう思っただけで……」

　怪け訝げんそうな顔をされたが、すぐに岬ちゃんは話を戻した。

「なぜ彼がそんなことをしたのかはわかりません。けれど、少なくとも、楽しんでやっていることではないんだな、とは思いました。だから、なんと言いますか……」

　そこで少し、考えを整理するようにうんうん唸うなってから。

「叱しかってあげられる人が、いなかったと思うんです」

「……叱ってあげる、人」

「だから、わたしがそんな人になるんです」

　星を摑むよう、岬ちゃんは手を伸ばす。

　届くわけもない。

「世界中の誰よりもすごい魔女になれば――それこそ、世界征服できるくらいの力があれば、きっとそんな魔法使いだって、止められる」

　届くわけなどないのに……なぜだか。

「たとえわたしが止められなかったとしても……世界中のみんなで協力すれば、きっと止められます。そういうお願いをするためにも、世界征服は必要だと思うんです」

　その手の中には、いつか星ほし屑くずさえ握られているような気がして。

「だからわたしは、ジェシカさんとも仲良くなりたい」

　岬ちゃんは手をおろす。

　そして柔らかに苦笑して、僕の顔を見る。

「それはすごく難しいことだと思いますけど……でも、諦めたくありません。だから戦うんです。戦って、理解して、そしてお友達になってみせます」

「……そっか」

　どこにいるのかどころか、実在するかもわからないたったひとりの魔法使いを捕まえて、そんなことはやめろと叱って止める。

　そのためだけに、世界征服。

　なんともまぁ、タイでエビを釣るような話だ。

　岬ちゃんらしい――と言えば、そうなのかもしれないが。

「……その願いはもう、叶っているんじゃないかな」

「え？」

「なんでもないよ。気にしないで」

　これは彼女がこれまで見た夢の話で、彼女がこれから目指す夢の話だ。

　だから――僕の話は、もういいだろう。

　今の言葉で、十分すぎるほどに救われてしまったのだから。

「……ちょっと、杖借りるよ」

　岬ちゃんから魔杖を借り受け、先端の宝珠を高く掲かかげる。その内部に大気中の魔分が吸い込まれ、激しくぶつかりあい、マフリクト現象を起こして紫し煙えんの渦が生じる。

　その直後、僕らは空高く飛翔した。

「わっ――」

　岬ちゃんは僕の服にしがみついて目を固く瞑つぶる。だがそうしている時間も短く、すぐに上昇運動は終わって、僕らは街一帯を眺ちよう望ぼうできる夜空の中に浮遊していた。

「あれ、見える？」

　肩を叩くと、岬ちゃんはおそるおそる目を開けて、何度かまばたきを繰り返した。

「……見えます。はっきり、くっきり」

「あの場所で、僕らはきっと戦うことになる。それでもいいんだね？」

「……正直に言うと、すごく怖いです。でも」

「でも？」

「お師匠さまと一緒だから、大丈夫です」

　迷いのない答えに、小さな苦笑が漏もれてしまう。

「じゃあ、腹をくくって決めようか」

　こんな僕を信頼して慕したってくれる、この子のためなら。

　こんな僕でも認めて受け入れてくれる、この世界のためなら。

　何度だって――この手を汚そう。

「世界を守るため……最強の大魔女、ジェシカ＝フランチェスカと戦う覚悟を」




　夜景の向こう、遙はるか遠く――マモノの巣そう窟くつへと変わり果てたテルミーランドの上空。

　漆黒の塊かたまりが刻む世界滅亡へのカウントダウンは、刻こく一いつ刻こくとゼロへ向かっていた。
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　人じん界かい人じんは簡単に裏切る。

　今までの恩を仇あだで返し、平気で傷つけにかかってくる。

「滅ぼされても、文句の言えない愚おろかな奴ら……」

　かつて大勢の人が娯ご楽らくに興じていた楽園の中心で、大だい魔ま女じよは静かに見守る。

「いつかあなたも、周りの連中に裏切られるだけなのだわ……イッキー」

　時は近い。

　あと数時間もしないうちにこの卵は孵ふ化かし、己の悲ひ願がんを成し遂げてくれる。

「だったら私が……すべて、滅ぼす……悪竜の力で、人界を崩ほう壊かいさせて……」

　そのとき、上空から何かがこちらへ近づいてくる気配がした。

　透明化の魔法で視認こそできないものの――その存在感に、覚えのないはずもない。

「……あは。やっぱり来た」

　かつて自分が唯一、同等とみなし手を組んだ魔人。

　闇やみの大魔女は、待ち焦がれていた男の到着に心を躍らせた。




―――★　――☆　――――★




　魔ま杖じよう『ブラックピクシー』に飛ひ翔しよう能力を加え、魔法使いらしく空を飛ぶ。

　透明化の魔法を施ほどこし、テルミーランドへ辿たどり着くと――テレビや新聞などで知ってはいたものの、あまりの変わり果てように、二人して息を呑んだ。

「うわぁ……予想以上に、ヒドイですね……」

「だね」

　覚悟はしていたが、現在のテルミーランドにかつての面おも影かげはない。

　エコ種のマモノが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こし、あちこちに魔ま分ぶんをばらまいている。それを吸い上げているのが、テルミーキャッスル頂上付近で不ぶ気き味みに胎たい動どうする悪竜の卵だ。

「ごめんね、岬みさきちゃん。こんなことになって……こんなところに、連れて来ちゃって」

「なにをいまさら。こんな光景、そうそう人生で見られるものじゃありません。むしろたぎってきましたよ、わたし」

　岬ちゃんは、努めて明るい声を出した。







　速度を落とし、ゆるやかに着地。

　透明化の魔法を解いても解かなくても、マモノたちが襲おそってくることはなかった。

　部外者の排はい除じよは仕事じゃない、ということか。

「いらっしゃい……待っていたのだわ……」

　テルミーキャッスル前の広場に、ジェシカは立っていた。

　相変わらず不気味な威圧感を放ち、すべてを恨うらむような眼まな差ざしで僕を見る。

　その視界に、岬ちゃんの姿は映っていないようだった。

「一応だけれど、訊きいておこうかしら……今日はどうして、ここへ来たの……？」

「決まっている。君を倒し、人界の滅亡を止めにきた」

「止める、ねぇ……」

　目を細め、挑発するように。

「私を倒したところで、どうにかなると思っているの……？」

「空くう印いん」

　ぴくり、と。ジェシカはわずかに身じろいだ。

「……何？」

「師から譲ゆずり受けた昔の文ぶん献けんを読み込んでわかったんだけど……悪竜って、厳密に言えば生物じゃないんだよね。卵と呼ばれる特殊な宝ほう珠じゆを核かくとする造り物――だからこそ、生物にはありえない強きよう靭じんさを得ることができる」

　城のてっぺんを見上げる。

　ここまで近づけば、その不気味な胎動もよく見えた。

「その半面、命や本能――原動力となるものを、人為的な後付けで与えなければ活動してくれない。そしてそれは、動き出す直前に付与しないといけないんだってね」

「……つまり、何が言いたいの……？」

「カウントダウンがゼロになってから少しの間、ジェシカ……君は悪竜に『本能』を与えるための空印を刻まなければならない」

　空印は、魔力さえあれば自動で魔法を発動してくれる。ゆえに「魔分を食べる」という命令をそこに組み込めば、悪竜は自ら魔分を食べるようになる。

　だがその魔法は、一度役目を果たしたら魔分に戻り大気中に散ってしまう。魔分を食べることはできても、それだけでは魔分を食べ続けることができないわけだ。

　しかしそれが悪竜の核となる宝珠内でのことならば、魔分に戻った時点で自動的にマフリクトされ、再び魔力となり空印魔法を再発動させる。

　あとは延々とその繰り返しだ。

　無人の永久機関――それが悪竜の正体なのである。

　だからジェシカはここにいる。逃げも隠れもしないで、悪竜が誕生する瞬間に立ち会い、完成させるために空印を刻まなくてはならない。それを阻そ止しできれば、活動を開始することなく悪竜は自壊する。

　しかし、その阻止に失敗すれば――あんな巨体のどこにあるかもわからない不可視の空印を破壊することなど、不可能に近くなるだろう。

「へぇ……よく、勉強したのね……それで、私を倒せばどうにかなる、と……」

「どうにかっていうより、ぜんぶ解決するんだよね」

　悪竜が消えるということは、野望の手立てが潰ついえるということ。マモノをこちらに呼び出す意味がなくなり、グリムラインの不正な穴も増えなくなるということ。

「そして世界に平和が訪れる……というプラン」

　解決策は至ってシンプル。

　しかし難易度はベリーベリーベリーハード。

　何せ相手は魔界の頂点セヴンシスターズが一人――闇の大魔女ジェシカ＝フランチェスカなのだから。

「うふふ……そんなこと、イッキーにできるのかしら……それも、たった一人で……」

「さぁ？　やってみないことには、なんとも」

「……どうせ、結果は知れているのだわ……それより」

　ジェシカは一度だけ髪をかきあげた。

「ねぇ、イッキー……また、私と手を組まない……？」

　病的に細い腕を差し伸べて。

「人界人なんかと一緒にいたって……あなたもどうせ、いつかは裏切られるだけなのだわ……それならいっそ、私と一緒に、綺き麗れいサッパリ滅ぼして……」

「却下だ、却下」

「……どうして？」

　すがるような目を向けられるが……迷いはない。答えはすでに出ている。

「僕は君と違って、こっちの世界が好きだからだ」




　直後――ジェシカの身体は爆ばく炎えんに包まれた。




　僕との会話に意識を集中させていた彼女は、透明化の魔法を持続したままこっそり近づいていた岬ちゃんに気がつけなかったのだ。

　ああ……はらはらした。時間稼ぎにお喋しやべりしていた間も、気が気じゃなかった。

「や、やりましたか……？」

「岬ちゃん、フラグになるからそういうことは言わないように」

　任務を終えてダッシュで戻ってくる岬ちゃん。その手には『ブラックピクシー』が力強く握にぎられている。

　あらかじめその魔杖には僕が爆炎魔法を生成して封じ込めており、あとは岬ちゃんがスイッチ一つ押すだけで発動する仕組みだったのだ。

「さて、これで倒れてくれれば楽なんだけ、ど……」

　しかしそれは、あまりに楽観的すぎた。

　爆炎が晴れた頃、僕らは攻撃の失敗に気が付く。




「ジェシカ様には、傷ひとつつけさせやしないよ」




　ジェシカの傍には、鮮せん烈れつに紅あかいドレスローブを身にまとった魔女が控えていた。

　その手には『レッドイクリプス』よりも一回り大きく、凶まが々まがしい魔ま斧ふが握られている。防御壁でも展開したのか、当然のようにダメージは入っていなかった。

「マリエル……」

「赤あか坂さかさん……」

　ここ最近、ずっと姿を見ないと思っていたら――もちろん、ブロマガの更新も停てい滞たいしていた――やはり、ジェシカのもとに帰っていたのか。

「気安く呼ぶんじゃないよ。もともと、アタシはアンタらの敵だ」

　かつてクラスメイトだった赤い魔女は、冷たい目線でこちらを一いち瞥べつすると、厳おごそかにジェシカへと向き直った。

「お怪け我がはありませんか、ジェシカ様」

「あら、ありがとう、マリエル……でも、今のはギリギリ、対応できたわ……」

「ありがたきお言葉。そして、出すぎた真ま似ねをしました。どうかお許しください……」

　恭うやうやしく、マリエルはジェシカに頭を深く……深く、下げて。

「――って、言うと思うじゃん？」




　勢い良く魔斧を振り上げた。




「……っ、」

　さすがにこれは予想外だったのか、ジェシカは表情を強こわ張ばらせたまま大きく仰け反りその一撃を回避する。しかしマリエルの攻撃はそれだけに終わらない。

　斧が走った直後に空間が歪ゆがみ、いくつもの鉄球を撃ち出し始める。

「ひゃっはぁ！　いけいけいけいけええぇっ！」

　さらにマリエルは魔斧を一振り、二振り……否、一回転、二回転と回し始め、膨ぼう大だいな魔力を生み出しては無数の魔法鉄球をジェシカに浴びせながら後退する。

　廻る戦せん斧ぷ『月げつ滅めつ日につ蝕しよく』。

　曰く――攻撃も防御も魔法も万全の戦闘スタイル。

「甘いねぇ、甘い甘い！　不意打ちってのは、ここまでやって初めて及第点ってもんでしょうが！」

　僕らと肩を並べるところまで下がり、マリエルは不敵な笑みを向けてきた。

「マリエル……やっぱり、君は……」

「はんっ、勘かん違ちがいするんじゃないよ。アタシはもったいないと思っただけさ」

「もったいない？」

「こんなに遊び甲が斐いのある世界を滅ぼすなんて、あまりにもったいなさすぎて……ちょっと、逆らいたくなっちまったのさ」

　ケケケ、と。赤い魔女は小悪魔めいた笑いを浮かべる。

「それに、どこまで通用するか知りたくもある。アタシのこの新たな相棒――『カーディナルイクリプス』の力がね！」

「名前長いな……そういえばソレ、どうしたの？」

「新しいのを買った」

「お金持ちだなぁ」

「来月から借金取りに追われる予定だ」

「ダメ魔女っ」

「いーんだよ。今ここでジェシカ様をお縄にかけて、魔界保全機構に今回の事情説明付きで突き出せば、山のような賞金で全部チャラだ」

「……そう、あなたも」

　猛もう撃げきによる土つち煙けむりが晴れる頃、背高の影が姿を現した。

「あなたも裏切るのね……マリエル……」

　やはり即座に防御魔法で対応していたのだろう。ケガは負っていないようだが……その表情は、見たこともない怒りの形ぎよう相そうで。

「人界人も、イッキーも、あなたも……みんな、みんなみんなみんなみんな、みんなみんなみんなみんなみんなみんなみんなみんな！」

　夜や叉しやの如ごとき髪をかきむしり回して発狂し――。




「どうして私を裏切るのよおおおぉぉおぉおぉおぉぉぉぉぉぉうぷっ!?」




　――ジェシカは、盛大に吐いた。

　急ぎ口元を手で覆おおっていたが……僕は、描写するにはあまりに憚はばかられるその光景から思わず目をそらし、五歩ほど後ろに下がってしまい……。

「お師し匠しようさま」

　岬ちゃんにガシッと肩を摑つかまれた。

「チャンスですよ」

「情け容よう赦しやなし！」

「だってもう、勝てそうじゃないですか。あんなにリバースしちゃっていますし」

　岬ちゃんの推測に、しかしマリエルは首を横に振った。

「それは違うよ、魔女見習い。あんなのは、ジェシカ様にとっちゃ日にち常じよう茶さ飯はん事じだ」

「拒食症か何かですか？」

「いや……確か、飲み込んだ金魚を吐き出す練習をしているうちに、嘔おう吐とするのがクセになったとか、そんなことを言っていたような……」

「魔女界かい隈わいには飲み会の席でもあるの？」

　突っ込まずにはいられなかった。

　マリエルは思案顔で答える。

「姉魔女によるけど、定期的にお茶会を開くところは少なくないね。一発芸を披ひ露ろうする場ではないはずなんだが……」

　あの大魔女は何を思ってそんな練習を重ねたのだろう。

　そんな疑問について考えている余裕は、しかし今のところなさそうだった。

「んぐっ……んくっ……はぁ、はぁ…………」

　まるで何か大事なモノでも体内に押し返すように、ジェシカは嚥えん下げを済ませる。

　ついさっきまで取り乱していた表情は完全に消え失せ、凄せい絶ぜつな笑みだけがその死人めいた美び貌ぼうに張り付いていた。

「いい、知ってた……マリエル。あなたは、人界が好きだものね……」

「……」

「だから……いつかは裏切るって、知っていたのだわ」

　それが今日だっただけ、と。

　つまらなそうに吐き捨てて、ジェシカは大きく息を吸い込む。

「――さぁ、やりましょうか……人界の存亡を賭かけた、楽しい楽しい殺し合いを……」

　眼光だけで竦すくみ上がりそうになる身体を叱咤し――僕は右手袋の腕輪部分の鍵穴に鍵を突っ込み、解錠する。

「行くよ、岬ちゃん」

「遅れないでくださいね、赤坂さん」

「……こいつは役に立つのかい、魔女狩り屋？」

　ノープロブレム。

　さて――仕切り直して、こちらも始めるとしよう。

「大魔女狩りを――執しつ行こうする！」


















　弧こを描くように素早く右腕を振るう。

　魔ま刻こく印いん『紅こう翼よく天てん使し』に刺激された魔ま分ぶんが悲鳴を上げ、夥おびただしい紫し煙えんを吐き出す。

　そうして生じた魔力に思し念ねんを結びつける。

「――蛇へびよ」

　渦うずを巻き、虚こ空くうから火炎の大だい蛇じやが生まれ落ちた。

「鳥よ、人よ」

　さらに二度、三度と宙空を薙なぎ払い、雷らい電でんの怪鳥と氷ひよう塊かいの巨人を産み落とす。

「行け……敵は大魔女、ジェシカ＝フランチェスカ！」

　大気を震わす咆哮を放ち、化け物どもが走り出す。

　並の魔女相手なら、十分な足止め程度にはなるのだが――果たして。

「全く異なるイメージの同時具現化……さすがはイッキー、並大抵の魔法使いじゃ不可能なことを簡単にやってくれるわね……」

　襲い来る暴力の化身に対し、しかしジェシカは薄く微笑ほほえんだ。

「でも……私からすれば、まだまだお遊ゆう戯ぎレベルなのだわ……」

　その微笑みがきっかけではないかと、そう疑わずにはいられないほど絶妙なタイミングで強烈な爆風が吹き荒れ、大蛇を怪鳥を巨人を一撃のもとに吹き飛ばす。

　その間わずか数秒程度。

「……お遊戯だって」

　しかしその数秒があれば、マリエルの『月滅日蝕』は回転数を二桁に届かせる。

「同時にいくつも付き合えはしないでしょうよ、ジェシカ様！」

　――――――――ズドンッ、と。

　ジェシカのすぐ真横に凄すさまじい勢いで鉄球が着弾した。

　方向は上空。

　僕の生み出した巨体の下げ僕ぼくの陰かげで、マリエルが空に向けて砲撃していたその暴力の雨は、ジェシカのいる辺り一帯に向けて爆雷のように降り注ぎ始める。

「へぇ……即興にしては、なかなか良いコンビネーションね……」

　焦る様子も見せず、ジェシカは悠ゆう然ぜんと見上げる。

「うらやま……」

　その動きは知っている。

「裏山……」

　セリフもまるで変わっちゃいない。

「――死刑」

　直後――発生した突風の渦が、鉄球の雨を四方八方にばらまき散らす。

　だがさらにその直前、タイミングを読み切って突っ込み、突風の渦の中――つまりは渦の目の無風空間に、僕はジェシカと二人きりで閉じ込められることに成功していた。

　これは猫ねこ乃のさんにぶつけた魔法だ。

　目に焼きつくようなあの日の光景を、一瞬だって忘れるわけがない。

「あら、あらあら……これは、まぁ……」

「インファイトの時間だ」

　振り下ろす手しゆ刀とうに魔ま装そう処理を施して強化し、勢いのままに斬りつける。

　魔法さえなければ、ジェシカは争い事に向かない貧弱な女性だ。

　ノーダメージでこの距離まで近づければ、負ける要素は――。

「……え？」

　完全に決まったと確信した瞬間――しかしジェシカの身体は霧きりのように掻かき消える。手刀が虚空を斬ったかと思えば、そのおぞましき存在感は真後ろに移動していた。

「うふふふ……危ない、危ない……」

「ッ、」

　回転の勢いで背後に手刀を横薙ぐものの、容易たやすくかわされ距離を取られてしまう。

　風貌どおり、幽霊のように捉えきれない。

「また……マフリクトなしで……」

　いや、落ち着け。冷静になれ。ここは考えなくてはならないところだ。

　悪竜の研究と並行し、師の書物を漁って「マフリクトを起こさずに魔法を発動する方法」もまた、僕は死に物狂いで探した。

　けれど、ついぞそんなものは見つからなかった。

　どころか、そんなことは不可能だと証明する文献を逆にいくつも発見した。

　だから、ジェシカがマフリクト現象を飛ばして魔法を発動できるという前提は、まず成り立たない。必ずどこかでそれらしきアクションは起こっているはずなのだ。その謎さえ解ければ、魔法発動のタイミングを読むことができるのだが……。

「手を止めるなよ、魔女狩り屋！」

　叫ぶマリエルの手は、確かに先程からまるで止まっていない。『月滅日蝕』で絶えず魔法鉄球を生み出し、ジェシカに防御を強制している。

　一方で岬ちゃんは、最初の不意打ちが効いているのか、『ブラックピクシー』を構えてちょこまか動くだけでジェシカの集中力を地味に乱していた。ヘタに攻撃動作を見せず、マフリクト現象までで止めているのも良いハッタリである。

「力量差が絶望的なのは最初からわかってんだろ！　こっちはね、ヘタな鉄砲を数撃ちまくって一発でも当てるしかないんだ！　数で押し切れ、とにかく動け！」

「……痛いほどに重々承知！」

　頼もしい叱しつ咤たを受け、僕も再び『紅翼天使』から破壊の下僕を生み出し始める。

　そうだ、魔法さえ除けば――その魔法こそが最大の難所なのだが――ジェシカは見た目通りの虚弱もやしだ。体力勝負に持ち込んでしまえば、勝ちの目は見える。

　しかし――少しだけ、引っかかる。

　ジェシカはこんなに弱かったか？

　ここまで思い通りになる相手だったか？

　三対一程度の人数差で押し切れるほど、底の浅い敵だったか？

　なんだか少し、いつもと様子が違うような――。




「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」




　発狂。

　激しく地じ団だん駄だを踏み――。

　ぐしゃぐしゃに髪をかきむしり――。

　気が触れたように全身をくねらせて――急に、静かになる。

　情けないことに、僕もマリエルも怯ひるみ、一瞬、攻撃の手を止めてしまった。

　いくら病人、廃はい人じん、半死人に見えても――最強の大魔女が放つ異様で異質で異常なオーラは、ただそれだけで理不尽なまでの精神攻撃となる。

「小こ賢ざかしいのだわ、何もかも」

　大きく息を吸い込み、思考を放棄するよう、ジェシカは静かにまぶたを落とした。

　直後――テルミーキャッスルが超重力に押し潰される。

　瓦が礫れきの津波が襲いかかり、僕らを呆あつ気け無なく飲み込む。

　戦況は、いともたやすく一変した。







「う、ぐ……う、ぅ…………」

　瓦礫の波間で目を覚ます。

　身体中が痺れるように痛い。

　岬ちゃんに防御魔法を施すので手一杯になり、自身のケアを怠おこたった。

　意識が朦朧とする。

「クソッ、ダメだ……寝てる場合じゃ……」

　起き上がるため地面に手をつくと、その一帯だけが他と違って異様に冷たかった。ジェシカの罠かと思い反射的に手を離してしまったものの……それは、違った。

　そこは僕が先日、ジェシカにオーバー・マフリクションをぶつけた、その足元だ。

「……やっぱり、そうなのか」

　破壊された地面にもう一度手をやり、その冷たさと、二度と元には戻らないであろう根源的な死の感触を確認して……確信する。

「ジェシカは化け物でも何でもない。ただの……ただの、人間だ」

　僕はあのとき、ジェシカに直接オーバー・マフリクションをぶつけたはずだった。

　なのに彼女は無傷だった。

　しかし――まるでその代償のように、彼女の立っていた地面が破壊されていた。

　オーバー・マフリクションさえ効かない化け物かと、あのときは冷静になり切れずそう思ってしまったが……何のことはない、何てことはなかったのだ。

　あれはただの魔法だ。

　つい先ほど、自身の身体をワープさせて魔装攻撃から逃げたように――魔法で、破壊のエネルギーを足元にワープさせただけだ。

　つまりそれは、ジェシカの無敵と不死身を否定する。

　攻撃がきちんと当たりさえすれば、彼女を止めることはできる。

　でも……まだ、そこへ届かない。

　省略されたように見えるマフリクト現象の謎を解かなければ、まだ――。




「懐なつかしい眺めだわ」




　声。

　見上げると……ジェシカはすでに、僕の目の前にいた。

　城の瓦礫を踏みつけて、その長身から僕を見下ろしている。

「過去七回の決闘も……結局は、私がイッキーを、見下ろしていた……」

　腹を思い切り蹴り上げられ、身体が宙に浮かされる。

「それでも……あなたには可能性を感じていた……」

　いやに、長い。宙に浮いている時間が。

　……あ、これ魔法か。

「その目には敵意が……その声には悪意が……その両手には殺意が……満ち満ちていた頃のあなたは、いつか私すら凌りよう駕がすると……私すら狩ると、期待していたのだわ……」

　そりゃそうだ。ジェシカの肉体は脆ぜい弱じやくだ。

　魔法で補わない限り、今みたいな蹴りは打てない。

「でも、もう違うのね……あなたは、変わってしまった……魔女狩りにすべてを捧げていた、あの頃の魔人、イツキ＝マカベはどこへ行ったの……？」

「そんなもの」

　べっ、と。血混じりのツバを地面に吐き捨て、ジェシカの顔を睨にらみつける。

「いらないね。これ以上、クラスで問題児扱いされたくもないんで」

「くだらないことを気にするようになったのね……ひどく、残念なのだわ……」

　魔法の剣で両腕両脚を貫かれ、瓦礫に縫ぬい付けられる。

「見るに耐えないから、殺してあげる……」

　右手は槍やりで刺され、左手は杭くいを穿うがたれ、首輪を嵌はめられ拘こう束そくされて、身動きのほとんどを封じられる。

「……目隠しと猿さる轡ぐつわは？」

「そういうプレイは、好みじゃないの……」

　遠距離からでもいたぶり殺せるだろうに、わざわざ近くまで歩み寄って囁ささやく。

「だってイッキーが死んで果てる瞬間まで、楽しくお喋りしていたいもの……」

　うふふぅ、と不気味に笑う。

「さぁ、イッキー……お喋り、しましょ？」

「……れない」

「なぁに？　喋れない？　そんなことは……」

「……すくわれ、ない」

「……なにが？」

「こんなこと……したって……」

「……意味が、わからないわ」

「……あなたの、心は……」

「……………………………………」

　気力を絞って睨みつける。

　喉のどが潰れるほど苛烈に叫ぶ。

「こんなことをしたって、あなたの心は救われない！」

「救われたいんじゃないっ!!」

　悲鳴のように。慟どう哭こくのように。

「ただ、後悔させてやりたいだけ……人界人に、私を裏切ったことを……一生……！」

　ぎちりぎちりと、圧迫される音がする。頭部――こめかみのあたり。

　まるで、悪さをはたらいた孫そん悟ご空くうのようだった。

「クッ、ソ……」

　頭の破裂。意識の摩ま滅めつ。生命力の断絶。




　――その、直前。




「だらっしゃあああぁぁ！」

　瓦礫の波間を掻き分け現れたのは、比較的傷の浅い岬ちゃんだった。

「とりゃーっ！」

「ッ!!」

　いきなり魔杖を眼前に突きつけられたジェシカは、素早く身構えた。

　だが――その先端からは紅茶がじょぼじょぼと流れ出るだけ。

「……、……？」

　ジェシカは目を白黒させて混乱した。それも仕方のないことだろう。

　だって、岬ちゃんが使える魔法はそれだけなのだから。

　普通なら、そんな奴がこの戦場に現れるわけがないのだから。

　だから――この奇き襲しゆうは意表を突いただけで、その先がない。

　そう思っていた僕もまた……認識を誤っていた。

「伸びろ、相棒っ！」

　カチッ――。

　シュカ、シュカ、シュカッ！

「な……滑なめらかな動きになってるー!?」

「出かける前にパパに頼んで改造してもらいました！」

　オマケ程度の伸縮ギミックと、僕は言った。

　だが岬ちゃんは、そのオマケを武器にまで昇しよう華かさせた。

　魔杖の長大化は三段に終わらない。

「まだっ」

　――シュカッ。

「まだまだっ……」

　シュカ、シュカ――シュカカカカッ！

「もうっ、いっ、ちょおぉぉ！」

　ドスッ――と。

　勢い良く伸びた『ブラックピクシー』が、その先端でジェシカのみぞおちを鈍にぶく突く。

「ぐっ……！」

　魔法でも何でもないおもちゃレベルのギミックが、逆にジェシカを予想の外から叩く不意の一撃になりえた。彼女の脆弱な肉体はくの字に折れ曲がり、風にあおられた枯れ葉が如く後方に飛ばされてゆく。

　ジェシカが軽すぎたのか、それとも伸縮ギミックが予想以上の威力を有していたのか――定かではなかったが、おかげで拘束魔法がすべて解け、僕は身体の自由を取り戻した。ひとまず魔法で止血をはじめとした応急処置を施し、意識を確かにする。

　とにもかくにも助かった。……助かったの、だが。

「大丈夫ですか、お師匠さま？」

「大丈夫……だけど……」

　駆け寄ってきた岬ちゃんの両肩を摑み――叫ぶ。

「なにっ、してんだっ、君はぁっ！」

　岬ちゃんは心外そうに驚き、そしてすぐに怒鳴り返してきた。

「何って、助けたに決まってるじゃないですか！　なんで怒るんですか！」

「怒ってないよ！」

「怒ってますよ！　激おこですよ！」

「これは心配ギレだ！」

「やっぱり怒ってる！　プンプン丸じゃないですか！」

「あーそりゃ怒るさ！　一歩間違えれば君は死んでいたかもしれないんだぞ！」

「わたしが一歩踏み出さなければ死んでいたのはお師匠さまです!!」

　じわっ、と。怒り顔の目尻に涙なみだが溢あふれる。

「自分が死ぬかもしれないって覚悟は、していました……でも、わたしっ、お、お師匠さまが、しん……死んでしまう、覚悟まで、はっ……」

「……岬、ちゃん」

「うぷっ……ぐは」

　びちゃびちゃ――と。雰囲気を台無しにする水っぽい音が聞こえてきた。岬ちゃんの涙が一発で引っ込む。僕もはっと我に返った。

　戦いはまだ終わっていない。

「おっ……ふ、げふっ……んくっ、く……はぁぁ、ふぅぅ、はぁぁぁ…………」

　苦しげに立ち上がるジェシカは、極力嘔吐を抑えようとしているように見えた。いっそのこと一度全部吐き出してしまった方が楽だと僕なんかは思うわけだが……。

「……お師匠さま」

　話し合いを後回しにして再びジェシカへ向かおうとしたところ、岬ちゃんに服の袖そでを摑まれたので立ち止まる。

「わたし、思ったんですけど」

「うん」

「魔杖の宝珠って、これより小さいサイズ、あります？」

　自分の魔杖を指さして問う。何をいまさら、そんなこと。

「いっぱいあるよ。というか、それはむしろ大きいほうだ」

「サイズで優劣って決まります？」

「一つの基準にはなる。でも、決定的なのは質の違いだね。どれだけ小さくても、魔分を効率よく集めてマフリクトさせられる宝珠はあるし」

　たとえば、以前ジェシカが使っていた『ドゥーム・アイズ』という魔杖の宝珠は、片手で覆い隠せるくらいの大きさながら、強力な魔法を発動することはできていた。

　そこまで聞くと、岬ちゃんは一呼吸の間を置いた。

「――それ、金魚とどっちが大きいですか」

「なんで比較対象が金魚なのかよくわからないけど、だいたい同じくらいじゃ……」

　あっ、と思わず声が出た。

「そう、言えば……」

　数ある魔道具の中で、唯一、明らかに使い方の異なるものがある。

　魔マッチの魔ま擦さつはわかりやすい。

　魔ま剣けんや魔斧は大気を切り裂くことで魔分を刺激する。

　魔刻刀は――使用者の身体に魔刻印を刻むものだが、身も蓋ふたもなく言ってしまえば、結局のところは刻んだ魔刻印を大気中の魔分に接触させてマフリクトするのだから、最終的な使い勝手は魔剣や魔斧と変わらない。

　ただ――ただ一種類、魔杖だけは。

「モーションが……ない？」

　正確には、今まで「ある」と思い込んでいた。

　大気中の魔分を集めるため、使用者は高く掲げるのが通例、お約束、暗黙の了解になっていたが……しかし思い返せば、魔剣や魔斧のように振っているわけではないのだ。

　だから……言ってしまえば、激しい動きは必要ない。

　つまり、だから……まさか――まさか、そうなのか……？

　そういうことなのか？




「ジェシカは……魔杖を…………魔杖の宝珠を………………体内に隠し持っている？」




　魔杖の要は先端の宝珠。

　それ以外の部分は様式美で、最悪なくても構わない。

　飲み込んだ金魚を吐き出す練習。

　吐き出し切らずに飲み戻す嘔吐。

　節々で見せていた、必要以上に大きな呼吸。




　あれは――大気中の魔分を取り入れていた行為なのでは？




　体内に隠し持った宝珠の、さらにその内部で……誰にも悟られずかつ安全に、魔分をマフリクトするための動作だったのでは？

「繋がりましたね……推理の糸が」

　岬ちゃんがカッコイイセリフを掻かっ攫さらっていった。

「さっきお師匠さまはジェシカさんのリバースから目をそらしていましたが……何か光る石のようなものを吐き出しちゃって、また大事そうに飲み込んでいましたよ」

「　そ　れ　だ　」

　体内で起きていたのなら、マフリクト現象どころか、発生した魔力さえ見えないのは当たり前だった。おまけに思念とのリンクも格段に早くなる。なるほど、一考すれば馬鹿らしいが、二考三考と重ねていけばいかに実用的かがよくわかる。

　だが――それならば、弱点は魔杖と同じだ。

　魔法発動の前は必ずマフリクト動作が必要になる。マリエルの魔斧や魔剣の類はそれがそのまま物理攻撃となるので、このタイミングを隙らしい隙とは呼ばない。

　だが、魔杖は違う。宝珠の内部でマフリクトが終わるのを、ただ待たなければならない。その空白の時間を嫌って、魔杖使いは距離を取りたがる。

　だから――次にジェシカが深呼吸し、大気中の魔分を集めるその刹那。

　その一瞬のみにすべてを集中させれば……あるいは。

「ふうぅぅ……」

　初めて喰らったまともな一撃が、素人同然の相手だったことがひどくお気に召さなかったらしい。濁にごる双そう眸ぼうの奥に怒りの炎を滾たぎらせ、ジェシカは岬ちゃんを睨む。

　その間に、僕は割って入った。

「……殺してやる」

「やれるものなら」

　最終決戦。

　一瞬だけ背後の岬ちゃんに目をやり、すぐに視線を最大最強の魔女に戻したが。

「いくぞ、ジェシ……」

　いない。

　既にジェシカは呼吸を終えてしまったようで、重力に逆らい上空へ飛び上がっていた。

「潰れなさい……跡形もなく……！」

　周囲の瓦礫を巻き込み上昇させたジェシカは、それらを雨あめ霰あられのように降り注がせる。

　これは……防御していてはジリ貧だ。逃げに徹して走り出す。

「くっ、」

　瓦礫が比較的落ちてこない方向へ迷いなく疾しつ駆くすると――足が埋まった。

　魔法で、地面が泥濘ぬかるむ沼に変質していたのだ。

　あー……誘導されたのか！

「シャドウのときから学習しないな、僕もっ……！」

　短く素早く『紅翼天使』を振るい、飛翔魔法を発動して沼から抜け出すが……。

「単純……すぎるのだわ……！」

　上空――待ち構えていたジェシカにバカでかいサイズの大おお木き槌づちでぶん殴られ、再び地へ落ちてゆく。到着先の沼は、剣山に姿を変えていた。

「殺す気か！」

　直前で落下を堪え、剣山に突き刺さらずに済む。

　が――剣山は、突如として伸びた！

「横っ！」

「でしょうね……！」

　真横に回避するが、そこにもジェシカが先回りしていた。襟えり首くびを摑まれ、空中背負投げで地面に叩きつけられる――直前に、『紅翼天使』。地面に弾力を与えておく。

「今度こそっ！」

　身体を回転させてターンし、トランポリンの要領で跳ちよう躍やくする。更にジェシカの真似をして、瓦礫をいくつも巻き上げて先行させる。攻防一体の突撃は――果たして。

「……小賢しいのだわ」

　ジェシカがまぶたを落とした途端――見えない重力の天てん蓋がいに押さえつけられ、それ以上の上昇を強制終了させられる。攻撃は届かない……どころではなく。

　先行して巻き上げた瓦礫が――僕に襲いかかってくる。

「……座標交換！」

「座標交換……！」

　一瞬でジェシカと僕の位置を入れ替えたが……それすら読まれて、すぐにオウム返しの憂うき目めに遭あう。

　……やっぱり、ダメなのか。ジェシカには、何度挑んでも勝てないのか。

　僕一人の、力では……。

「せりゃぁっ！」

　諦めかけた瞬間、岬ちゃんの気勢が聞こえたような気がした。

　死に際に脳が思い返しただけだろうか……そう思ったが、すぐに違うとわかった。

　なぜなら瓦礫の暴風雨が、すべて紅茶の雨に変化したからだ。

　無論――そんなもの、直撃しても痛くはない。

「はっ、はぁ……せ、成功、した……？」

　無む我が夢む中ちゆう、茫ぼう然ぜん自じ失しつ――『ブラックピクシー』を構えた岬ちゃんは自分でも信じられないといった表情で硬こう直ちよくし、膝ひざをつきかける。

　火事場の馬鹿力。

　人は追い詰められると思いもよらない力を発揮するというが……まさか、魔法に関してもそのようなことが起こるとは……。

「あら……あらあら？　魔法使えるの、使えないの……どっちなの、あなた……？」

　岬ちゃんに対し、ジェシカは目を眇すがめた。

「どっちでもいいけど……意外と、邪魔になってきたのだわ……」

　直後――突風が、熱風が、豪風が、暴風が、瓦礫の雨が、重力の天蓋が、容赦なく岬ちゃんへと襲いかかる。

　いくらかは、僕が魔法壁を挟んで軽減した。

　しかしそれでも、全てを防ぎ切るには至らない。

　だが岬ちゃんは膝をつかず、むしろジェシカの殺意に応じるがごとく構え直す。そして魔杖の宝珠に魔分を集め、マフリクト現象を起こし――またも魔法を成功させる。

「とぁーっ！」

　短い閃光が走り、薄い光の壁が現れる。

　防ぐのか。弾くのか。どちらにせよ、到底自身を守り切れるとは思えない。

　その予想通り――岬ちゃんの張った魔法壁は、ジェシカの攻撃を全て通した。

「……え」

　否――厳密に言えば、一つも通さなかった。

　そのままのカタチ、では。

「なっ……に、それ……ッ！」




　魔法壁を通過したジェシカの攻撃魔法は――その全てが、紅茶の雨に変わった。




　さっきは、ただの瓦礫を魔法で紅茶に変えただけだが……今度は決定的に違う。

　魔法による魔法の上書き。

　それは、魔法の中でも最上級の難易度を誇る技術だ。

　まして、相手はあの闇の大魔女である。

　つまり――つまり、それは。

「まさか……岬ちゃんの導魔率は、ジェシカより……」

　一時的なものだろう。やはり、火事場の馬鹿力にすぎないのだろう。

　でも――だからこそそれが、岬ちゃんの真の潜在能力なのではないか？

「な……なんで……こんなに、ことごとくっ……！」

　無駄な攻撃を――無意味にされる猛撃を、しかしジェシカはやめられない。続け続ける。大魔女としてのプライドが、引き際を見失わせているのかもしれない。

　わからない。

　だが、何にせよ――。

「は、はぁっ……ふぅぅ…………………………すううぅぅ……」

　――チャンスが、来た。

『紅翼天使』を振り回し、可能な限り大気中に散らばる魔分をマフリクトする。

「……っ！」

　ジェシカは――直前で僕の接近に気が付き、反応した。

　岬ちゃんへさらなる猛攻を加えようと、魔力を補充するために始めた深呼吸――それを咄とつ嗟さに中断し、僕の攻撃に対する防御魔法へ思考を切り替えている。

　さすがにプライドよりも命の安全が優先されたか。それともあるいは――防御は鉄壁でも、岬ちゃんに攻撃手段がないことを察したのか。

　濁りきった眼が烈火の如く燃え煌きらめく。

「お粗末な連れん携けい……！」

　ジェシカの導魔率は僕のそれより高い。

　つまり、魔法の発動も僕より速い。

　だから、同じタイミングで魔法の撃ち合いを始めれば、勝つのは絶対にジェシカだ。

　最後かもしれない絶好の攻撃チャンスが――潰される。

「……魔法同士なら、の話だけどね」

　だからこそ――。

「これで……終わりだっ！」




　――魔装の方が、一歩だけ早い！




「がっ……!?」

　ジェシカのみぞおちに貫手の一撃。

　果たして――。

「ぐ、ううぅ……おぶっ……」

　ジェシカの魔法は間に合わず、まともに喰らい、激しい痙けい攣れんを引き起こす。

　それは魔法力の低下を引き起こし、踏みとどまろうとする意思の力をも掻き乱し。

「おっ――ぐ、う……がっ、はぁぁ……」

　胃袋の中身をすべてぶちまけ――大魔女は地に膝をつき頽くずおれる。

　漆黒に光る小さな宝珠――『ドゥーム・アイズ』が、吐と瀉しや物ぶつの中に転がった。







「う、ぅ……あ、ああ！」

　ジェシカが静かにうずくまっていたのはわずか数秒のことだった。

　急ぎ慌てたように宝珠を口に含み、飲み込もうとするが――もうそれだけの体力もないのだろう、激しくむせて吐き戻してしまう。

「……ごめん、やりすぎたかな」

　あまりに悲ひ壮そうな雰囲気が漂っていたものだから、近寄ってそう声をかけてみたのだが……大きな勘違いをしていた。

「ち、がう……そうじゃない、このまま、じゃ……」

　宝珠を握りしめるジェシカの震えは止まらない。

「落ちて、しまう…………！」

　あまりに遅くなったが、僕は気が付いた。

　ここまでジェシカを追い詰められた理由に。

　いくらなんでもすべてがうまくいきすぎていた原因に。




　天高く浮かぶ悪竜の卵がゆるやかに落下してきた瞬間――すべてを悟った。




「……維持、していたのか。ずっと、ずっと……」

　だから、三対一程度で優勢だった。

　悪竜の卵を、宙に浮かせるだけの魔法を維持していたから。

　――あれ？　いや、待てよ……。

「別に空に浮かせておく必要はなかったんじゃ」

「ぎくっ」

　指摘すると、ジェシカはバツが悪そうに目をそらして、言った。

「だって……見たかったんだもの……人界人の、絶望する姿を……」

「本末転倒すぎるでしょうに」

「いや、あの……というか……浮かせてただけじゃ、ないのよ……？　完成するまで、魔分供給のバランスが崩れないように、ずっと、魔法で調整していたし……悪竜って、造るのがイヤになるくらいデリケートだから……」

　いじいじ、いじいじ。

「さすがに……街に張り巡らせていた魔法制限結界は、負担的に解かざるを得なかったけれど……あの日以来、一いつ睡すいもしていないし……」

「……マジで？」

　ホントにそんな状態でずっと僕らと戦っていたのか。

　改めて、セヴンシスターズの名は伊だ達てじゃないと思い知らされる。

「……手下の魔女は？　その子らに見張りでもなんでもさせておけば……」

「今、こっちにいる妹はマリエルだけよ……。今までは目立たないようにエコ種を分担して集めるため、各地に配置していたけど……悪竜の卵ができてからは、魔界に帰してしまったのだわ……」

「にしても、マリエル一人っていうのは……」

「……信じていたのよ」

　苦々しげに、けれどはっきりとジェシカは言った。

　ちょっとだけ、思わず同情しそうになってしまう。

「そう思ってくれるのなら、イッキー……やっぱりもう一度、私の味方に」

「遠慮しとく。それよりも――」

　状況の再整理。

　僕らはジェシカをあと一歩で倒せるところまで追い詰めた。だが、今それをするとジェシカの支えていた悪竜の卵が地上へ落下してしまう。

　すると、どうなるのか。

「このままだと……そうね……落下した不完全な卵は、周囲に破壊を撒まき散らす……でもそれは、人界を破滅に至らしめるほどの威力ではないのだわ……」

「つまり……」

　人界人類は滅亡しないが、甚大な被害は発生する。

　甚大な被害は発生するが、人界人類は滅亡しない。

「……一時休戦しよう」

「そんなこと言って……素直に頷うなずくと、思ってるわけ……？」

「思ってる。だってこの状況は、君だって得しないじゃないか」

「……まぁ、そうだけど……」

　誰も喜ばないって意味では最悪の事態だ。

　話を聞いていた岬ちゃんが小首を傾かしげて問う。

「どうするんですか、お師匠さま」

「……どうしようか」

　考えてみるが、案は浮かんでこない。だからといって、今は何も考えずに行動していい場面ではなかった。

「……グリムラインを使いましょう」

　そのとき、ジェシカがぽつりと言った。

　その提案に岬ちゃんが小首をかしげる。

「グリムラインを……使う？」

「グリムラインは魔界と人界を隔てる時空的な壁……かなり強力なマフリクトでのみ穴は空くものの、それ以外の衝撃に対しては無敵だわ……だから、その壁の内部に一度空洞を作って、そこで卵を処理するのよ……」

「処理っていうのは」

「爆破ね」

　少しだけ寂しげな目で、ジェシカは悪竜の卵を見上げた。

「そのあとで、すべては元通りの魔分へ還元されるわ……そうなってからまたグリムラインを開いて、人界や魔界に戻してあげればいいでしょう……？」

「……滅ぼしたいんじゃなかったのか、人界を」

「滅ぼすときはきっちり滅ぼしてやるのだわ、こんな世界……ただの嫌がらせみたいなちっぽけな被害は、むしろ不名誉……」

　なんだかよくわからないが、美学があるらしい。

「そうなると……ジェシカが卵の落下コントロールで、僕が穴空けと密閉修復の役割分担になるのか……」

「イッキーの実力は認めるけど、今はさすがに穴空け要員がもう一人くらいほしいところね……そこの見習いさんには、ちょっと荷が重すぎる気がするのだけれど……」

　そのとき、瓦礫の一部が動いた。

　そこから、案外無事そうなマリエルが姿を現す。

「あいたたた……危ないところだったよ。まさか肌身離さず胸ポケットに入れていたテルミーくんキーホルダーが、鋭い破片を食い止めて心臓を守ってくれるとはね……」

「よう、ブロマガライター」

「おや、魔女狩り屋。生きてたのかい……って、あぁん？」

　僕を見て、岬ちゃんを見て、ジェシカを見て……落ちてくる悪竜の卵を見て。

「……どういう状況なんだい、今」

「説明するから手伝って。ジェシカの体力が完全に切れる前に」

「いつからそんなことに？」

「つい今さっき。いいから、早く」

　元魔女狩り屋と、魔女見習いと、魔女と、大魔女。

　なんだか偏ったメンバーだけれど、力を合わせればなんとかなる。

　……と、いいんだけどなぁ。







「このくらいでいいかい、魔女狩り屋？」

「ちょっと心こころ許もとない気もするけど……時間がない」

　焼け石に水程度だが、この周辺で少しでもグリムラインの薄いポイントまで移動を済ませる。ジェシカも踏ん張って卵の落下コントロールをしてくれたが――つい先程、気休め程度の休憩で岬ちゃんの紅茶を飲み、体力を回復させてはいた――それを留めるまでの余力はなく、悪竜の卵はもう眼前に迫っている。

「やろう、マリエル」

「あいよっ！」

　落ちてくる卵の陰影の縁に立つ。

　僕は魔刻印『紅翼天使』を、マリエルは魔斧『カーディナルイクリプス』を振り回し――どこにでもあり、どこにもないグリムラインの強固な時空壁を叩く。

　そうして何度も繰り返し、マフリクトを起こすが……。

「くっ……やっぱり、即そつ興きようじゃ無理があるってことかねぇ……！」

　苦しげにマリエルが吐き捨てる。

　言葉通り、目の前の空間にあるはずのグリムラインはびくともしていなかった。さすがに、二人だけの即興でというのがムチャな話だったのかもしれない。

「もっと強力なマフリクトじゃなきゃあ、厳しいんじゃない、かいっ……！」

「もっと、強力な……」

　ふと思いついた考えを検討するべく、脳内会議を開こうとして……中止した。

「――悩んでいる時間はないな」

　残りの手袋を解錠し、左の魔獣を解放する。

　向かいに立つマリエルがぎょっと目を剝いた。

「オ、オーバー・マフリクション……？」

「制御して、その一歩前で止める」

　マフリクトより強力で、オーバー・マフリクションには至らないエネルギー。それならばこの即興でもグリムラインに穴を空けられるはずだ。

「き、聞いたことないよ……ンなコトできんのかい!?」

「やるしかないならやるんだよ！」

　制止を振り切り、大量発生させた魔力の紫煙へと左手を突っ込む。

　瞬間――意識が。

「ちょっと、魔女狩り屋!?　無茶するな、崩壊しかけてるっ!!」

　マリエルの罵声も遠い。

　わかっている。うまくマフリクトを起こせず、周囲の地盤が――否、空間そのものが崩れかけているのだ。ギリギリのギリギリでオーバー・マフリクションだけは起こっていないが、それも時間の問題なのかもしれない。

　――壊せ。

　左手に巣食った魔獣が直接脳内に囁きかけてくる。

　――もっと派手に、壊してしまえ。

　全身のコントロールを奪われそうになる。

　――壊せ、破壊しろ、蹂じゆう躙りんだ、暴力を、もっと、もっともっと、もっと……。

　手首のあたりまでしかなかった魔獣が、じわりじわりとその侵食範囲を広めてくる。肉と骨が軋きしみ悲鳴を上げ、激痛が何度も意識を奪いにくる。

「ぐ、うううぅ…………！」

　やはり、無理だったのだろうか……僕に、コイツの制御なんて――。

「できます！」

　激しい痙攣を始めた左腕にしがみつき、岬ちゃんが叫ぶ。

「大丈夫です、お師匠さまなら！」

　彼女の声が、彼女の体温が、彼女の存在感が意識を覚かく醒せいさせる。

　逃げず現実に食らいつく。

「……あぁ、そのとおりだ」

　僕は彼女を立派な魔女にすると決めた。そして彼女は、一人前の魔女になって世界を征服すると誓った。

　だったら僕らがここで終わるはずなどない。

　こんな奴に、これからの日々を台無しにされるわけがない。

　――我に従え。本能に流されろ。

　――我にも貴様にも、できることは破壊と虐ぎやく殺さつのみだ。

　――それ以外に、何ができると言うのだ？

「できるんだよ、なんだって……なんだって、できるんだ……」

　僕次第で……僕の意思で、お前を人助けの道具に使ってやる。

　――なぜだ……壊すために、貴様は我を欲したのではなかったのか？

　――衝動に身を委ゆだねればいい。殺さつ戮りくの悦えつ楽らくに堂々と浸ればいい。

　――破壊を望んだ者が、いまさら何を遠慮することがあるというのだ？

「違うな……全然、僕のことわかってねぇよ……僕の身体の一部のクセに……」

　ああ……そうだ、僕は。

　――偽善だ……。

　僕は、師を倒す力が欲しかったんじゃない。

　――欺ぎ瞞まんだ……！

　魔女に復讐する力が欲しかったんじゃない。

　――そんな綺麗事、貴様の口から聞きたくはない……!!

「村を……盗賊のみんなを……守れるような力が、欲しかっただけなんだ……」

　――破壊を求めよ、我が主ッ!!!




「いいから僕に従えっ、このクソ左手があああぁぁっ[image: ]」




　そこから先の数秒を、僕は憶えていない。

　ただ――ガポンッ、と。

　何か巨大なモノが、何か巨大な穴にはまり……そして。

　落ちてゆく音だけは、はっきりと耳に届いた。







　悪竜の卵が消え去り、突然の静寂に包まれた元テルミーキャッスル前広場は、まるで別世界にでも変貌してしまったかのような、平穏な空気に包まれつつあった。

「た」

　脱力感からか、岬ちゃんがその場に座り込む。

「助かり、ました……？」

「だね……なんとか……」

　マリエルも膝をがっくり折って、しゃがみ込む。

「つ、疲れた……立っているのが、も、辛……」

　緊張の糸がぷっつり切れて、僕も尻もちをついてしまった。それでも忘れないよう、おとなしくなり、侵食も引いた左手に鍵穴付きの手袋を嵌める。

　終わった……。

　これですべてが終わったと――思っていたのに。

「じゃあ……とりあえずの決着をつけましょうか……」

　闇の大魔女が立ちはだかる。

　失いかけていた緊迫感が一瞬で戻ってきた。

「ジェシカ……！」

「もう、悪竜なんて気にしなくていいから……ねぇ、わかるでしょ……？」

　……無理だ。悪竜の完成という莫大な負担を取り除いた今のジェシカに、まともな余力も残っていない僕らが太た刀ち打うちできるわけもない。

「ふふ、ふふふ……さっきはさんざん、やってくれたわね……いいわ、お返ししてあげる……何倍にも、何百倍にも、何億倍にもして……！」

　人界の破滅は未然に防げた。……だがその代償として、僕らはここで殺される。

　そしてまたいつの日か、この闇の大魔女は人界人の滅亡を企くわだて――僕らのこの頑張りも、すべてがすべて水泡に帰すのだろう。




「ジェシカさん……もう、やめにしませんか？」




　しかし――真正面から、堂々と。

　闇の大魔女に対して、魔女見習いだけは言葉を投げかけた。

「さっき……あんなに美味しそうに紅茶を飲んでくれた人が、心の底から悪人だなんて……わたしには、思えません」

　岬ちゃんの根拠はいつもどこかズレている。

　だけどそれは、彼女なりの本心だ。

　だからこそ――ジェシカは足を止めた。

「……そういうわけには、いかないのだわ」

　そう言いつつも、次の一歩は踏み出されない。

　ただその場に立ち止まり、震える拳を握り締め――。

「たとえ悪竜がいなくとも、私は…………」




　地震。




『――――――――マ…………』




　地響き。




『マ――――マ―――――――』




　地の底から聞こえる、音とも声ともとれない響き。




『ヒト――――――――リ…………イ、ヤ……………………』




　……人間の、言葉？

　まさか……悪竜が、喋っているのか!?

「なんで……悪竜に意思は……空印だって、まだ……」

『マ――――――――――――――――マ、ァ――――――――……………………』




　ぞぞるずぞぞぞるるるるずぞぞ。




　閉じたはずの穴が開き、黒い大たい樹じゆがいくつも噴き出す。

　それは――不完全な生誕に終わった、悪竜の鉤かぎ爪づめのようだった。

「おわっ？」「きゃー！」「うっひゃあぁ!?」「うぐぅ……」

　黒い鉤爪は周囲にあるものを見境なくグリムラインの狭はざ間まへと引きずり込む。

　建物も、エコ種のマモノも、そして……僕らさえも。

「ふっ――ざけんじゃないよ、ムリムリムリムリ！　もーいや、体力残ってないっ！」

　マリエルは魔斧を一振りし、背中に魔法の翼を生やして自力で避ひ難なんしてゆく。

「岬ちゃん、摑まって！」

「は、はい！」

　僕もほぼ最後の体力を振り絞って岬ちゃんを抱きかかえ、飛行能力を付与した魔杖に跨またがり空へと逃げる。

「あぅ……っ！」

　ただひとり――足場の崩壊に反応が遅れ、悪竜の爪が肩に突き刺さったジェシカが、穴の奥へと引きずり込まれてゆく。

「ジェシカさん！」

　止める間もなく、岬ちゃんが魔杖から飛び降りた。それを追おうとしたところで、マリエルに服の首根っこを摑まれ阻止される。

「行くな、魔女狩り屋！　巻き込まれる！」

「だって、岬ちゃんが……」

「よく見な！　ジェシカ様を捕らえたせいか、穴が閉じかけてんだよ！　今これ以上突っ込んで刺激したら、それこそどうなるかわかったもんじゃない！」

「僕なんかどうなったっていいだろぉがっ！」

「落ち着きなっ！　こんクソバカっ！」

「どっちがバカだ、放せっ！　どけっ！」

　僕の命なんかどうでもいい。ずっと前に、何回だって終わっていただろうが。

　だけど岬ちゃんは、岬ちゃんは……。

「くそっ、くそぉっ……岬ちゃああああああああああああああん!!」




―――★　――☆　――――★




　大穴の縁に摑まりながら、闇の大魔女は己の人生の終幕を感じていた。

「これは……まずいのだわ……」

　しくじった。端的に、彼女はそう思った。

　もともとギリギリの体力だった――肉体にこれだけダメージを入れられたのは、生まれて初めてかもしれない――ところに、思い切り悪竜の爪で左肩を貫つらぬかれた。もう、先ほどのような強がりすら引っ張り出せそうにない。

　何がいけなかったのだろうか。

　その答えは、すぐそこにあった。

「ああ……そういうこと」

　奈落の底には黒い巨体……不気味な蠢うごめきを繰り返す、固体とも液体とも知れない闇のうねり。備わっているのは灼しやく熱ねつのように揺らめく二つの目と、黄泉の国への扉を思わせる大口だけ。

「ごめんなさい……もう少しであなたのこと、裏切るところだったわ……」

　悪竜の成り損ないが待っている。

　見捨てないでと啼きながら、大魔女の落下を待っている。

「いま、行くわ……だから、なかないで……」

　頭に載せていたナースキャップが落ちる。

　そのとき大魔女は思い出した。

　初めて人界に来たときのことを。

「――あ」

　とある町、とある民家で病に伏せる人界人を魔法の力で癒いやし――感謝され、あたたかく迎え入れられたときのことを。

　それから彼女のもとに、たくさんの人が訪れるようになったときのことを。

「いや……」

　彼、彼女らの病を治し、笑顔を与えられたときのことを。

　イメージが大事だからと、ナースキャップをプレゼントされたときのことを。

　愛した人界人が天寿を全うし、最期に着ていた服を遺族から託たくされたときのことを。

「……思い出したくない……」

　客を取られた町医者集団が、彼女を悪魔の使いだと糾きゆう弾だんし始めたときのことを。

　あらゆる卑劣な手段を用いて、彼女の信用を徹底的に貶めたときのことを。

「……やめ、て…………」

　信じていた人々が、彼女を裏切って石を投げつけてきたときのことを。

　武器を向けてきたときのことを。

　罵ば倒とうと罵ば声せいを浴びせてきたときのことを。

　町から出て行けと、何度も何度も何度も何度も彼女を――。

「もう、たくさんだッッッ！」

　思い出は、叫ぶことで切り捨てた。

　もう――何一つとして、思い返したくはない。

「……さよなら」

　過去に。未来に。現在に。

　自分に。他者に。世界に。

「さようならっ！」

　金切り声で別れを告げて。

　ぱっ――と、放した

「――――……………………ぁぁぁぁぁ」

　その手は――





　　　　　　「ぁぁあに合った！　まにあっ、たああ！」







――別の誰かに、摑まれた。















　まるで彗すい星せいのように現れた、その少女。

　ほんの一瞬だけ、大魔女の目にはそれが救世主のように見えた。







「あ、あ、はぁ～～～～……間に合ったぁ……良かったぁ……」

　奈な落らくの底へ落ちかけていた大魔女を食い止めたのは、魔女見習いの少女だった。

「よかった……ホントによかった……」

「な……なに……なんなの、一体……」

「あなたがひょろながもやしで、本当に助かった……」

「むっ」

「でも、持ち上げるのはちょっと……じ、自力で上がってこられませんか？」

　なぜ気遣う。そこまで体力のない女だと思われているのか。バカにするな。

　ムキになりかけて、はっとした。

　なんでこの少女は、自分を助けに来た？

「なんでって……あなたに、死んでほしくないから」

「……ウソ」

「こんな身体張ったウソ、つきたくてもつけませんよ！」

「知っているのだわ……あなたたち人界人は、こうやって希望を持たせておいて……最後には、どうせ私をうらぎ……」

「うるへーっ！」

　ぎりぎりの状態なのか、魔女見習いは舌が回っていなかった。

「わたしはいつか世界征服するんです！　お師匠さまにいっぱい、いーっぱい魔法を教えてもらって、いつか立派な魔女になるんです！」

「だから、なんなのっ……」

「だから騙だますとか、裏切るとか……そーゆー仲間はずれ的なことは、絶対にしないんです！」

「なっ、仲間、はず……？」

　騙す。裏切る。そういう、仲間はずれ。

　言葉を少し変えるだけで、途端にすべてが幼稚な印象に生まれ変わる。

　嗚あ呼あ……なんだというのだ？

　自分は――仲間はずれにされた、だけ？

　そんなことで怒っていた？

　……いや。本当は、やはりきっと、そんな単純なものではない。そんな言葉遊びで、身の切り刻まれるようなあの日々が片付けられたりはしない。

　でも……けれど、たった一瞬でも。

　自分の心を救ってくれた、この人間は。

「……あなたは」

　不思議な少女。

　どこにでもいそうなただの人間のくせに、こんな感覚は初めてだ。

「あなたは、私に何を求めているの……？」

　何が狙いだ。何が目的で、この闇の女王に近づいてくる。

　本性を見せろ、卑劣な人界人め。

「目的？　目的ですか？　そんなの決まっています」

　すぅっ――と息を吸い込み。




「――わたしやお師匠さまと、仲良くしてくださいっ！」




　天地を割るような大声。

「……っ、」

　びりびりと、空気の振動が全身を叩く。

「それで人類を滅ぼすとか、そういう怖いこと言うの、考えるの、やめてください！　そしたら、また紅茶淹いれてあげますから！　美味しいお菓子も用意しますから！」

「こう、ちゃ……」

　あの魅力的な、格式高い、美び味みなる飲料。あれがまた飲める？　それも美味しいお菓子つき？　どうしよう、人界人を滅ぼすのなんてやめようかしら……。

　――なんて、違う。

　あんなもの、その場限りの優しさだ。

　永遠に続くものじゃない。

「……口では」

　知っているんだ、そんなことは。

「口では、なんとでも言えるのだわ……急場しのぎのウソっぱち。そうでないと、どうやって納得させてくれるの……？」

「だからそれを、これから証明していきたいんです」

　見上げれば、魔女見習いは微笑んでいた。

　その笑顔だけで、どんな罪業も洗い流されるような気がした。

　――気がした、だけだ。

　実際にそんなことは、ありえない。

「……私は、あなたたちの世界を滅ぼそうとした魔女なのよ……？」

「聞きましたよ、それは何度も。だからわたしも、何回だって言いますけどね」

　ありえないけれど、思ってしまう。

　今からやり直すことは、できるのだろうかと。

「わたしは、いつか世界征服する魔女です。お師匠さまだって赤坂さんだって……ジェシカさんだって、いつか支配してやるんです」

　バカな小娘。

「……あと、珠たまちゃんも。砂すな岡おかくんも。クラスのみんなも。パパもおじいちゃんもおばあちゃんも、支配します」

　身の丈に合わない夢を見て。

「それでみんなにわたしの紅茶を飲んでもらって……仲良く、お喋りするんです」

　誰とでも仲良くできるだなんて、考えていて。

「それがわたしの夢で、野望で……毎日を、生きる意味です」

　――そういう生き方も、ちょっとだけアリなんじゃないかと。

　今ごろになって、気付いてしまった。

「だから……さぁ、登って！　生きて帰るんです！　そして、お師匠さまにしこたま怒られてください！　それで……それでぜんぶ、チャラにしてあげますからっ!!」

「……う、ふふ…………ふふ」

　知らず、笑っていた。

　笑うたびに、憑つき物が落ちていくような気がした。

「もう、うんざりなのだわ……人界人の言うことなんて、信じられない……」

　それでも自分はきっとまだ、この世界に対して猛毒だ。

「まだ……裏切らないっていうなら……」

　この目の前の、魔女というにはあまりに優しすぎる少女に対して、これ以上ないくらいに有害な存在だ。

「裏切られる前に……！」

　威い嚇かくするように睨みつける。

　見習い魔女は視線を逸らさない。

「……っ、」

　先に視線を逸らしてしまった。

　逸らさなければ、みっともない顔を見られていた。

「…………、」

　大魔女はゆっくりと、

「……っ、」

　もう片方の手を伸ばし、

「…………………………………………ふん」

　少女の手を取って、




「バカな子」

　その甲に鋭く爪を突き立てた。




「痛っ……あ、ああ！」

　不意の痛みに少女は呻き、手を離す。

　もはや引き止めるもののなくなった浮遊感に、大魔女は微笑んだ。

「うふ……あなたみたいな魔女見習いに支配されるなんて、まっぴらごめん……」

　悪くない。

「でも、なんていうか……きっとそうね……こういうときは、こう言うものよね……」

　最後の最後だけは――そんなに悪くない人生だった。

「あなたのおかげで……良い夢が、見られそうなのだわ」




　最後の最後にそう言って、大魔女はひとり奈落の底へ落ちてゆく。

　彼女を飲み込んで満足したのか、穴はそれきり開くことなく――悪竜のうめき声もまた、二度と聞こえることはなかった。
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　魔法王国レトレールは南部、アッツォビリオ地方デアリフ前線基地。

　レトレールの支配に呑のまれず、アンチ魔法至上主義を掲かかげるカウスロア帝国と南方で接しているこの地方は、非魔法使いの人口が特に多い。いつか来るだろう侵略戦争に備えて、兵力が必要だからだ。ただの非魔法使いならそれほど日当は良くないが、ここでは魔装が使えれば非魔法使いでも十分な高待遇を受けられる。もっともというか、やはりというか、それでも魔法使いの給与とは比べ物にならないのだが……。







「おい、お前」

　魔法使いの上官が野太い声で咎める。

　基地訓練場宿舎の裏手で、非魔法使いの兵士がしゃがみ込んでいたからだった。

「こんなところで何をしているんだ――アゴヒゲ」

　アゴヒゲと呼ばれた兵士はビクリと立ち上がり、直立不動で敬礼のポーズをとって誤ご魔ま化かそうとした。盗賊上がりらしいこの男は、体力だけならそこそこあるのだが……三年経った今でも下したっ端ぱ気き質しつなのが不安の種だった。

「……点てん呼こ、始まるぞ。クソなら急いで済ませてこい」

「へ、へい。ただいま」

　いじめたくなるような、それでもどこか憎にくみきれない笑みを浮かべ、アゴヒゲは上官の魔法使いをやり過ごす。

「……ふぅ。バレなくてよかった」

　いや、本当はバレているのだが……その上で黙もく認にんされていることに、アゴヒゲは気が付くこともない。

　彼が隠していたのは、小さな墓もどきだった。

　かつて所属していた盗賊団、その頭だった青年のためのものである。

　アゴヒゲは、盗賊団が壊かい滅めつしたあの日――一人だけ、たまたま高熱を出してアジトで寝込んでいた。そのため魔法使いに殺されることはなかったが、その後の彼にできたことと言えば、仇かたき討うちなど立派なものではなく、打うち首くびに晒さらされた頭の青年の眼帯と、髪の一部を切り取ってこっそり持って帰ってくることだけだった。

　それでこうして粗末にも墓のようなものを作ってみたのだが……彼は、あまり頭が良くなかった。頭の青年がこの地方の出身だとは聞いていたものの、具体的にそのどこかということまでは知らなかった――のみならず、「だったらどこでもいいか」と考え、紆う余よ曲きよく折せつの末、自分の新たな勤め先となったこんな場所に作ってしまったのだ。

　ときおり、「だからオメーはバカなんだ」という青年の声が聞こえないでもない。さすがのアゴヒゲもそればっかりは幻聴だとわかっていたが……今朝は少し、少しだけ本当に、頭の青年からメッセージを預かったような気がしていた。

「三年ぶりですね……親分」

　紐ひもで縛った小枝の十字架に、髪を結び、眼帯を引っ掛けただけの簡素な墓ぼ標ひよう。

　それを突き刺した小さな砂山のすぐそばに――今朝、植えた覚えのない、名もなき花が咲いていたのだ。

「何か、良いことでもあったんですかい？」

　アゴヒゲは思いもしない。

　死んだと思っているあの生意気だった少年が――今も元気に、別の世界で新しい人生をやり直していることなどは。




　　　　　★　　　★




　長いようで短かった僕らの戦いは、ひとまずの幕を下ろした。

　その後を語れば長くなるのだけど――それこそ事後処理の一つ一つを詳細に書き綴つづれば、かの大魔女との戦闘経過よりも長大になってしまうため、世間一般の新聞やニュースの見出しを一部抜ばつ粋すいすることで、おおまかな説明にかえさせてもらおう。




『突如消えたテルミーランドの巨大物体、果たしてどこに？』

『運営再開の見通し立たず。被害総額は推定――』

『行方不明の調査団百数名帰き還かん。口を揃そろえて「テルミーランドは魔界だ」と意味不明』




「……終わってみれば、あっという間の悪夢だったなぁ」

　ジェシカの野望を阻止し、戻ってきた日常。また前と……いや。

　前とは少しだけ、変わった日常がやって来る。







　時刻は朝の八時半過ぎ。場所は学校の体育館。

　本日は夏の始まり、終業式の日なり。

『それでは次に、生徒会からの――』

「生徒会とかどうでもいいから、早く終わって……」

　隣となりで汗だくになりながらも、館内に響く棒読みのセリフに文句をつぶやくのは、すっかりケガも治った猫ねこ乃のさんだった。

「真ま壁かべ、なんとかして……涼しい風とか、なんでもいいから……」

「無理だな……僕は非力だ……」

　こっちだって暑いの我慢してるんである。

「耐えるでござるよ、猫乃殿どの。この熱さも夏の粗大ごみというかー、なんだー……よくわからーんでござるーう！」

　こちらも限界な感じで、足を動かさず右へ左へ揺れる時と空間の魔術師。いまだに頭に包ほう帯たいを巻いているが、これはただのファッションなのだとか。

　僕ら三人は揃って式に遅れたため、館内の後ろの方に揃って立たされていた。岬みさきちゃんだけはしっかり時間に間に合って、自分のクラスの列に並んでいる。

「もうちょっとの辛しん抱ぼうだよ、みんなでがんばろっ！」

「……待て」

　気付いた。僕らの後ろに立つマリエルだけが、汗一つかいていないことに。

「……ちょっと服を脱ぎなさい」

「はぁ？」

　赤あか坂さかさんモードが崩くずれ、素すっ頓とん狂きような声を出すマリエル。

　ということは――クロだな！

「知ってるんだぞ……その服の下に冷気を発生させる空くう印いんがあることは……それで一人だけ、涼すずしい思いをしているんだろう！」

「ちょ、な、何してんだい！　やめなっ、アンタ暑さで頭おかしくなってるよ！」

「こらぁーっ、真壁！」

　猫乃さんが僕の腕を摑つかんだ。

「やるなら私にやりなさい……」

　やばい、こっちの方が意識錯さく乱らんしてる。近くにいた先生に頼み、一同一度外に出て、水道で頭を冷やしてくることに。

「まったく、急に何するんだい……悔くやしかったら、来年はちゃんと手を打つこったね」

　戻ってくると、マリエルが仏ぶつ頂ちよう面づらでそう告げてきた。

　――来年。

　魔界ではジェシカに仕えていたマリエルだが、彼女がいなくなってしまった今、どうやらしばらくはこのまま学校に通い続けることに決めたらしい。

　魔ま界かい人じんが人じん界かいに住んではいけないというハッキリとしたルールはないものの、人界は魔界に比べて魔ま分ぶんが薄いし、魔法も使いにくいしで、よっぽどの物好きじゃない限り、好んで移住したりはしないのが普通だ。

「つまりアタシもアンタも物好き仲間ってわけさ、魔女狩り屋」

「物好き仲間、ねぇ……」

　反論する気は特にないが……しかし、なんだな。この子と出会うきっかけになったジェシカは、もう魔界にも、人界にもいないんだよな。

　……酷ひどい人だったけれど、怖い人だったけれど。

　なんだかんだで、いなくなったらなったでけっこう寂しい気が……。

『次に、えー……こんな時期ですが、新任の先生の紹介に移ります』

　……ん？　新任の先生？

「……猫乃さん、何か聞いてる？」

「いや、初耳」

「砂すな岡おかは？」

「しらんでござるうぅぅぅ……」

「マリエル？」

「アタシが知るかい。常識的に考えな」

「魔女に常識とか言われたくない……」

　唯一事情を知っていそうな岬ちゃんは近くにいない。

　――なんだろう。なんなんだろう。

　嫌な予感が、ひたひたと足音を立てて近づいてくるような……。

『はろは【ガガッ、ピ――――ッ】……はろはろ…………』

　盛大なマイクのノイズ音に、思わず壇だん上じようを見る。

　そこに現れたのは、まだ二十歳前後と見える、痩やせ型の女性だった。黒いスーツの上から白衣を羽は織おったその姿は、どこかまだ慣れない衣服に着られている初うい々ういしさを感じさせる。確かに「新任」という肩書きはふさわしく思えた。

　しかしその高身長……銀髪、白い素す肌はだは見間違えるはずもない。




『私が噂うわさの新任保健医、うるとらびゅ～てぃ～ジェシカちゃん……なのだわ……』




「……は？」

　式が終わるまで、開いた口は塞ふさがらなかった。







「どういうこと」

「どういうことも、何も……」

　イン・保健室。アフター・終業式。

　椅い子すの高さを神経質に調整しながら、ジェシカは気だるげに受け答えした。

「この学校で、保健の先生をやることになったのだわ……まぁ、それっぽいフリだけして、全部魔法で治しちゃうけど……いいわよね……？」

「それは別に勝手にし、ちゃ、ダメだなよく考えたらっていうか……いや、あの、僕が言いたいのはそういうことじゃなくてだね」

「なにかしら……？」

「なんだったかしら……」

　混乱しすぎて内容はまとまらないし、口調は移るし。

「……うん。質問は、二つ」

「どうぞ……」

「まず、なんで生きている」

「酸素を取り入れて、二酸化炭素を吐き出して……」

「そういうのいらないから」

「……あの、見習い魔女の……」

　ぎしぃっ、と椅子に腰掛け、手の力でぐるぐる回り始める。

「紅茶で……思っていたより、体力に踏ん張りが利いたから……魔法がたくさん使えるようになって、なんか、生き延びられた……」

「……マジで？」

「大マジよ……私が驚いたくらいだわ……紅茶一杯で、まさかあそこまで力が回復していたなんて……ちょっとだけ遅効性な感じはしたけど、十分驚きよう異いて、き……うっぷ」

　たまらず椅子を止め、飛び降り、ジェシカは洗面所に顔をうずめて吐いた。最悪だ、この新しい保健医……。

「ふぅ、すっきりした……」

「やめてねそれ、普通の人前で」

「……それは、私に対する独占欲の表れと考えていいのかしら……？」

「よくないよくない。なんなんだ、その斬ざん新しんな解かい釈しやくは」

「つれない人……で、もう一つの質問は……？」

「なんでこの学校に来た」

「それはもちろん……未来ある人界人の子どもたちを根ね絶だやしに……冗談よ。冗談だから、オーバー・マフリクションはやめて……」

「君の場合ぜんっぜん冗談に聞こえない」

　外しかけた手袋の鍵かぎを再びかけ直す。

「本当は、誘われたのだわ……」

「誰に」

「ミスターエッ……」

「そういうのいいから」

「……グマン」

「誰だ……？」

　エックスより心当たりがなくなって愕がく然ぜんとした。

　そのとき、廊下から足音が聞こえた。ぱたぱた歩く軽快な音は部屋の入り口前で止まる。そして、一秒の遠慮もなく扉をスライドさせた。

「就しゆう任にんおめでとうございます、ジェシカさん」

　現れたのは、やはり岬ちゃんだった。

　ジェシカはまるで人が変わったように頭を下げる。

「ありがとう……あなたのおかげよ……」

「いえいえ、わたしはただおばあちゃんにお願いしただけで……あ、お師し匠しようさま。やっぱり来ていましたか」

　頭が痛い。しかし、ここで現げん実じつ逃とう避ひするわけにもいかないだろう。

「……岬ちゃん、もしかして」

「はい。わたしがジェシカさんをお誘いしました」

「いつ、どこで」

「昨日、駅前のコニクロで、洋服選びしていたところをキャッチしまして」

「コニクロで！　ジェシカが！　洋服選び！」

　ふざけんな！　……という叫びだけは、どうにかこらえた。

　ジェシカを見ると、なんか気恥ずかしそうにしていた。

「さすがに、視線が辛かったのだわ……あの病人服で街中を歩いていると……」

「そりゃそうだろうよ。いやそうじゃなくて、あなた、仮にもこっちの人類滅ぼそうとしてるんだからその自覚をさぁ……」

「ジェシカさんはもう、そんなことしませんよ」

　誇ほこらしげに、そして晴れやかに言ったのは、岬ちゃんだった。

「だって、約束しましたから」

「約束？」

「はい。人界での生活を保証するかわりに、もう二度と人類を滅ぼそうとしたりしないこと、って」

「……ジェシカが、そんな約束を？」

　信じられない。そんな気持ちが顔に表れてしまったからだろうか、ジェシカは少しムッとした表情になった。

「人界人のことを、完全に信用したわけじゃないのだわ」

　ぶすっと言い放ち、

「ただ、そうね……なんていうのかしら……」

　窓の外へと目のやり場を逃して、彼女は確かに、言った。

「もっとよく、知る必要はあると……そう、思っただけ……かつて私を裏切った人界人だけが、すべてじゃないし……」

　……なんとまぁ、あのジェシカさえ。




　あのジェシカさえ、岬ちゃんは心変わりさせたのか。




　そんなこと、どんな魔法を使っても不可能だと思っていたのに。

「……ん、いや待てよ。人界での生活って、住む場所はもしかして」

「安心して……あなたたちの愛の巣にはおじゃましたりしないから……」

「愛の巣って何」

「私はそのへんの、適当なアパートを借りることになっているのだわ……」

「そうかそうか……ん、いやもっかい待てよ。前にこの学校にいた保健医どうなった」

　問うと、岬ちゃんは平然と凄すさまじい答えを返してきた。

「ちょっと他の学校に飛んでもらいました」

「……その学校にいた保健医は？」

「……あれ？」

　混乱し始める岬ちゃんを見てものすごく不安になった。大丈夫か、この子。

「……ま、たぶん大丈夫です。些さ事じです、些事」

「あとでちゃんと確認とりなさいね、ホント」

「そんなことより……入ってきてくださいよ、いつまでもそんなところにいないで」

　岬ちゃんが振り返って声をかけると、入り口からひょっこり、魔女が顔を覗かせた。

「あら、マリエルじゃない……おひさ」

「……ご無ぶ沙さ汰たしております、ジェシカ様」

　おずおず、といった感じで歩み寄ってくるマリエル。

「先日は大変無礼なことを……まさか生き、ちが……ええぇっとぉ、そのぉ…………」

「うふふ、そんなに固くならないでちょうだい……私、この間のことなんて、全然、気にしていないのだわ……」

「……本当、ですか？」

「本当、本当。だからいらっしゃい、マリエル……」

「……ジェシカ様～～っ！」

　ひしっ、と抱き合うかつての姉妹……いや、こうして微笑ほほえましく抱ほう擁ようしあえるのだから、その関係は今もまだ続いているのだろう。

「それにしても……けっこう効いたわぁ、あの弾幕……格好いいじゃないの。さすがは借金してまで買った魔道具ね……」

「へ？」

「まぁ、私を魔界保全機構に突き出せなかったわけだし……？　その後の支払いはどうするのか、ちょっとだけ気になりはするのだけれど……？」

「あ、が、あの……あ、あれは、ですね？　その……」

「ずいぶんとまぁ、楽しそうに攻撃してくれたわね……？」

「きょあああんっ！　お許し下さいいぃぃぃっ！」

　……続いてんのかな、本当に。

　そうしてマリエルが跪ひざまずくとほぼ同時に、保健室に新たな人影が二人現れた。

「うわ、本当にいる……でも、大丈夫なのよね？　もう、改心してるのよ、ね……？」

「大丈夫でござろうよ。ダメならきっと、真壁殿がなんとかしてくれるでござる」

　言わずもがな、猫乃さんと砂岡の二人である。

　これは……これはさすがに、問わねばならなかった。

「岬ちゃん」

「はい」

「一体、これから何が始まるんです……？」

「仲直りのお茶会ですよ」

「それはまた、何のために」

「そんなこと、決まっているじゃないですか」

　いつの間にかお気に入りのティーカップを手に取って、魔女見習いは屈くつ託たくのない太陽のような笑顔で答えた。




「わたしがいつか立派な魔女になって、世界征服するためですよ」





――了――










　あとがき




　お久しぶり、あるいは、はじめまして。月つき本もと一はじめです。

『狩カル魔マのフォークロア』を読んでいただき、ありがとうございました。

　またしても新しいお話で恐縮ですが、お付き合い頂けたのであれば幸いです。




　さて、本作は魔法でバトルするファンタジーな王道ライトノベルみたいです。みたいです、というのは、最初の構想では「黒魔女が経営する秘密の喫きつ茶さ店てんでアルバイトするラブコメディ」だったからです。いやもう構想というか、一回それで一本書いたのですが、「なぁんかコレ、ちゃうんちゃう？」と脳内でリトル月本が囁ささやくものですから、「真ま壁かべ逸いつ樹き」「黒くろ河かわ岬みさき」「魔女」だけ残してあとは白紙→もう一回最初から考えるドン！

　なんてことをしていたら、こんなに時間が空いてしまいました。




　ざっくりというか、一部というか、本作の解説でも。

　本作に登場する「魔法」は、あらゆる願いを実現させうる超常の現象である半面、「魔道具をブンブン振り回し、頭をウンウン捻り回す」という、シンプルながらも覆くつがえしがたいルールの上に成り立っています。なので、この大原則から外れる無敵のキャラクターは登場しません。誰もが弱点や短所を抱えていて、ではその欠落をどうカバーしていくか、そしてそのカバーをどうやってまた突破していくか……バトルものとしては、能力の多様性よりもそういった問題に焦点を当てております。

　お話としては、元魔女狩り屋がなぜか魔女を育てていたり、その魔女見習いが「世界征服！」なんて電波な目標を掲げていたりと、わりかしトンチンカンだったりします。しますが、その緩ゆるさが僕なんかには心地ここち良よかったりするわけで、シリアスパートの多い本作では何度も二人に助けられました。いやー、楽しかった。




　以下、謝辞です。

　不意のメールにも五分で返信する敏腕担当の和田様、敵も味方も抱きしめたくなるほど魅力的に描いてくださったイラストレーターのファルまろ先生、および関係者の皆様、そしてもちろん読者の皆様に、ありがとうございました！





「魔法が使えたら、一生壊れない自転車が欲しい」月本　一
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５月16日生まれ、神奈川の豆腐が美味しい所に住んでいます。地元民ですら忘れがちですが豆腐が美味しいです。ファミ通文庫様では今回初めて描かせていただきました。お茶とコーヒー大好き人間です。よろしくお願いします。
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